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『精神分析』第五卷第一號卷頭言 


★惱ましかリし思春期よ！ 

g 返りたいと云ふ C とは誰しもの願ひであらうが"而もあの思#期に於ける息づまる 
やうな惱みをも一度繰返すのかと思ふと"もうもう若返 P は眞平だと叫びたくなると云 
ふ人も隨分多い。世の大部分 s 人々の常春はそれほどに苦痛に滿ちてゐる。生田葙月の 
やうな詩人もそんな意味0事を謳つてゐたと吾等は記 tt してゐる。 

併し分析を學んで見れば、あんなにも思辂期を惱ましく S 苦しく考へ&にも及ばなか 
つたのだと沄ふことを我々は感ずる。實に人々はそのエネルギーを音年期に於いて浪# 
し過ぎる。思恭期 の 性心理機制が如何に構成せられてゐるかを明確に知悉すれば"それ 
に對する 腿 is と 態度と を 定めることが出來るわけ だ。 今迄世の何人もがそれを敎へては 
くれなかつたのだ。さうして只*恐ろしい顏をして叱るだけであつた0 

世の 靑年與女 •及び彼等を子に 持ち、 門下に持つ 父兄、 敎育家の人々に，せめて本號 
の一諧をす X めたいと思ふ。分析^たちはも一度思春期を過ごして見たい興味と衝勖を 
禁じ得ないが故に、世の W 年を羨むのあまり敢へてこの言をなす。 














精神分析學ょり見 n る思春期の特質 

J ^ p f . 

- • • # I - * - 4 i - * • r - -/-*• * 1 ' >*■ - , * 

一 ’ •, •大槻 憲二-， 

1、 思 春 期性感の 基礎と しての幼兒性感 

フロィドが幼兒期の性心理的過程に就いてその撤底的な洞察を下すまでは、思春期とは、個人の發達に於ける甚 /C 
特殊な時期であつて、その時期に於いてはそれ以前の心理的及び肉龈的の生活に持つて行つて•一つの新たな、從前 
に {•! 存在しなかつたものとして性本能なるものが搽如するのだと云ふ風に考へられてゐた〇その意味に於いて、フロ 
ィド以前の心理學にとつて IIV 思称期とは性感發生の時期であるのだ。從つて、かぅ云ふ考へ方に依ると•個人はそ 
S 時期以前には全く性感なるものを知らない存在であつたのだが、今やこの時期に於 S て判然として生育し來る性的 
装近の影瑯の下に性の生理的心理的新要素は描頭し*肉體的及び精神的過程となつて顯珙するのだと云ふわけになる 
のである〇 

M 神分析學にとつてもやはり•思春期に於いては肉體的に異變を來たし性器が顯^に生育し來るのがその特徴であ 
ると云ふことは•固ょり疑ひの餘地ないところである。思招期は十二歲から十四歲の問に始まると分祈垛徒は考へて 
ゐるのであるが■幼兒が五歲頃からその思砟期に至るまでの徐々たる發達の長い JWIUJ に於 s て、彼等の性器醜にはそ 
の發達上に扪對的の锛制が働くのである。狡樂の上ではホルモン艰說上これは松典腺分泌物の機能と偎定せられてゐ 






る やぅで あるが、心理上でもそこに禁制の作用が働き，この時期を分析學上潜在期と名付けてゐる。かくて性器關 o 
方 [£ 1 ] のみが發 W 上の通延をなし•肉體上〇他の方 M の發育と均衡 5 : 保たなくなるのである。が"思赤期に達すると典 
に、 この迎延が極短少の時期中に忽ち N 役せられるのである。またこの思弈期に於いて生航瞭がその機能を開始す 
る。卽ち男子にあつては夜分に精液の射出せられることがある。これを我々 S 射精と呼んでゐる。女子にあつては子 
宵の 月經 作;0が辑頭してくるのである。これ跸の徴候は何れの性に於いても•その個人が虫殖機能に於いて成熟した 
i 云ふことを示してゐるに外ならないのである。フロィド以前の心理绺漭等は性の槪念と生航機能の槪念とをその內 
容に於 S て！一:じものであるとしてゐ たが、 生理心理的1:励の中に性慾の混人し來ることが思靜期の特質的な機相であ 
ると考へてゐた點に於いては、彼等も正しかつたのである。 

併しながら，生殖と性感との槪念內容を區別し、一切の生殖機能は性感の內に鳐すべきものであろが•性感そのも 
0 X 槪念內容はもつと廣汎で、單なる生殖機能の埒内に跼蹐すべきものでないと云ふこと S : 明かにしたものは，實に 
フロィドの功紐であつた。2:0やぅに生殖と性感とが必ずしも同義語ではないと云ふことになれば、性的现象は生殖 
力の成熟以前に見られると云ふわけになつて來る。また實際_稱神分析は成人の幼時期調沲に就いて(のみならず • 
それに續いて幼兒それ自身を分析調茶するにことに依り)、性的顯現は思春期の遙か以前に、否寧ろ、早期幼兒期に 
旣に發兒せ られる ものであると云ふことを明かにした〇これ等-恩恭期以前の性感を我々は幼兒性感と名付けてゐる 
が、その幼児性感とは就中•口唇•肛門、並びに性器の諸帶域に於いて感得せられる快樂的な亢髒や活励の事を云ふ 
のであつて、この性感的活勤は快感としての高度の惯値を供するものである。これ等は始めは口唇食道そ〇他に於け 
る生命保存の機能•殊に榮養撖取の機能及び M 道肛門に於ける排泄 Q 機能と內的に結び付いてゐるのであるが、やが 
てそれ等から獨立し.先命保持〇ための機能と離れて純粹に快感獲得の H 的のために供せられるやぅになる。早くか 
ら陰莖(陰核)は M 排泄の器關としての機能を艰す慷、(少女に於いては陰核は始めから尿排泄とは無關係である 
が、その附近にあるために排泄後の淸掃に際して種々なる刺戟を受ける y それに依つて高度の快感的亢蒞を持ち身 
耥神分析擧ょリ见7;る思#期の特質 
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體中のあらゆる快感獲得的帶域屮の王座を卜：：めてゐる2であ0。で*四歲乃至五歲に逵すると*性的帶域中0支配的 
地位を完全に卜：：めるやうになる。この京配的地位こそは"陰莖が後年に於いて成人の生活中に猓す m 要な役割を漉め 
枯彿せしめるものである。 

，幼兒期の性的活動の或る部分は、外的對象への關係から離れて彼自身の肉體に於いて、外的對象 1 C は期し雛い令う 
な活動をなすことに依つて滿足を見出す。我々はそのやうな活動を自己性感、的と名付ける。併しながら旣 K 平期に於 
いて•他の本能的慾求が對象と結びついて擬如してゐる。その對象は色情的快感の源换となるもので v 從つて!^愛對 
象と云ふ名に値するものでぁろ。1:づ最近親啬が、就中母親が，そのやうな對象リビド—的願 M の目的に■供せられ 
る。さうして成人たちの子供に對する介抱や愛撫や.屢々肉感的でなくもない可愛がり方がノか、る滿足を可能なら 
しめること大なのである。幼兒の性發展ぬ道程 Ic 於いて男根(陰核}が爾餘の性帶域の間にあつて中央的地位を占め 
るやうになるに從つ X •幼兒が周圍の人々に對するこの戀愛關係は、その m 望並びに慾求に於いて.、ますます高度に 
成人のそれに近似して來る。その際、男兒にとつては母親は(それ以前に於いても母親は男兒にとつて CD 主要對象で 
あつたのだが)更に贝根期に於いても戀愛對象となされるのである。女兒の心理的態度に於いては、解剖的な關係に 
山來するところの、典型的な對象轉換が殷現せられ•それに依つて53根(陰核)的、幼兒的な y ビド—期の女兒の中 
心對象には父親がなるのである。男根期に於ける男兒にとつては母5:獨占しょうとの願望、母と一緖に寢たいとの願 
sr 母が父親に與へてゐると想像し或は知つてゐるところの好意を自分の方に贳ひ受けた s との顋3 r 母親との問に 
子供を 一 人持ちたいとの願望、從つて競牮者と M 做されてゐる父親を除きたいとの猛烈な憎惡的な願望‘これ等諸々. 
の願^が幼兒の M 根期に於ける精神内容の中核を柳成してゐるのである。さうしてこれ等の願望の總てを我々はァ 
イポス•コムプ V クスと 云ふ名で總括してゐるのである。女兒のエディ. ホス•コム ブレクスの内容は、從つて-父親 
を占^し*彼1:依つて子を钜み、■母の後签に座り，耍するに母親を除け翁にしたいと云ふ顆望から成立つてゐるので 
ある〇 < ' • , • : : - ノ 









觅根期に於ける幼兒等のこ 0 やうな極めて猛烈 & 願望的亢锶は、併しながら"いつまでもそのま I の形で存■して 
ゐるわけではな S 。 幼兕は同性親に對して烈しい憎惡の感愦を持つてをり、而もその憎惡は同時に反面に於いて豫々 
存してゐた同性親への设敬旗拜の感惝と相剋するが故にそこに强烈な罪隙感を生じ•この邪隙感，殊に不安觀念、恐 
怖觀念の內容中にはそ S やうな惡願望への懲剖として男根切斷への期待感が含まれ、かくの如くにして H デ"•ホス* 
n ムブ i クスは崩塯して行つて形を改め、同性親への m : 您 M 感は抑 M に依つて同性 ii への同一化となつて變革解消せ 
られることになる。このやうにして人 liii に於ける Ma 心の中核は形成せられ、我々はこれを超自我と呼ぶことにして 
ゐる。 H デ4ポス • コムブレクスの崩壊，並びにそれにつれて生じ來•る M 自我の形成確立、と共に、幼兕は今や別 (D 
發 M 段階に入るのである。それを我々は港在期と呼ぶ。何となれば、この期に於いては、性の流れはなほ浒在的に低 
迷し、判然と顯現することは殆ど、或は金然"ないからである。とのやうに幼兒時代に於ける性感の早期開花と、思 
春期の入口との問に於けるこの期間は、性心现發展に於ける一つの停滯期として我4には印象せられる。こ〇心理的 
停滯期は、肉體的にもこれに呼應して男根の發育が禁制を受けて遲延してゐ60である。 ， 
我々は幼兒の性心理を比較的槠細に說いて來たが、精神分析學で云ふ思#期の特質を明かにするには•まづそ〇根 
柢たり出發點たるべき幼兒期の性感を明かに知つておくことが必要だからである。 

ニノ 思春期に於ける H ディ•ホス • n ムブレクスの再燃と克服 

* 

性的發展の成熟期に於いて、今や内的の、 (一 切の生畏過程に就いて 0 如く，我々にはなぼ)未知 0 原因から して ■ 
(前 [: も旣に云つた通り)與极は可成り速かな增大を來たし，遂に生殖機能を染し得るやうに/ X る。 その やう &肉 (SS 
的現象が思海期の著しき特徴で あると 云ふことは"旣に前に述べた通りで ある。ところが、この やうな肉體的道程の 
歸結として—性的心理的の流れの力にも變化を來たし" そとに 新たに莊だ强力な リビドー の大欺が充滿し來る ことに 
なる。 こ X に 至つ て■さき に成就され てゐ た暂のエディポス •コム プシ クスの 崩壞が決して 5 H 金でなく /新しき酒は 
精神分析取ょ® il ?:5 思卷期の特質 


古き革衣に滿たされることが分る 0 である。幼兒期に於ける大き & 對象關係は、潸在期に入つてからは抑壓を受けて 
その肉感性を失ひ、取なる感傷性にまで影を撖めてゐたのが、思#期に入るに及んで再びその * き肉感的•性的の力 
を回復するやぅになる C 肉感的•性的エネルギ—を伴ふエディポス•コムブレクスの W 燃こそは、ぎ心||^方^:に^ 
いて•思春期の般も m 要なる特徴である。人々はなほ古き對象に執着し•新しきリビド I の流れも> 無意識裡に部分 
的に殘存してゐる幼兒 h デ"■ホス期〇關係以外にその纓綿對象を別に持たないのである。 

幼兒期の H ディ.ネス • n ムブレクスと 思#期に於けるそれの再燃との lm には •併しながら，就中、超 S - 我に 蕋く近 
親盗辖制が確立せられてあり、それが潜在期の全般に互つて效艰を及ほしてゐ6。で■幼兒時代に愛せられた對象は 
近親#であるが故にと て、 その新たな戀愛對 象と しての範圍から除外せられることになる。そこでノ ¥' 撕 け •るポ 

爭恋するその戰ひこそは•馊にこの期の不安、不定.神經質的緊張の大部分であつて' 一 j れが卽ち 思卷 期，の特微 に 外 
ならない0である。と0幼兒的對象へのリビド t 的愤 m と近親姦壤制との BH の莴藤からの脫出はなかなか迅速にはな 
されない。人々はまづ1時煳资的な解決策を求めて空想の中へ士逃込む00まり、搜現せられること0&い觀念0中 
へと速れる。こ0空想には殆ど常に必ず自慰的行爲が隨伴してゐるか、或は最後にはその種の行爲の中へと這入つて 
行くのである。これ等の色情的な空想の中には、古き近親姦的&對象，が窓識的に登場する ことが 稀で ないが、 或は通 
々容黏 に 見透かされ#る如き胡麻化し的糊途がその對象の上に施されてある。思春期 のこれ 等の空想は幼兒期的空想 
の連 M であること tr 大した骨 rr りをせ卞に觀破することが出來るが、その空想の内容としては兩親の XX への偷舰 
であるとか•親愛な人物から早期に性的誘發を受けたとか、母胎空想であるとか，家族 ロマ ー ンであるとか云ふが如 
きが典型的なのである。{承族ロマ—ンに就 VV て•は本誌笫三卷第五號を參照せられたい。 

思漭期に於ける H ディ•ホス_ n ムプレクスの W 燃を回避するに人々は同性愛的對象遝採を以てする ことも 稀では な 
い。この年頃の友情や•明か ic 同性愛的性格を帶びた種々の會合、團體などでは•異性 5 : 明白 1 C 除外し禁制してゐ 







る。そのやうな男性間及び女性 Hi ] の會合幽體が思漭期に於いて無暗に行はれるのは•近親焱的異性對象への憧慠 的選 
擇に對する自己防1?的な試みであることは明かだ。 

思舴期に於ける明かに近親选的空想は，そ0後の發般に於 S て(それを何とか別に！11£常に^現しなければならな 
い以上〇兑服せられねばならない。併しながらこのやうな克服と共に一つの別の、遊だ m 要な、併しながら惝まし 
き行爲がなされる〇卽ち、兩親の權 M から離/ X すると云ふことである。刚親か.らの獨立と云ふこと iT ま xvm 相期の 
烦悶の内に成就せられる。野班人! isj の思舴期の儀式は、この離反獨立を JIIIC1 つの枓生として表現する。生れ故娜の 
村以外のところで思亦期の依式(その憐式とは割禮 X はそれに類することが主である)を終つて後にその村 1C 歸つて 
來た時に、大抵〇挝族 in] t : 於いて！ riir 平等は、その依式の法に维じて、彼妳はその村の背^を如何にも a 知らぬも 
の、如く.就中 m 親には顏馴染でないかの如く振！！ふこ im なつてゐるのである。彼等は0分の劣を忘れ、自分 (Drn 
親の家を認識せず、總ての事$:新たに敎へられねばならないことになつてゐる" 

近親蟲的空想や顚逮の克服 iT 原始人! 11 J に於いては、思私期の依式に依つて吏持せられ、また强行せられる。この 
依式 1 C 於いては何ょりもまづ去勢へ0>威赫又はその象徴的贸施が、砬も屢々割禮と云ふ形式で效果を跺げんとする。 
割禮をしない場合には、それの代衍となるべき種々の行爲がな5れる。例へば一つの爪を yl 拔 S た0、流血を兄るま 
で攻擊したり•流血を見ないまでも^めた〇するのである。カトリ"ク敎の堅信式に横 IM を殿つたり" K イツの垛校 
に於いて卒業試驗を苛酷にしたりすることは•やはり思#期儀式のそ S 後の變形であると兒傚さなければならない。 
fi てとれ等の攻擊的行動•殊にそ〇威赫は、思#期に入つて再燃して來た H ディ’ホス•コムブレタスを新たに•出來 
るだけ窮極效妣的に抑制するには■根祇的に役立つであらう。 . ♦ 

三、思春期に於ける神經症の原因 

思辦期に於ける性心现的現象0多くは、幼兒性感の時代に旣に觀察し得たと C ろの諸現象の再燃であり復活である 
黹神分析蜞ょ pi ?: る思#期9特熨 



と云ふことを■我々は知つたのである。思蒞期諸現象0他の一部分はこ0 : w 燬への反應と認められるのである。併し 
ながら今や我々は思称期に於ける一つ0性心现的現象を指摘し、明臌 1 C しなければならない〇それは實際に、一つの 
新しいものとして思恭期に撥頭し來るものだからである〇それは菇極快感 ( EI ) の現象である。性的所產の射 
出と云ふことに1殊にそれが性行爲に伴ふ場合には、凡そ經驗し得べき^商の怏感が附隨してゐる〇この窮極快感又、 
は滿足快感の現象あつて、始めて男根は性的經驗〇中心となり•そこが完全な意味に於いて生織帶域となり.他の一 
切の性的帶域はこれに從厠するとと i なる。性感がこの窺極的な發展目標を獲捋する以前に於けるあらゆる性的體驗 
は•換言すれば早期幼兒的な性的體驗は、豫備怏ぎとしての性格を具へてるる 0 .つまり、性器以外の諸帶域に於ける 
種々の活動は一つ0)#尚の上昇への傾向5:持つてゐないのである。男根期以前の性的過程は"成熟後の扔极的性的 fl § 
驗に於いて示される如き激しい緊張性を共へてゐないのである0從つてそれだけに殊にかの無上0、最髙の、快感的 
弛緩が缺けてゐろのである。成人の成熟した性感に於いては、男根の緊張は恍 m ? A ^ i を經て弛緩の水平狀態へと落霜い 
て行くのである。 ：. 

思卷期なるものは、稂柢的には、一00特殊人 rr{] 的發展の一现象であると、我々は知つてゐる〇然るに神經症 
もまた人問にのみ見られる现象であるとされてゐるのだから、思弈期と神經症と云ふ二つの堪ら人間的な現象に就い 
て，そこに何か根本的な關係があろのでないかと Q 疑問が起きて來る〇が.そこにさう云ふ關係を見出すことは容易 
でない。フロィドはその「魅制論』の中で、神經症を惹起せしめる三つの原因を擧げてゐる。第一は、生物學的原因 
で"人間の子供は長い間か i つて育てられ、その問彼等は全く無力で、庇護#に完全に依惩してゐると云ふことであ 
る。 m 二は種族發達史的原 lii であつて、これと思祢期とは密接な關係にある〇潸在期を中に狭んで幼兒期と思春期と 
の二期 fc 性的開花が分れて發すると云ふことは、人問が神經病に鞴る原因の I つである〇動物は sj の開花期に於い 
てそのま X 性的に成熟して了ふのであるが•人 lal はさうは行かぬので，その裰靴な る 性心现過程に依つて エネ ルギー 
を消#すろこと頗る冬大なものがあるためであらう。肉體が漸次に發 W して行き' 思漭期に入つて性的驳 S が成熟し 







て行くことが、やはり心理方®!の性過程にも激しい新赍_の條件となるならば"思辂期の性心理はやはりその對象禳 
綿を幼兒期の原型に準據するやうになることは常然で•か\る现獗を我等は旣に思辦期に於けるエディ•ホス•コムプ 
レクスの役活と呼んで K 及しておいたのである。併しながら幼兕期に於いては、エディポス • n ムブレクスの纈祁、 
並びにその极柢に横は0それに伴うて也ずる本能力は、共に抑肥を被る〇何となれば、それ等は莊だ危險なものと d 
我に依つ T 感ぜられるからである。思相期に於ける性的活励も同様の述命にあつて•幼兒期の M 型に引き寄せられ 
て、種々雜多な方逾に於いて•抑贴に附せられる〇そこで •(:! 然、性の门山なる仲^0てれこそは思^期に於いて望ま 
しきものであるの 1 C ) は般も JR 大な危險に ill 而する。幼兒期に於ける性感の前期又 I-± ¥rol WJ 花が抑则せられねばなら 
&いと云ふこと.また思作期に於ける性の笊二期！一花が無盘識の砹型の触力を也服するの力 1C 乏しいと云ふこと■こ 
れ等二^こそは神經 I 5 i の Ji ;( lsl として Jli : も胜接的に把掘し将べきものである。このやうに、思亦期は成人の神^ M ^ •叫 
と Kf 描的な因梨關係にあるのである。般後に?)1:三教の M 因は、 7 D イドが布言及 t ! f 中に說いてゐるところに依ると， 
心刻的裝 mu ' l の不完全と云ふことである。就中"心现製 W が^我、 HK 、 超21我の三^に分裂し T ゐることである。こ 
れ练三涔がそれぞれに自己の生張を立て i 對峙し，神經的思考作 IIJ 内に分裂^腿が生ずるためである 

それ故に、性感發展に於ける二期開花は、フロイドに依つて、神經症の秫族發連史的股四と^付けられてゐる。何 
となれば、ハンガリーの天才的精神分析斟漭フ，レンチ I の唱逍に遊く一つの精神分析學的學說に從へば、この種族 
發達史的原因と思辦期現象とは人類の心现的柄命に對して、必然的關係あるもの、如く想宛せられるからである。こ 
の^ m によれば、人 n . n の性的發 M が中途にして杜絕し"そこに潜在期を^ず S 0) は"人類が過去に於いて氷河時代 
(一度にせよ或はそれ以上にせよ、何れにしても)に遭遇し、その歸結又は靈が人類の生现心现的發 M の上に及ぼ 
されてゐるのである。この災厄のために人類はその本能を放桀し-木能から由來する4ネルギーを以て、 ffl 難となつ 
た外的環境に於ける自己保存の用に供するべく餘儀なくされたのであつた。人類が火を支配し利用するやうになつた 
と云ふことは、このやうに變化した外的條#に强制せられて己むなく踏み出した第一步として"恐らく文明^行爲の 
粘神分析^よ y 見?: SM 春期 q 特熨 
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iii も m 大なものであつた〇フロイドはその著 r 文明と不滿』(拙課！ r 社會.宗敎.文明 j の内)の中で*恐らく如何なる 
木能への强制からしてこのやうな文化的行爲が生じて來たかを論證せんとした。で、游在期に於いて本能の禁壓と文 
明的發 M への强制と云ふ事が爲されるのは、嘗て宇帘的影盤が人類の過去 ic 及んだことの反很である。併しながら思 
辞期は、そのために新たな本能的發展が、適度な氣候の W 來に依つて復活> i せられるやうになつたも S , だと兄傲 
される0 

ar 本誌笫こ卷笫七陂及笫八誠所載、フュレンチ—原箸、高 7k 力 太郎譯「受胎及び性交の生物分析 j 參照。 

四、結 論 . ： 

右に論述して來たところに依つて恐らく明かになつたであらうと思ふのであるが、思#期の心理的態度は幼兒性感 
への分析的洞察に依つて始めて1&深刻&、滿足0行く如き理解を持ち得るやうになつたのであ0。思薛期に特殊な 
性心脚•現欺として H デ"ポス， n ムブ V クスの復活#燃すること•その幼兒的經驗の反復せられること*なぞを知る 
ことに依0我々は、敎育上、又は治療上で、思帟期〇靑年をょ P ょく理解し且つ取扱ふことが出来るやうになるので 
$>る。 

以上は、4イン0分析學苕リヒャード•ステルバ氏0論文『思^期問 fsm 關するフロイド說』(獨文『精神分析敎育 
雜誌 J 1九三孔年第五•六册)に準據し、處々私 5 i を加へたものである。&ぼこの問越に關する7ロイドの文獻とし 
ては次の數稀を擧げることが出來る。 

一、『性説に關する三論文 J 0內第三論文「思春期に於ける性感の變化」——邦譯あ0 

一 r r 幼兒の男根 m 織」—邦譯なし 

三、 『精神分析入門』第甘一臶 「 y ビド—發展と性組織」—「邦譯あ P 

四、 『禁训と症候と不安と』 I 邦譯あり 完"^ 
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, 土 屋秋實 

人生 5: 子供の時代と大人 0 時代とに大別すると、赍年期は丁庶その中問の過波期 1C 常つてゐる〇それで W 年期に 
は•社 侍 的に も、 肉體的にも、また心珊的にも子供の世界と大人の lit 见 i が交鉛する。 そして 詩人竹學背の キヱ ルヶ 
コ—ルが「大人は少年の夢を r £ 現するものである。人はその實例を スウィフトに i " i る〇彼はその少年時代に ^ 狂院を 
建てその成年に至つて自らその中に收容された。」「幼時は何か〇それは夢だ。夢の中味は戀だ〇」と言つてゐる铋に、 
子供の時代は靈期 Qf -8 求めてゆく飢赢垚1で t 、 大人 Q 時代は子供 Q 時薦した麥を 
筲現してゆくための飢と戀との世界であるが-その中 faj にある 1 ? 年期は社#的にも-肉體的 にも-また 心理的に も 夢 
と 現實 ，無意識界と意識界とが激しく 衝突し T 極度に動搐する時代である0 - • 

ふと夜空を仰げば1有限では あるが 終極の ない 宇 { W 辯證法的に螺旋 狀の 運®)をす る 物質で充滿 したところの W 對 
性の宇 Ttf 的時空2 T その 中に幾百僚とも數知れない恒星が戀人同志の隨の機に煙いて ゐる〇そして この大中街の片隅 
に、北極湿を中心としてその周囡を無數の恒盘が廻轉してゐるところの一つの蜾旋狀粗雲がある0吾々が住む太陽系 
と言ふ小宇宙の中心で ある 太啜は、 北極 湿の周圍 を自轉しつつ 廻轉す る恒 ia の}つでしかない。そして II に そ〇太 ^ 
を中心としてその周圍を八つの遊星(水歷、金0^地球、火显、木溫、土溫，天王基、海 3*祺)が自轉しつつ廻轉し 
てゐる。 その 遊星の一つで ある 吾々の地球！そ Q 地球上の力學的世界、物现學的世# •化學的世界、生物學的世界！ 
宵年期0硏究 
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その作物學的世 界の 中に人 lia 界が ある。そしてこれ等地上の物質を形成して ゐる 窮極 0 も© は M 子で ある。 その原子 
は、恰も太陽系を模倣するかの樣に、原子核を中心としてその周11を多數 の JCL レクトロンが fll 轉しつつ迥轉して ゐ 
る〇かょぅに考ヘてくると、人の一牛を支配する搖籃期の夢の底には、深い宇宙的な夢がある樣&氣がする。恐らく 
戀人同志 tr 相互に對手の隨の中に M の瞬きを感じるのではあるまいか。卽ち、太陽の光明と北極 M © 寂滅とを* 生 
と死とを、そして戀と飢とを。 • 

地球は今日迄に八千万年以上の歷史を經過したと言はれてゐる。そして地質學者は、とれを無生岩(八千萬年前から 
六千翦年前まで)，前生岩(三千六 ff 萬年前まで)、初期- Trrl 生沿(二千六百 K 年前まで)、後期 l f i 注岩(■.一千四百萬年前 
まで/中生岩(四百萬年前まで y 新生耑(現代まで)の六時代に分類してゐる。無生岩時代には，まだ地球が赤熱の 
狀態にあつたので、生物は生棲してゐなかつたらしいとされて s > る。 生物が始めて生樓し出した0は前生岩の時代か 
らで、この頃の生物は下等 fe 植物である海藻類や悔屮に模んでゐる幼蟲であつた。初期古生岩時代になると、前ょり 
もその形環大きい襲類動■ニニ謹、海綿、くら sif た。これら P 励植物はすべて海中に 生 棲 
して 居り、 陸上には一 步も上 つて來なかつた。-たが後期古生沿時代に& ると， 海中及び海岸線に添ふた水の ある 處 
に*水陴兩梭の魚類に似た動物、 M 蟲，蜘蛛、蜡蛉の類が發達し出した。中生岩時代には，爬蟲類のゲ n テスタで大 
きな動物が地上を横行してゐた。そしてこの ri は、哺乳動物はその發迮の初期にあつたので"眾孔、有袋の如き原始 
動物や•樹と#椎と M とのみで出來上つた B 類の祖先が生樓し始めた 1 C 過ぎなかつた。次の新生岩時代には、哺乳動 
物が發逵し.植物樹木の類が繁茂してゐた。そして八千萬年に渡る地球の蔣史上には、氷河時代が四度製來してゐ 
るゥ第一期氷河時代は當時常 S : の氣候だつたらぅと想像されス古生耑時代に^來したが' 常時の绝物はまだ海中から 
一^も離れずに海中及び海焊線にのみ生活してゐる原始動物であつたため"氷■雪が^:物に及ぼした影#は餘り大きく 
なかつたらしい。第一期氷河時代が過ぎると、常哀の氣候が5ひ地上を訪れた。そしてこの常瓦0氣腚が一萬年も續 
いた顷に第二期氷河時代が駿來して、生物といふ华物が殆んど絕滅されてしまつた。そして怪奇な爬過類だけがのこ 




IS 


0た。次の笫1一一期氷河時代は中生错時代に襲來した。この寒^ 1 C よつて Jm 蟲類は金滅し、ただ a 類，哺乳類 o - みが雄 
存して進化して行つた。新生思時代にはマンモス•マストドン、非の他大形の哺乳動物 v 抑力の低い嗯人嵇が生存し 
てゐたが"やがて第 四 期氷河時代が腿來して、マンモ K も W 人 も 氷奪の中に死滅してしまつた。これらの氷河時代が 
製來したため、生物は相 3£ の生存競華の動力によつて自然淘汰 S れて人類にまで進化して行つ た。 第 四期 氷河時代に 
W 人類(黑猫々，大腿々、ゴリラ2は洞痛内に生植し、火を用ひて爽'价と外敵とを防ぎ、植物の歌，野牛.馴； 
熊、馬の類を常食としてゐた。次の原人類の時代には石で水を飲む器が作られ、その石器が次第に迆步して石で作つ 
た输.奴■鏃の様な戰闘川の武器が现れた。その次に，今から三千部乃至五千年の贲に始めて眞正人|10(ホモ：サピ 
ヱンス)が M 族發展の結站として出現した。 

かよぅな極めて長年月に波る稀族發展史は，精子が卵子に侵入することによつて受胎せる倘腊が、胎内でその生提 
を遂げる際に非常な高速度で反復再現される。そして個®が胎内におけるその發展を完成し，せまい腔道を通つて胎 
外に排出される際に、曙人類乃至服人類が氷河時代に緙驗した苦痛が高速度で反復再現される〇誕生の際に經驗する 
この苦痛は，心现的&「出糜外傷」として腦の神經細胞を「條件」忖ける0そしてこれが後年、侗人發@史上及び社 
會發展史上に「條件反射」されて神經症が發生する〇誕生によつてこの世に m れた獨立の個人としての赤ん坊は、歷 
史上の眞正人問に相當する。 ■ • * 

人類の 生活は， 蟥や蜜矸の 生活と同じ様に， 一つの集團 生活を構成して ゐ る。 だが 同じく集園生活であつても、 前 
漭の それと 後教© それとの rln には 雪泥の 差 哉が 存在する。卽ち 人類の 生活にあつては、個人と社僉との問に， (1) 刚 
奔は扣互に獨立の生活意志をもつてゐる"(2)雨容は相5:に密接に關聯し合つてゐる'(3〕個人は社會を鞲成する 
基礎的な單位 であり， 社會は その 基礎の 上に 形成された 超俩 人的な.建築物で ある、 と 言 ふ搽な三つの 關係が存在す 
る。 しかし蟥や蜜 蛘の生活にあつては、侗體の m なる 集合が集團であつて、 M 者の問に獨立性が なく、 兩者は融へ 口し 
て 一つの ものとなつてゐる。それ故に吾々が 人 nil の歷史について#へる場合には、それを個人發展史 と 社#發展史と 
赀¥期の硏究 
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に分けて^察する必要がある。そしてこの兩者が相互に規定し合つてゐるものたることは勿論である。侗人發 M 史を 
S さゝ か肆意的ながら •(1) 乳兒期(口唇性感支配期)， (2) 幼兒期(肛門、尿道性感支配期)， (3) 幼年期及び 
(4)叻年期(部分性感の潜在發展期 y (5}带年期(轉換期)、 ( G ) 壯年期(性器統栽期 y (8) 老年期の七段階 
に R 分し、次に社命發捉史を、 (1) 無階級的蒙眯社#、 0 ) 前階級的野斷社會、 (3) 階級的十 U 代社會及び (4) 階 
級的中世封建主義社# _ ( 5 ) 階級的現代资本主義社钶 • (G) 階級的協同社 # 、 (7) 無階級的協 tn] 社會の七段階に 
碑分すれば，この二つの系統における各々の發展段階は同じ操な性質をもつてゐるノそして、胎内における f « l 體發展 
史が糨族發展史の高速度の反復再現である樣に"個人發展臾は社會發展史を蔺速度で反復再現す る。 人 ilfl の粘神もこ 
の様な種族的=個®的、社#的 U 個人的發 M 史に沿ふて發達する。そしてこの人 [ al の精神を具體的に認識するために 
は、義學的見地と社會學的見地とを綜合して觀察する必要がある。人問の精 f (1) 個體保存本能的，經濟叫 
階級的ロゴスノ (2) 稀族保#本能的、家族的■民族的バトス、(3〕 H ゴ， (4) イデ—の四渚に M 分し、これらを樹 
木に例' て說 明すると" (1) と (2 〕とは 樹木の极であり" (3) はその斡であ (4) はその枝葉である。樹木 
は 大地に深くその根を下ろして榮键分を吸收し、强靱な幹で地上に高く仲び上り、乘軟な枝葉を大空いつばいに打擴 
げ、太陽の光と熱とを求めて「天」にあこがれゆく。人間の精神も樹木と同じ様な性質をもつてゐる。フロィドの用 
H?fu ^ /*H 、 ( 1 ) と(2〕とは H スの區剠に屬 し . (3) は自我の區蒯に•そして (4) は超自我の區割に a する。 

H スは糈神の极であり"自我はその榦であり"超自我はその枝葉である。この樣な人 1 UJ 粘神がイデォロギ I 化？れる 
と、 (1) は科學となり、 (2) は藝術となり、 (3) は生活意志の規範としての道德となり、 (4) は1?學となる。そ 
してこの人間精神が社會生活に發勋すると， (1) は經濟生活となり • (2) は衆族生活となり、 (3) は政治生活と 
なり， (4) は文化生活となる。人間 M 神のこれら四つの部分が相互に關聯し合つてゐることは勿論である。そして 
生活と精神とは相互に不卽不離の關係にあることは衆知の事赏だが、前容が後盏の基礎であることも亦事杈である。 
M 族發 M 史が僴體發 M 史上に K 復され"社#發展史が個人發 M 史上に洱现されろ樣に、人 llij の一生は一年の中に繰返 
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され，一年は 一 〇〇中に繰返される〇卽ち冬と夜と id 胎生期に相當し*春と朝とは子供の時代に，夏と^とは成人の 
時代に*そして秋と夕とは晚年〇時代に和常する。 ， 

秫族が冰河時代に經驗した心现的苦痛=偶體が誕也の際に經驗する心现的出席外傲は野掰時代=幼见期に反役 T 现 
されゾてれが抑鹏されて牌在的に發展し、贾木ホ義時代"带平期に神び盘識面に現れてくる0それでこの資本主^時 
代=#年期の粘神を研究してみると，その e ゴスは蒙味期乃至野铍期 H 乳 M 期乃至幼 i:VT 儿期の口#的.肛門的、恥 is 的 
部分性感と無意.識 [¥ で結合しをり•パトスは蒙味期乃至野頸期 K 乳兄期乃至幼児期の近親游と無意識面で結合してゐ 
る。そのために、 n ゴスはナルチス的であり、パトスは異性親との愦死®望、间性親への^ m アムビヴレンッ等の性 
質を帶びてゐる。これにょつてィデーや^コも歪んだものとなつてゐる。資本生義時代=#平期には%無窓識而に抑 
m され■てゐたこれらの播籃期の夢が必然的に意識 ffil に飛び出してきて•言語動作となつて坐活上に發视する〇ここに 
夢と現 W との衝突が起る。それ故にこの時代は，歷史上の大轉換期であ大變動期である〇古代人はこれを「世末」 
として宗敎的に m 感してゐたらしい。また或る天文學漭は，現代は第五期氷河時代の初潮だとも言つてゐる〇なぜな 
らば、年々太陽〇黑點が多くなりつつあるからだと言ふのである〇极元に遡れば確かにその樣な影鹎もあるのだと思 
ふ。だが人 fnl は、その科學的な知雜を働かせば%恐らくこの運命的な必然性を克服してそれ5:自山性に轉化してゆく 
ことが出來ると思ふ。 r 衍學莕は世界をいろいろに解釋してきただけだ〇しかし人 ( al にとつては世典を變；史すること 
が眼目であるご ( H ンゲか K ) と言はれてゐる機に1组活に役立たない知識は無 tc 等じいどころか、かへつて有害で 
ある。そして人 iln の生活が他の動物の生活と興なる is は、後奔が母に還境に顺應して生活してゐるに過ぎないのに對 
し、前漪はそれのみならず：-生活容としての自己を意識的に把振しつつ自然的、肉體的-社會的、糈神的諸還境に 
對して精極的に働きかけてそれを變： M し、その必然性を肉 E 1 I 性に轉化してゆく點である0 
資本主雜時代=货竿期と言ふ歷史上の大變動期における人問糖神の特徴は-一方にはナルチス的(肖己色情的)な 
ロゴスがィデ！を占領したのち自らをドグマ化してその峻 M な無上命令にょつて意識面からエゴを抑壓するのと，他 
W 年期の研究 
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方にはユト ー ビァ的 (近親苦との惜死愛的)なパトスが無意！！面から H ゴ ic 捣抗するのとで あり、 その葛藤のために 
エゴは症候を形成して神經症となる。この機な神經症的精神が社會生活及びイデォロギI上に發勖すると，文化生活 
と經濟生活、及び哲學と科斟は抑壓的なドグマ性を帶び 、衆 族生活及び藝術は抵抗的なュト—ピァ性(胎內空想的な 
-1 ヒリズムもその一種だ。) t 帶びるため、兩游の B 藤によつて政治生活及び道徳は症候を形成する樑になる。そこ 
で資本主 a 時代 K 靑年期の粘神の特徴はその神純症にあると考へて差支へない。そして人々がこ0>神經症から解脫す 
るためには、自己 S 無盘識心理を7 a イドの方法に從つて精神分祈するのが敁も能率的な賢い仕方だと言ふことは事 
實が證明する。 

徹歧的な眞人を求めた十九世紀の思想家、マックス•スティルネルは、その著「唯一者とその所有』の中で人生を 
少年 期、 靑 年期、 壯年 期、 老年期に區分し■その各々について「少年はこの世の物に甘んじて、彼が少しづつその物 
の If 後(無:&:識面〕にあるものを把む ことに 成功した程現赏的であつた。靑年はさま^^の思想に鼓吹されて彼の道 
を 歩み、 彼が壯年に なり、 自我的&人問になる迄は抑■想的である。壯年は彼の意の儘に從つて有ゆる物と思想と.に交 
渉する。そして彼の個人的利害を全ての物以上に©く。最後に老年は、自分が老人と&つた時それに就いて話す充分 
な 時がまたあ〇ことであらう L ? と 进3 いてゐる。そして更に少年を古代人と 比較し， 靑年を近代人及び自由人(當時 
の自山截 MQ 意味)と比較して彼の銳い分析的&考察を進めてゐる。彼は人生について次の祓に言ふ"「人問於この 
m ' の光を 瞥 兒する _[[!] から 彼は彼自身を發見 しようとする。 そして彼が自分以外のものと一緖に雜色混合の 中に 動搖 
してゐ る紐亂 から 彼自身を 把持しようとする。 それで"各自がそれ自身^ 守る と同時に"他のものと絕ぇ中衝突する 
様に/Xるから、自己肯记の^爭が避け難くなるのである。勝つか負けるかこの二つ r 1つの間に、關爭の運命が波動 
する のである。勝つた^が殿樣になり、魚けた背が臣下になる Q •た Q 前容が主櫬を 握り， 『至上權一を振ひ"後素が 
恐陆と服從とにおいて『臣下の義務 J を詖すので ある。 しかし兩者は敵 K& る。そして常に機#を待ち望んでゐ る。 
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かれ等は相互の弱點を观つてゐる◦鞭が人間を征服するか人問が鞭5:征服するかであるごそして M に、少年につい 
て彼は次の様に言ふ。 r 少牢時代にお s ては、解放が全ての物の底に徹しようとずる傾向を取る。卽ち物の『背後』に 
あるものを把まうとする。だから我々は佝人の弱點をも侦察する。そして我々は物を破碎することを奸む。隱された 
隅々$:隈なく探し、逍のあちらこちらに避はれてゐるものを精察し、出來る/ C け全て0物に對して色々な£:とを試み 
るのである。我々が一度物の背後にあるものを把む時に.我々は自分 Q 安全を妫える0である〇たとへばそ0鞭が我 
々の執拗に對してあまりに薄：油である事®を捉へ得た時に我々は敁 n 十それを恐れはしない。そしてそれ5:飛り越えて 
しまふのである。その鞭の背後に、それよりも偉きい我々の執拗、我々の不 M な剪斌が立つのである〇我々は次笫に 
かの不 « r 思謎な恐怖を感じてゐた鞭の威力、父の嚴酷な容貌などといふ我々にとつて祌祕幻怪な全て〇物の背後に到 
達する。そして全ての物の W 後に、我々は我々 ( D 沈涪"與氣、我々の反抗力"我々の優勢、我々の征服力等を發見す 
るのである。これまで我々 fo 恐怖と服從とを鼓吹したものの前に"我々は骑早オダ^^と ia かない"我々 ft ® 氣を起 
す、1<土ての物の袈 Rn に我々の剪氣と優越とを發見する〇兩親及び强櫬容の銳い命令の背後5結掉、我々の與氣ある 
選採若しくは我々の槠智に優れた敏捷が立つのである。そして我々が自分向身を感ずるに從つて，これ迄不可抗に思 
はれたものが次第に小さく) i えてくる。そして我々の巧妙、 M 捷、輿； ST 執拗とはなんであるか？心以外の何物で 
あらう！ J 精神分折は、吾々が抑鹏的敎茛〇ために a 失つた少年期の本能的男氣を物の W 後に W 現さして、これを强 
化する技術だと言つてもよい。彼は更に靑年について言ふ。「心とは最初の自己發 iio 名稱であリ‘般初に 神聖な物 
卽ち祌祕&物、幽靈、「天上の諸力 J 等を不神_にするものの名稱である。我々の靑莽の新鮮な感情*この自己の感 
情が今や他物にも服從しな3。世界が不信用に&る。なぜなら我々がそれ以上に&0、我々が心になるからである0 
我々は我々の力の初歩を自然力に對して振ふ樣になる。我々は兩親を一個の自然力と兄做して彼等に服從する〇後に 
我々は言ふ。父母は見捨てられ&ければならない。凡ての自然力は粉碎 5 れるものと見做5れなければな^ ない0皮 
等は 征服せらるべきであると 〇合理的な 卽ち「智的 J な 人間にとつて、| 侃の 自然力と 見做される時に衆族は存在の 
脔年期の硏究 
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理由を失ふのであ6。兩親と兄弟等に對する反逆が現はれ始める。しかし浩しこれ等のも0が智的&、理性的な力と 
して「孙生 J するなら、それは圾 n 十以前の如きものではなくなるのである。そして兩靱ばかりでなく"一般の人 Ilfl が 
W 半 1 C よつて征服される。彼等は W 年にとつて何等の隙窖にもなら fc い、そして無祖されてしまふ。&ぜ&ら今、靑 
年は、人は人間よ b も寧ろ神に服從しなければならないと言ふ。この高い R 地からすべて『地上の J ものが輕蔑すべ 
含遠方に返く。なぜなら檄準が天上のものになるからである。少年期において人は世界の諸法則の抵抗に打勝たなけ 
ればならない鎌に、今では彼が志す金ての物の中 m 、 彼は心' 现性、彼自身の良心などの故障 1 C 出遇ふのである。 
「それは不合现である。非キリスト敎的だ、非愛國的だ j と、この樣に良心が我々に叫ぶ。そして我々を威嚇す名。 
人問が隱れてゐるも© (抑 M されて & S もの)5:眺めてゐる诎は*恐ろしいのは復總：の X ウメニデス女神でも•ボセイ 
ドンの怒りでも、神のそれでも-又は火の罰鞭でもない〇だが恐ろしひのは良心ハ超自我)の醪である。我々は今- 
我々の思想を追つかける。そして我々が以前兩親や人間の命令に從つた樣に思0の命令に從ふ。我力の行爲の過程 
は•少年期においてそれが我々の兩親の命令によつて決定せられた様に、我々の思想(觀念、槪念、信仰)によつて 
決定せられる。すべてそれ等に對して、我々は少年の時旣に考へてゐたのである。ただ我々の思想に肉がついてゐな 
かつたのみである。#年は智的でない全ての物を r 外而的なもの』といふ侮蔑的な名稱の下に總括する。それにも拘 
らず，若し常年が最もッマラナィ外面的的なもの(例へば學生俱樂部の習 m その他の諸形式)に拘泥するなら，それ 
け彼がそれ等の物の中に精神を發兒するからである◦そしてその時それ等の物は背年にとつて象微(性的)の役目を 
猢めるのである"_分が全ての物の级面に自己を發兑し-そしてそれを心として發見する様に自分は後に至つて思想 
の背後に自己* V 發圮しなければならない。卽ち、思想の創造激蒞しくは所存者としてである。精神時代において、思 
想は自分の頭をそれ等が乘り越える迄生長した。しかしその思想といふものも元來頭から注れた子供なのである。そ 
れ等が内分の闲圍に VI よぅて發病の幻影の搽に自分を痙. ¥ e した恐ろしい力である。それ等の思想は彼窖自身の爲 
めに具體的になり、神、皇帝、口 —マ法王、祖一:などといふ探な幽靈になつた。そのために、たつた今精神として自 
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分自身一 v 發 a した自分はスゲ又自分〇ものではなく天上のものとして完全な精神の前に叩頭して自己を失ひ"自分0 
空 Li か感する様になるのである L -° 次にスティルネルは壯年について言つてゐる。「壯年は彼がこの世界をあるがま 
まに a るといふ點で W 苹から两別される。彼は、 1! f 年の樣に至る處においてその誤謬を發 a し、彼0理想に從つてそ 
れを改#しようとは欲しない。人 [ a ] はこの世と交涉するには自己の31想によらず、自己の利番觀念に從はなければな 
らな S と5ふ ii 解が確立される。人が彼の^體的自己を以て戀に潘ち" J 1 IL あり肉ある生ける人問として彼自身のうち 
に快樂を取る e になる迄は、個人的な或は m 我的な利傳觀念を持たない。我々が人 li [ j にかくの如きものを發见するの 
は壯年においてのみである〇それは m に我々の精神の利益のみではなく、全體の滿足•全人の滿足、利己的のインテ 
レヴセである。試みに符苹と壯ハヰとを較べて _ u よ。そして壯年が一踣頑固に、よ0少く寬大に、利己的に兄えないで 
あらうかを見よ。だから lh 年は W 年より惡いのか？否と-汝は言ふ。彼はただ一庇確かになつたのだ。若しくは君 
がまださう言ふ様に一屉锼利的になつたのだ。だが、主要な點は壯年が赀年よりも 1 M 彼肖身を中心とすることであ 
る。费年は神、祖_などといふ外物に抒惑されるのである。だから壯年は第二の自己發兒を示す JO 靑年は精神として 
彼自身を發 ii して、押び一般の精神、完金な神聖な精神•人間、人類等卽ち全ての现想中に彼自身を炎つてしまつた 
のである。しかし壯年は彼^身を具體的精神として發 ii するのである。」そしてステ'^ルネルは烺後に「自分は自分の 
力の所^人である。それは自分が自分自身を無二として知る時にのみさうであ0、唯一若において所祺人彼自身に彼 
の創造的虛無 (ナル チス的 なイデ T 卽ち r グ r が無い純梓の削造で 、 If ヒ y ズムの 窓味で Itri い 〇) に歸る。 そこから 彼が生 
れて來る。肉分以上の〗切の木質は、それが神であれ、人問であれ，悉く自己の唯一性の感情を薄弱にする。そして 
それはこの自赀の太陽0前[«のみ芥白くなる。自分が唯一昔たる自分自身の爲めに自らを干與するならぱ、その時、 
内分の干與はその刹那に變る。具體的創造容の上に安111し，創造若は彼自らを消我して、自分は『風物は己にとつて 
無だ J と K ひ^ る。 J と 主張し、「如何なる自的に向つて現代が進む可きかとい ふこと について、最後に一言を^すな 
らば、意志なき學術を必然的に沒落せしめて、意識的な意志を發達させる。£:の意志は自山な個人の太陽の輝きの屮 
W 年期の研究 
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定價二 Ini •邨税十二錢 


m 版に際〇新に 「rx トイエフスキー論 j 』添へて 
內猙愈々整備"十簡の論文衧興深し。抑圃铿窗。 

宛«1阏九十鈸•郵我十一一錢 


に自らを完成する。卽ち、およそ次の如くにして得られる。知識は死なねばならぬ。意志として復活する爲に。そし 
て自由なる個人として%日新たに自己を創造する爲に0 J C 蕤術と东敎 ) と解說してゐる。 

人生の各時代における精神を別の言葉で表現すると"少年は「鳴かざれば鳴くまで待たぅほととぎす」ハ家跟)の 
精神が赀通であり•靑年は•「嗚かざれば殺してしまへぼととぎす」(光秀〕の精神をもち"壯年は「嗚かざれば鳴かし 
てみせぅほとと r す Ji 吉)の精神であり、老年は「鳴かざれば鳴かずともよしほととぎす」の精神となろと思ふ。 
また臨濟の言葉を借用して言ふと、少年は奪人不瘅境，靑年は奪境不奪人、壯年は人境俱恋、そして老年は人境供不 
敷である。これらは循環しつつ螺旋狀の運動をなすところの一つの過程で、その問に慣値〇高下は少しもない。この 
世#は畢党，大きく言へば"すべてが螺旋狀の運動をなす太陽茶の中にあるのであり"小さく言へば"太陽系の子公 
みたいな原子によつて構成されてゐるのだから' 無機物でも，生物でも，社會でも•また精神でも、すべて「地上」 
のものは皆螺旋狀の運動をなして發展し消滅する。この樣な「地上」に生活するために若し道德といふ如きもの力あ 
るならば、それは恐らく次の樣なものではないか。 

「兩邊に Ff ! すること勿れ。中道に執すること勿れ。(執すれば兩邊に Eg す。)空忍に住すること勿れ 。」 D 兀〕 

(十一•十一 • 1一十五) 
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スタンリ 1 •ホ 1 ルの『田心春期硏究』 


塚畸茂明 

一、 スタン y 丨 .ホ 丨 ，とそ CD 學說 

北米合衆國マサチ"*セッッ州ウスタI市クラ—ク大學總提にして心1 T 學及び敎育學の敎授ジ3ン_ K タンリ—•ホ 
f ル博士 (crbauley Hall) は W 年心理學の權威として、又同大學创立卄週年記念講演#に7 n ィド及びユングを招 
待し.その結梁アメ 9力に於て精神分析^を一般化せしめた斯學の恩人として、我々分析學徒にとつては親しみの深 
い學贵のI人に fe つてゐる。彼はハーパート•スベンサ—の影趣を；分に受け繼いだものと a えて•その心现學說中 
盛んに進化論を取入れてゐる。その爲に自身で蹶逐せねばならぬと言つてゐる「ィズムに囚はれた a 辦 J の中へ EH ち 
てゐる所があるかも知れないが、その著作「思春期』 iscencss^ は靑年心现研究の指針と してその 貢獻す 
る所は少くない。 

彼が心理學と進化論の融合を試み、此れに發達的 心理 學なる名稱を附 してゐ る" そして 此の試みには四つの陴碍が 
存し 、それ 等を克服する事なしには心理學の發逵は望まれない と 言つ t ゐ る。 そ0 四つの障碍と言 ふのは、次の如き 
である。 

第一、古代及び現代の赞學的、祌學的思想にょる先入觀の爲め新說が受け人れられないこと。 

スタンリー•ホールの 「思^期硏究」 



22 


第二、肉體と槠神を對立させ‘て•そ 0113 の密接な關係を認めないこと。 

第三、 定義し.分類することに薄念し、型に入れた一定のィズム(論 若く は說)に囚はれること。 

第四、野發人、不具者、犯罪人、發狂者■動物、兒宽等の生活は地 n 通！！化した成人の生活と距ること遠く*その斫 
究が疎かにされてゐること。 • 

然し野蠻人や精神的不具漭小兒韩は心理的に未發達なものであり、成人の心现を 3® 解し ょぅとす るには、先づ朱發 
達な ものに 就ての充分な硏究が必要である。又肉體と耥神とは 別々に％へらるべき ではなく，常に此の兩者は同時に 
考虛せ られね ばならない。以下* スタン 9—，ホ ー ルの著「思辂期 j の槪略に ついて 述べる ことにする。 

二、思恭期に於ける身體的發達 

先づ思辦期の心理を斫究するに當つては、第一にその身腊的發達に就いて知るところがなければならない。今その 
發達狀態に關する統計に依つて確定した事®を简條書きにすると.次の樣になる。 

一、 春機發動期前に於て身畏.體重は著しく增加する。(十四•五才) 

二•女子の方 id 此の急速な發達が男子ょり一*一年早い。(十二•三才) 

三、 此の急速な發達の以前に稍減少した發達期がある〇 ( 八■九•十.十一才) 

四、 十八•九才 s 身長の發達賴いて體 iri の發達が後々に不規則に減少する。 

更に此れを身體各部に分けて調べて見ると- 

(巾)骨骼卩苟舒動物に於ては個體發生に於ても.種族發生に於ても先づ艰一に顯はれるものは中軸茶統で，胎生 
第ーヶ /' IE に旣に是を認める事が出來る。化骨の初まるのが胎生第三ヶ月 E で、成^に於ては誕生時の二十六倍の® 
#5:萌する様 ic なる。 

(乙)筋肉"#個人の筋肉の發達に就いては正確なことは不明だと言ふ。八才の頃には舫肉の m さは體 m の一一七， 
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二巧十五才の頃には三二•六^、十六才の ® には四四* hv 二十六才の頃には四五巧以後次妬に此の割合は減 
少して行く。 

CN ) 心臟-时管 H 小兒期から砟機發励期に達する迄の in ] は心臟の大きさと血管 s 横斷而と 0 IIH に存る關係に於て 
その削介は心臟の方が小さく、成人では此の關係が逆になり血管の方が小さくなる。從って小兒期には心臟〇视動多 
く血 m 低く、成人は m 動少くな〇血 M は高くなる。血液は初也兒にて體犯の十九分の一、成人にて十三分の r 又は 
十四分の一であろ。海機發動期に於て心臟は念に大きくなり、血#も增加する。 

(丁) ll - li 臟"肺臟の ma は老年に茧るまでも發逹を續けるが、肺活飛は十六才の頃伋も速かに％加する。呼吸救は 
嬰兒にては三十五—四十四、十五才にては十八—二十。 

(戊)腦魈〇腦の诳量は約三倍半に增加し、雅機發励期数年前(十ニー十四才)に锻大 m # i & る。誕生から成人 
に至る PJltc その m 衆は約三倍半になり•秤 ■ om : t は七—八怙に咐加する。疎に诉哔期には腦皮質の各部分を連結す 
る切線繊維 (f glial fibro ) の皸及び^很が增大する。此〇期に於け〇智識の發逵は切線1 g 維の發速^相伴ふもの 
であると考へられる0 

(巳〕皮府及び内部機關=皮碑中に#る附腺を初めとし曝腺 . M 腺•内分泌腺•消化器、生殖器等％ての機能特に顯 
著と&る。 

今まで述べて來た事を再び總括すれば、思辦朋に於ては骨骼、筋肉、循環器系統、呼吸器系統.神緙系統、生航器 
系統、消化器系就の發速殊に念速なる爲め、その發達〇途上にあつて秫々の疾也を惹起することは容易に考へられ 
る。例へば、思春期には神經痛、骨 aw 炎、心臟病-肺結棂消化器病、稲神病、等 1 C 侵されることが少くない。 

三、思春期に於ける精神的發達 

思卷期に於ける身體的發達は不充分ではあるが述べ終へたものとして、次にはその精神的發達に就いて述べる2:と 
スタ V リ•••ホ f ル〇「思春期硏究 j 
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にするひ 

前述の織に身體的發達と精神的發逵とは別個のものであつて、而も切り離して者へる事の出來&いものであり、葱 
志浚示の機關としての筋肉の發逵と精神的發達との關係は殊に m 要視されなければならない V ®女性別による二次的 
變化は贤に此の時期に始まるのである。今までは裸にして後向き it して S けば扔兒女兒の區別 II 雛だつた體格も、男 
子は肩巾廣く胸筋背筋の發1希明となる が、 女子は骨盤大きく子宮筋の發達著しくなり、皮下脂肪•水分に常む樣に 
なる爲め，男子の直線的なのに對して曲線的になつて來る。從つて M 子はその筋の發達に連れて精神的發逵も著明と 
なるに反して•女子は n 十熟ではあるが精神的には小兇期を脫しられない。では、女子が精神的には小兒に近いと云ふ 
なら，小兒は精神的にどんな狀態にあるか述べて見よう。 

フィァォルト氏の調莸によれば•腦の m :: 並は誕生の初年に二倍以上に增加すると云ふ。しかし荒を以て直ちにその 
質を云々し得ないとしても’生後ーヶ年間 oIIn に於ける粘神的發達は實に鯓くべきものがある。此の問に於て過去長 
年月を經て現在に至つた人類の古い經驗を W び反復するのである。原人の生活は幼 M の生活と同樣衝動的、反射的、 
本能的であつたらう。そして幼兒は外界の刺戟に對しては全く反應的で、そ0自發運動を祝意運動 1 C 變へる事をしな 
い。彼等は唯手足を無意味に勤かす。そしてあらゆる感贽器を總動 M して外界を-吸收しようとする。今までは無意味 
だつた指の動きも何等かの目的を發见し、その EI 的に適した機能に向つて努力する。自發運動はその努力によつて有 
寂運動に修：止される。努力に努力を m ね漸くにして将た步行も今や服を閉してさへ可能となる。對象を發見する取が 
步行の獲得によつて倍加する。斯うして彼等は幼兒期を卒業する。 

少年期に入ると自我の意識が發達するにつれて自己批判的になつて來て少年等は m 事を向分の尺度で評るやうにな 
る。從つてともすれば自己懲剖的になり過ぎたり、 JH 邪の判斷を謬過度の自信を持つやうにもなる。彼等の祖野 
は朱だに狹い。此れは女子が自己の近遜に對しては實によく觀察し、又その外圍に關する知識の周到 fe のに反して" 
男子の大局的で然もその周1®を理解しないのと、多少差與はあるが，對比される0しかし此の過度の自信も成人土の 
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撥觸に於て崩壊されねばならなくなる & 今や榄倣の時期である。斯うして社交的本能 I-C 順つて上長0前に膝を屈する 
やうに fc る。 

榄 M はま V ごと遊びとなり•或は演劇的傾向となり*空想の ilfc # から一歩一步と現^の世#へ歩み出して來る。自 
己木意から自己批判的 IC & り" ® 後には他人 0 枇評をも将やうと^むやうになる。®己の動作や言語に他人の歡心を 
繫がうとして滑 f ?! を浈する機になる。そして Ifi に迆めば他の嘲笑の料となることを恐れ、己が痴逊を隱蔽しようとす 
る爲に正反^&野卑 fcM 槪を作さぅとするやうにもな〇0以上〇過程は# I 繼いで、或は殆ど同時的に現はれ、^年達 
は大人の世界へ入り込んで來る。 

四、 年少漭の過失、背徳及犯罪 

文明國に於て犯罪統計は悲しむべき取實を示してゐる。それは十ニオより十四才迄の年齡に於てあらゆる種類の犯 
罪及び少年犯罪者の數が到る虛に增加し，而も f 平熟的になつて行く傾叼がある事である。 

少年犯罪0特徴は盜犯の多いことであり-米國少年感化院の處韶原因を千八百九十年0統計に據つて調べて見ろ 
と、竊盜に次いで男女とも赚言及浮浪.兩親に對する不從順が多數を t l r めてゐる。此れは少年が社僉的境遇に順應す 
ることが益 ffi 難になつて行くのを示すもの/ C と云ふ。 

靑庐こなると公漶に關する犯罪は少くなり.身股に關す石犯罪が多くなつて行く。 

しかし犯罪と云つても絕對的 な もので なく、 人爲的に作られた法によつて定められるのであるから，犯罪の硏究は 
狹ぃ見 也からな？る »J きではないと言つ て、 人類史との比較をスタンリ I ■ホ—ルは試みてゐる。 
例へば少年の浮浪性に就いては水荜を追つて放浪した遊收の時代を、作鸪の木能は原人11:見るものの隔佌逍傅を關係 
づけようと努めてゐ る。 ， 

小兒$の虛言は II 像の餘りに出るものであつて惡意は#しないのであるが、又野^人が憎惡する敵に對して虛僞を 
スタンリー.ホールの「思赛期硏究」 
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話すのを正當の事と思つてゐるのと竦しく，小兒にも個人的好惡の念にょつて眞贲なろ觀念に大きな興同が生ずのだ 
と云ふ。音年期になれば偷僞に陷る* CO を 避け、 虛言に對する一種の恐怖心を抱いて頻に「あらず」「恐らくは」「と思 
ふ」といふ類の語を用ひるやうになる。 

竊盜の行爲は所有櫬の何なるかを知らない所にその原因があるので、朱だ私有財產なる精微な觀念のなかつた時代 
に その根柢を ^ するのだと。少年達は盜賊隊、悔賊•漁，獵供樂部を組織して、食料，電線、木竿基を窃み步いて洞穴 
や淼林中に隱匿したり’同上の內容を持つた傅記物語を M むことを好む。マーク•トヱーンの『トム•ソ—ャ IJ や 
シルレルの『群盜 J もこの類であらう。此種の掠薄的齊惯は無邪氣なものと者へて可なりで、十代の初になれば自然 
消失す る。 又不良少年 M を組織して容易に解散しないものも少くない。 

放火犯人特に放火狂型のものは通常贸年に多い。化學現象の中で火くらゐ人を魅するものは なく、 その麻醉的 ，仙 
眠的な刺戟が放火の動機となるのであらう。 

软酒の 習惯を 得るのは二十ニオ以 前で、 學校生活を卒へ 、社 #に出て年長者と交際する樣 になつ てからで ある。 身 
心の發逵その度に達した背年期に於て は、 平凡，冗長、煩瑣を嫌 ひ、 感情の强烈•感錄の新奇を要求して、その結果 
傚酒を好む様になるのである。 サミ" 丨ル ソン 氏に依れ. ば、 何れの阈に於てもその文化の最高の段階に達する迄は盛 
に飲酒が行はれたものであると。 

資淫の罪惡を犯すのは淺薄で一:浮な m 榮心、努力と努働との嫌•您、不良なる衆庭、早熟的 It 慾等にその原因を歸さう 
とするのが一般であるが、資淫を行ふ樣な女でもその不搜&情人に熱烈な愛蒞を爲し*その友人に對しては JE 直且眞 
率で、名#の觀念を持ち、小兒 •©) 物に對し X 極度の同情愛憐の念を 示し、 その或る荠は烈しい宗敎心を有し、棄去 
つた家庭•兩親、 S 己の幼時の问想に對して優しい情紐を布する羾过0存するところから a れば、取に婦人の性質、 
现在狀態のみの硏究にては解明出來#な S であらうと。此處に於ても十！ ■! 昔の社^に關する池化論的研究 {: 待たなけれ 
ばならないだらうと云つてゐる。 


自殺の數の般も多い 0 は各國とも 13 通四十才加ら五十才の Ilf ] であるが"般近は少 _ 自紋潑が漸次增加〇傾向が あ 
る 。少年自殺は幾細な KC 因 或は突然起つた首目的衝動から、又は模倣 ( C より、復仇の手段として行はれる〇げ年期に 
なれば空想の崩壊、愛情が 原因と なる靡が多いが•赞雖的自殺は少い。通常 m 子の®殺 游數は女子のに比較して遙に 
多いが、十五才から二十才にかけて女子の方が比較的多くなる。此れは 滞響 動が 女子ではその期短く•擧 より 急 
激な變 f 感玄爲で— うと。 かうした農 Qf 生ずると S 經驗 tr ■期 y 於て f も一度 f ず f こと 
で、從來專ら袅中心的だつた小兄1活が S 期よ矣跫他人 ssf 2 _猛ら|して自我を 抑如 
する爲め、 M に一轉すれば極端な自我滅却の雖に出 るやうな 結 - m になる0であらう と 0 

五、靑年期の性的發達と愛情 

带年期に±1皮®が幾分無感踞にな！'〇爲か，特殊の皮膊$感览を要求するためかは決定し将ないが、兎に角皮膊に異 
犯の^既が生じて來る。此の期には皮碑の脂肪の分泌が慕しくなるため皮膊疾患に稲ること多く-特に顏 Ifn に生じた 
ふきでもの類を除去す5快を得ようとして盛に搔き•抓み，針を以て刺し.擦 P •削り葬する。此ふした習 tff が性器 
吖に现は.れる時は手淫の惡贺を生むことになる。手淫の原因は1)1|なものではなく*その誘因をなすも0も少くない 
が"健康で證佳§兒5りは a 弱で神經質な兒1£の方が此の惡習に染み易い。 

性に關する兒篮の感受力は極めて銳敏であると云ふことは科學も附親も未だ设認しようとしないが' 極めて愼取な 
法意が拂はれねばならない〇手淫®惡影響は此の惡習の增長せられるところにあ P 、 その結雄として癌犖，撕蒯•動 
.倭•神經衰弱、蹴狂等の m 大な精神及神經的疾忠を惹き起す。道德上に於ては手淫の惡行は秘密を要し、秘密は虛 
飾.僞 #" 虛言の^癖を誘知し、卑^怯懦*我欲の念はその度を加へて•博愛' 慈#等の念は空となり、精神的薄 
弱奔となつてしまふ。又此の惡習から脫せられない時は.自暴自棄となつて自殺する靑年の數も少くない〇なほ去勢 
が癲-;一の發作を輕減する事は大體疑ひない事 W であると云ふ。 

スタ V 31 •ホールの「思莽期硏究 J , 
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靑年期に於ては新陳代謝速かに發汙、皮脂腺その他の分泌盛なる爲め"體奥は殊に强くなり•他性の與鈒を M 戟す 
る。此の期には现鉛的&刺戟を盛に求め、花奔の芳 番、 番 水、 毛髮 、衣服、 紙等その香氣を愛する。ァルサゥス氏に 
依れば、嗅宫の第 一 の職分は生殖作用の補助に あると 云ふが、宗敎的儀式の中に用ひられる薫寄の暗示性と比較して 
，考へ ると 面白いと思ふ。 

人問に於ては動物ょり哚赀の方は寧ろ la 步して行く が、 此れの補ひをなして迆步したものは色烧であ らう。 又倍覺 
と同樣に聽锶も又戀愛空想の仲介となる。斯うしてル ード キッヒ氏の言ふ如く"靑年期の數年 ral は、 精神過瑕の九分 
は性及び廣遜の性的官能に集中す ると# へられ得る。 

個人的 S 愛 S 幼稚な Its 往々八才以下1女問に於て旣れ得今此 ssss なもので 
はなく、他人 Q 嘲れ tss 。 八才乃至十二塞5四才 Q 盟於51 藤 S は前 S に i 識的ではな 
く. 相互に筮耻の念を伴つて來 る。 及此の時期の特徴として他性の年長者に對して張烈な愛情？:抱くやうになること 
がある。此の場合年齡の懸隔は十年若しくは 二十 年或はそれ以上のこともある。 

霧發達 S 1 階■響動期— Q で、1が I 倥 f 季 is 却て吾相？ょう參る傾向の— 

0 が特に此の時期の愛情の現はれ方〇特徴である。此れは人類の進歩 tc 大益を與へた十 n 代の習 m が本能として現はれ 
るものであらう。更に進んで最後の段階に達すれば■十分且正茁な意我に於いての愛の時代であつて"精神及び身體 
の成熟時代に®する。 

六、自然に對する W 年期の感情 

货年期に於けろ性對象に對しての#情に就いては前述の通りであるが"次に自然に對する態度の變化は何うであら 
うか。 . 

小 r ;; l 儿181に於て今まで全く自己中心的であつた心理生活 も， そ〇外界を爲す自然を認知するやうになるに從つて、 自 
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然を理解しょうとの試みが行はれやうになる〇卽ち活^^ぎの時代である，然し精神的成熟に近つくに從つて，從來 
邛 nr 恨熟した&然界は)變して551]個の新しい外觀を M するやうにたる〇小兕期は盛想的な自然支配の時代であ 
荷離朝 H : 自然の怖琊 Icllf 若し•自然の美を熱焚する時代である〇 

以下的然に對する航(味の或るものに關して-一般進化の順序を逐ひ 、且つ 主として货 年期に 就いて槪說しょう。 

C& に孕 K? 辕 6兒 Ms て、金剛石•大空を支へる£ •火花•草矣へ' 又此等の涅月の母. 
日の父 S 下 H 和聲あふ雲.人類 y 對する益士き人 S 魂と或は又甲 SI 己 S とし*乙 £1 

に當て 、 iE 座の中に種々の形狀を现はすことを娛む D 

Tlw-iTS に£起 H 對する感 ； gSi 胺深くなり、愛と怨拜 -uQ 相半し.^心情が白ら發して.來るやうになる。又鹿に對し 
て P •金 H 取：^りそ0!狗神 g 肉體を離れて忍の世界^^遙する。或； y 又少女は M と！^あるを感じ'®き婦人の中に 
は熱惝的に星を愛するものがある。 

〇太踢£する i —我々は廬粮神穿 ier して、日矣霞 t 救6、麗ょ•益め4心情を壯決 

にして與れる爲に、木籠に太陽を自己の創_として_する。小兒は太陽を擬人視し、その光輝£悦する。日 
沒の光贵—年 f 小兒 S — し —、 fQf 5晶し i 今 S 際外部® ii ると同時に内部の 
精神は明 S 度—へ、沈 S 碍呵 f IQf 老て现はれて f 。 { S 的 I も繼的向古％ SUA 、 て 
啓發の好機^:を极ることもあり沿るのである0 i 

G パに哭する咸® 少年はパと諮り*遊戯 S 侶とし*或は亡き父！^ .友人•天使 Q 顏をそ Q 中に認め，又色々 
のがにを提"する。靑年股には月註：^的•詩 g •宗敎的往活と密接な聯絡を掛ち.又主として愛を暗示する。少女 
は月にヂび或は■き；^|版し、懷郷に惝み、却て又恐怖 Q 念に斃れることさへある S もか、はらず®り靜 h こ 
月に對す.るこ—好む。時には Mtc 狂つて肖殺すろものも to 

〇 雲に對す— —小兒 y とつて—— si 生地で t 。 天® i 色. 域挪 i 乎— . — •除 

スタン.ホ—ルの「思沿期硏究 J 





30 


商•刀劍•動物•樂阈•花卉等 R 想の種は盡きない。#年期には雲の中に自由と平和と神秘とを認める。 

〇火焰^對する感情|火も又小兒の想慠力の良材となること雲に等しいが、變化動播大なる爲.めその影驟すると 
ころも少くない。 

0水及び海洋に對する感情 I 小兒は水に秘密を訴へ、之に物品を供し、又水中には水精 •妖览 •海神の類が生息 
し、龍宵又は洞穴の存在することを信じてゐる。靑年期には海： m に立ちては靜寂•安慰•平安の情を起し，海上遠く 
見遙かしては永生無窮の念自から生じて來る"人問が水に心引かれる0は肉體に存する遠き水虫時代の痕跡に相當す 
るものが精神中にも存つて相呼應する0ではないかと疑はれる" 

〇花卉に對する感情！小兒は花卉を愛撫する ことを 好み、遊戯する際には花を翫具 とし、 人形とし典卒とし金錢 
とする。又は花で頸飾•花環•腰帶等を 作り， 汚點のあるものは恧んで蹂網する。十三•四才より十九才頃になると 
花を胸に抱き、接吻し、顏を花中に埋め”感觸•番氣 を 愛する。花はその種韻によつて花言葉を 持ち、 その意味する 
所は色々である。靑年期の女子が花に心情を動かされるのは、花が音春妙齡の時期を最もよく表現してゐるからであ 
ら50 

此の稿は未だ殘された多くのものがあるが略する ことにして、 又の機健を待つ t とにしたいと思ふ。殊に敎育論は 
その全部を略した ので、 終尾撤底しないま X 1先づ こふに 撊茱して©く。 
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現代靑年に禍根を吿げる 

!「思春期心理」の崩壊 I 


. 高 橋 鐵' 

「現代靑年論」 の; E 濫！ これは 又を かしな 現象だ。が • 1 取つ てこれ を譜 つてゐる 〇そしてをかし & こと 
には(これが fMJiM なの/ C が)斯 くも 怒 a のやうな「现代靑年論」を減む现代 f / 年が あるだらうか〇もし、あつたら 
1 ■は 「現代 W 年」ではない。 だから， 勿論" こ 0 |文 も•「现代靑年」 からは、「ハリキづとるのゥ」などと•才 
チ ャラヶた 一獄 を受けるのみで あらう。 

それに も拘らず-私が進歩的心理學徒の熱誠を こめて* (すこし頭の禿げた「現代靑年」の一人として)贷部諸封に 
呼び掛け やうと する のは、諸君练に與 議があるからだ0且、諸君達をさうまで過熟にさせた1«:に興議があるからだ。 

どこに異 謅 があるか？ 私はハ， キリ云はう 0 贵年諸岩達.君逵に 八方から浴びせられてゐる批判を、私 も-一 應 
肯定して數ぇ上げてみやう。—— 

野性的た！益ッぼだ ！ 無内容だ！貪 f 樂的だ！無情熱 だ！ 版無的 だ 一 動物 的だ！ 露出症 的だ 一 榄倣 
frti !^^ だ！®兆浮雖 だ！ 功利的 / C ! 刹那主義的 だ！ ® 智があるだけだ！ K ポーッティクな一方だ！ 
唯物的な似而非科學主義だ！額镟的だ ！ 怠惰だ！親不孝だ！幟 儀知らすだ！不眞而目だ！寶澤だ！無 

反樹だ！利己主義だ！無定兑だ！ H 口だ一臆病だ！ . チンバンデ—だ—、了かげろうだ！ 

现代 W 部に禍极な赀げる • 
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そして•これが鯓くべきことには.大體に於て，贤相であるらしい。現代靑年諸君。これらが集して古來「人生〇 
花」と呼ばれた靑牢期の M 性でょいものだらうか。そして、諸岩等は、なぜ、こんな M 蟲的存在に m してしまつたの 
か？(これは後に詳述するが， 5C ふ迄もなく，諸君達の社會的#在が諸湓達の脆弱な r 意識 j g ち表象•目的及び衝 
励•逍德的ィデォロギー等を決定したのである e 私は敢えて精神分析學にょつて唯物辯證法の此の命題を裂^する一 
人 / co iW •ラィヒ！1^唯物辨證法と牯神分析舉』參照) 

今迄の思春期心理論£見やう！私は決して r 靑年期」を蔑視する莕ではない。(いや，それどころか「赀年期」 
が個々人の一生 m とつて決定的な轉機であることを m めてゐる)そして*た r 現代社#下!:於て本能まで歪曲されて 
行く人 R11 の心现過程を述べやうとしてゐるの^ T そこで先づ、现代 W 筇と對比して、今迄の心 31 學者が攻究した#年 
心现といふものを槪觀せねばならぬ0 

靑年期と5ふのは思雜期(定說としては生後十 [ Q 年前後)か6廿年前後迄のことを指してゐるが、分析的に觀るな 
人問の性本能が群雄割摅的な部分本能から性器の下に(中央集權的に〕集められる性の二次的開花期を中心と 
した時期である。そして男女典に，生理•心理的に大轉化を艰す時である。 

「天才は一般の人峽がた M 度しか持つことの出來ない#半を(一生の中に)幾度も! I 返し經驗する」(ゲ—テ> と 
いはれろ尊い背年心现を先人はどう記述したらうか〇私は、以下に"スタンリ I •ホール、ハヴロック•ヱ y ス\マ 
ンテガッツァ、-\¥*シュテルレ"ホ|リングゥォース、シュブランゲル、キッシュ、山本宣治、金予近次諸氏の說を 
m 祓しないやうに列擧してみやう。 • 

M 値^活に入る事、自己锚居的になる事•精神何容が既かになる事、心 fl 的反應が銳敏になる事•社會性が現れる 
事、现想•空想の力が强烈になる部、反抗心が激しくなる事，自我が固まる邪もつと具體的な點では}怒り 
ッぼくなる，觀察が細かく銳くなる.现解#を熱狂的に求め6、沿恥心が强くなる、浮浪性が生じる、好き嫌ひが一 
變して激しくなる•サド*マ•ソヒズムが荖しく現れる、推珂•想像-反将心•優越慾•好奇心•懐疑心，破壊慾•等 
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が深くなる•思考が： i 象的になる、 htl ィ"クになる、空廉感に鸱はれる、訓練に違反す〇事が多くなる、手紙を矢 
鸥に勘く-多感になる、矛尥.兩極性が坍す，愛を鹆物に抱く，櫟つたがる、接近衝励が强くなる，皮嵴接觸の快感 
1 C 耽り出す、子供扱ひをいやがる，亂蔡になる：… 

W 印諸^に思ひ常る21ともあるであらう。私 tr もう1® " 諸財の聯想が適確になるやうに(^體的 1 C 察せられる 
やうに) 二 三の風俗詩を引川してみやう。 

「失戀のノート AR 鹿くくと普き」" r 年頭になつて娘は秋が好き」、「孝行の娘も惱む苹になり j T 娘から娘へ 
ムダな文が來る」、「母の手を振りきつてゐる美少年」、「兄さんともう步かない十五六」、「もう娘胸で拟んだ0崩 
したり」、「家の暗さ少年此の頃知りそめし」、「悲觀したなどと妹ませてくる JT 十七と答へて母の蔭にゐる jT 妹 
に E 方5:きけば股を立て」、「想^きく息子0胸に女あり」"「夏やせを姐し s も Q に娘する」"「兄弟子の腕には娘 
惚れてゐず」、「紙入を出すのも娘恥かしい」1 r 短歌集母は内氣な娘と思ひ」、「初變は末の始末の念はなし」、「人 
形へ言11れ&い^云ひきかせ」 

その他、不朽の文學中にも靑年心现の燃えたぎるものが多い。 r 狹衣物語」-「落窪物語」、「八百屋お七」、(「五 
人女 j 中)、「たけくらべ」、 「 H ルテルの悲しみ j 、「ハムレづ卜 j . r 罪と前 j 、「群盗」、「沿〇めざめ」、「戀愛三 
味」"「思ひ出\「ル|ヂン」：：：否.文藝中0ヒーローやヒロィンを始め惊人天才は殆んど皆、15?年心理の權化で 
あると云へやう 

そして、現代靑平諸霜、諸君の^ I 譏が敢えてハムレットになれるだらうか。いや、諸君達は*トン キホー テに さえ 
なれない帶である0 

つい^近迄(十九世紀末から廿世紀 初期迄) は' 人1111はハムレットとドンキネーテとの二種類に分けられると云つ 
たものである。ところが.現代靑年諸哲、貴方がたは一體何ものなのだ？人間の中のどれにも M さない諸冠は一傾 
誰なのだ？ 

現代宵年に禍 m を告げ£ ♦ 
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さうだ。確かに現代带年は「音年」ではない。子供でもない。大人でもない。——子供から一轉して"全く變つ仁 
科樂 M になつてしまつたやう fe サムシングである。 

併し*それも無理からぬことなのだ。何故ならば•現代靑年は"戰慄すべき"心の强奪に遭遇してゐるからだ。諸 
君は、何を奪はれてゐ るか、 私は順序と して、 「非常時」現代に到るまでの W 年心理の發達過程 5: 考察する C とに し 
やう0 t : 

靑年心理の機制は如何 [C して成生した 昔：•…と云つても，つい最近までは、靑年心理は家族 a マンスによつ 
て重大な整形手術を受けて (Q た。兒富が丁度思漪期に到達す ると、 肉體は生理學的調莸統計が明白に語るやうに女飛 
躍し初め、心の活力も充實する。從つて所謂全精神内容(感铙から智情意などと稱するものの全部)も遭富に纖細銳 
破に&つて行く。そして、本能の原素とも云ふべき自己保存本能と性本能との中、性本能は、午睡から醜めたやうに 
急速度に活動しだす性器の支配下に、統裁される。マンテガ"ッァは、少女の性愛的豫感は卵巢3成育•經血の開始 
等の生理•心理的原因の他に恥毛の發生•乳部の發達を見出すことから始まると云つてゐるが、これは少年の場合に 

もあてはまる0 スによると、性衝動は初め、半意識的夢相一の形で現れるものだと云ふ〇が、これは直ちに、社# 
的抑壓や身を議る本能などによつて、精神軋蝾の種となる。たとへ岡陋な性敎育などはあつても，寧ろ山本宜治氏が 
斷定したやうに「威嚇的性敎育」でしかない狀態だ〇 ( H リス「麁恥心の發達」參 SD ——そして"この時"家族&マン 
スが精神軋礫に新しい油を注ぐのである。 

精神分析學の發兒した H デ"•ホス•コムブ1/クス(異性親への愛慕.同性親への挑戰或ひは同一化)はここに絕顶 
に達する。同性親への無，益識的な m 惡は，その代償たる外坭のあらゆる支配力への反逆心に化して行く。それと同時 
に、同性躲(或ひはその代傲 I 敎竹者等)を榄型の素材として、自我の上位へ超自我を形成す0。それ0みでなく 
悲劇的なこのコムブレクスは、#障感•劣^感の新しい源 ‘ M にさえ&る。特に•少女の場合にはこ Q 他、ベ HK 羡望 
(去勢コムブレクス)が*やるせない悲觀的感傷になりおはせるであらう。 






35 


伸びて行く漭の、熾烈な優越慾と、必然的な劣等感との自己诏藤！ヱデ"ポ K •コムブレクスにつきものの愛僧 
並存の惱亂！そして自我が固定して行く爲〇 E 己能居的内^と■對象リビド I の發速による外#への感情投射！ 
かういふ入り亂れた M 神動问の fla に、#¥は、#びうちのめされるやう&家族 n ムブ V クスシ體驗する。それは， 
近親姦〇タブーにめざめて、愛の對象が、異性親から他の塊性へ移ることである〇しかも•このやうな馴れぬ對象愛 
は、潑恥心や恐怖につきまとはれて M 々盛中樓閣のポかなさに逸游するであらう。そこで 、 F •ゥミテルスも述べて 
ゐるが、彼等背年子女の相次ぐ失戀後〇リビ KI は絕えず去就に迷つて、自我内へ返却しナルチスムスとなる。(本竑 
r 戀愛心 g 硏究號」參照〕 

赞際、家族といふもの忖觀念形態の製透元だとライヒが明言した通々♦家族から離れかけた傅年期のイデオロギ ー 
は、製造元によつて、最後的な加工を受ける譯である。 

キリストも、シ H イクスビアも-マルクスも二—チ H もトルストイもゲ f テもみな、この加工を深く受けて•一生 
を，靑年心理で生きたのだ〇それが又、人類の蹄史を M らしたのだ0 

攝竞、贲年期は、9ビ K — 試練の時ではあるまいか、あらゆる世#へ走るリビド10種子が•こ1に芽ぐむ時では 
あるまいか。それなのに。現代靑年諸君*このやうな责年心理を古めかしいものとして悉くナンセンス視するであら 
う諸君 id : 、 一體何者なのかそして何が君達5:無意識で(只管術動的に〕踊らせてゐる〇だらうか？ 

現代の靑年心理は崩壊した！私は"自分の生活上、 fe 日、あらゆる階級の人々に接しでゐ6が、現代の靑苹には 
屑を r めることが多い。喫茶店で所謂明朋と^能的陶醉との^^^にひたつたま-^一日ボヵンと煙草をふかしてゐる 
學钜の大群。安尾期に入つた動物のやうに服^煌かせて迷つてゐる靑年の濁流。スボ1ッに全心魂を投げ迅んで飛び 
跳ねて■ゐる躁狂的な若さの渦！見えぬ鎖につながれてゐるかのやうに(感情の總て■を喪失して}ビル街を行迆して 
行く W 年サラリ|マンの暗い行列！ 

そして彼等0>糖#内容は V -さう訊かされると•私は答えねばなるまい。彼等に「粮神」なんて高さうなものが 

現代贽年1:網 m か吿げる 
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あるもんですか!?一度話し合つて御 iF / i : さい。笑ひですよ。うつろですよ。條件厌射乃至無條件反射ですよ。不安 
をさえ抑^してゐる不安ですよ。本能ですよ。チンバンジ—ですよ。かげろうですよ0 
私は一擧に、この禍极をつかう。何が現代 I 1 ?年諸君の r 心」を殺戮したのだ!? 

第一に、私は家族制度の崩壊を舉げるァ贺際資本主義社#は•家庭愛を口に唱へながら、あらゆる家庭を粉碎し 
た。(私が今更啶々と語るまでもない)親は子に、子は親兄弟に別れを吿げねばならぬ。硪の爲に！働く爲に！ 
そして、この副產物として•親の尊 M は失墜し， la へのリビド—は早くたちきられる。- 

そこで，子は，まづ、ィデオ n ギ ー の製造元を装はれ、親(及び敎育密)の哀れな姿から眼をそらして 超自我 
の模型を见失う。子のリビドー■子の無窓識的苡心(超自我}はどこへ行く？同性親への攻擊慾さえ感じられない 
子の：止しか〇べき社#性は益々無氣力ないぢけたものになる。そして下等動物の やうに， 俺かな反射や模倣で社會の 
渦にまき込まれて行く。纏綿するべき對象の影の薄す さに、 愛などが育つ譯もない。低い幼兒的自己愛だけがいやら 
しい焰のやうに心でくすぶつて行く。 

一方，本能中の性本能だけは • y ビドー方向の唯一の道になるだらう。が、併し、自己保存本能が脅かされてゐる 
ところに、(すくなくとも人間の場合には)明るい希望の is があり得る譯はない。私はこんな話をきかされてゐる〇 
「此の頃結婚の口が H 萬二千とあつてクサリさ。結婚なんてをかアしくッて。だつて職業でしよ？あたし、まだ就 
職する必要を認めないから ネ 。ァラ、戀愛はするワョ。昨 H ネ "n バート•テ—ラ I みたいな男と知り合つて、 ナカ 
ナカ究きじやつたよ」と，さう云ふ令赕。「僕、來年死ぬんです。だつて來年、 ですもん。滿洲に決つてん 
ですよ。だから"來年死ぬのに何も勉强する必要なんてないじやないですか」とさういつてノラクラと身をもちく中 
して行く i ! f 年0(こんな連中ばかりである〕現代#年に、仕事や研學ばか&でなく ifi 設的な戀愛さえ出來ないのも當 
然かも知れないのだ。しかも，现下の中答以上の擧校では"眞而目な向學心を恐れて"性本能にリビド—をゆだねる 
ブルヂ"ア自山のみを默認してゐる傾きがあるらしい。ハ？つしなければ^校锊業が立つて行かぬのかも知れぬし、 
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就職率やフ？シ"社會には學問は無用の「危險物」になつたのであらう」かうなると*#華もクソもあつたものでは 

なぃ〇 

そして對您愛 s なきに等しい谢年子女に、まして感傷愛などがあらうか。彼等の不安や空虛感は’衆族〇マンスよ 
りは、收入と支出、小逍帳の赤字(卽ち自己保存本能と性本能との違和)及び、將來の希留ない尚我 sia (分析^の 
公式によれば、願^より轉化した不安〕から生じる。が、これとても、その空虛感を充す力向は银肋されてゐる。今 
迄の贵年心现は、ユング的に云へば、勿論、所謂内向塑の特徴を現してゐたのに、现代#华の方 frrj は、内向型に趦い 
ては邡一に、第三期的社 f ? 狀勢に適應しない爲(性格及生活上の破茆に蹴落される爲)外向^の形式をとる。自己愛 
のみをまとつた^の外向型！それはすさまじき限りである0 

現代货年諸沿！蔣篯は期らかださうである。沿等には超自我がない。粜虹な對象愛がない。否々、眞谀の葸味の 
自我 —— 從つて自己愛もない 1C 逾ひない。諧謔容は。咼分の r 眞 irll a ! な世#」を自己膊.恃的に破塊するから、内心は 
非常に哀し VV 自己愛衆なのだと謂はれてゐる。その ini り、霜等は朗らかを强ひられた！ i 誠^として、總てを無想味に 
して行 <。權诚も文化も愛も迆步も、そして向我も•君達は笑ひ飛ばすのだ。その後に君速に殘つてゐるのは、執拗 
に坐き やうと する肉體だけではないか。單 なるアミ I バの览 痛 だけではないか。 

一人の若いサラリマンが云つた。「僕はネ、モう一生の設計が決つてろんです。一年に平均二圓づ X #給して行く 
から五十になると八十 11 UM の月給取 1 C なる事になつてるんです。八十四0あればお S が出せるでせうね。それさえ 
決つてれば安心なもんです。このク y スマスにやア•うんと飲みませうよ。僕"とても H 口な店知つてるから. i:J 
强制された外向型！この問 1 S は別の機较に詳說したいと思ふが、この執舉中(十一月廿八日)に、胸をつかれた 
社會記事があるから t ; l 例しておかう。十七の一少女が H 給八十錢で就職したが、しとやかな彼女は直ぐ解 M されてし 
まつた。人事課提に「君、は 0] かじやないから」と言漉されて。彼女は十何 IQI かの僅かな返職金を貰つてボンャ y 衆へ 
歸る途中、編戶驛のホ I ムから飛降りて櫟死を圖つたのである。その傍に殘された便箋に一,朋か」と唯二字、書き殘 
现代靑年に禍根を齿げる 



现代哿年諸邾！君等は•この现代背年に & れなかつた彼女に較べて、染して幸！ fl だと云ひ切れるだらぅか0 
現代音年諾拈！君逵の背年期は一體どこへ行つた CD だ？^ —さぅ、君達0思恭期心理は今や崩墟してしまつた0 
だ。だから' 君達は子供でも音年でも大人でも•何若でもないのだ。せい f 肉體の花だけなのだ。君達は倖せか？ 
现代靑年諸君！私は以上で「心」を虐殺した禍根の大要を吿げたが、勿論、私は家族制度を讃ぇて昔に歸れと云 
ふものでもない〇又、性本能の^風を耳しめるものでもない0超自我を押し付けるものでもない〇た1:，私は*これ 
fc よつて禍根の影1:齿げるのみである。 —— 一九三六二 T 二 /V 夜 —— 
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紳士淑女諸蔣！何故に一詩人をして愠大な蜞者〇名#のための祝辭を述べしむるに適すろと認める事に&つたの 
であらうか？又"詩人にか、る役割を委ねて可&〇と信ずる人々0良心を問蹬にするならば"一つの學識ある剐體 
が、私の場合、一つの學會が、その師の榮ぇある祝贺_演を舉行するのに，その講師として同じ塔門家今卽ち科雖 
0 人を推薦せずに、詩人を、卽ち人 ® M (Michenge r ) 5 r 推薦するといふ啡が如何 1 C して是認せられる〇であらう 
か？人 Rn 靈は、知識とか、分析とか、理解、認識0方面ではなく、自由意志•綜合、素朴な行肋と創造をなすべき 
もので，精々苻益&る認識〇對象と こそ なれ、性格的に > 遝命的に、認識の主體には適せぬ0である〇この事は、詩 
人が藝術衆として、然かも精神的藝術家として•一般に精神的祝?- EQ 舉行には、祝祭には、一庇適任であり、性格的 

に，認識渚、科學敦ょりは根が視祭向きに出來てゐるといふ现由の下に考へられた事だらうか？-これはまァ狎尤 

な#へであつて、確かに詩人は人虫の祝祭には通じてゐる—のみなら中祝祭としての人生0事に通腔してゐる。一 . 
そこで今晚の精神的な頌德音樂に於いて一つの主題的役割を演ずるやうに決定せられてゐるのであらうところ0一つ 

フロィドと朱來 
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のモティ 17 をこの祝祭としての人生に觸れさせて、前座としての微か fc 役割を果すことにしょう？^—-然し乍らこ 
の命の祝祭的尨味は、主催笤の意11としては，寧ろ客觀と主觀の，また認識の對象と認識者との莊嚴な、今迄にない 
命合にしたいと云ふに存するのであらう、——認識者、夢0解釋漭が.幻想的認識0祝祭的對象となるといふ、.土星 
的逆轉のやうなことの中に#するのであらう。 . —私はこの者へ fc 對しても"別 1 C 興存はないのである。その然る理 
由は、この思想の中にも旣に一つのモティ—フが嗚り驟いてゐて、それは意味深き交響樂的未來を暗示してゐるから 
である。このモティーフはもつと高らかに"もつと现解し易く#來するであらう。何となれば"私の思ひ違ひでなけ 
れば ，主觀 と容觀との合-;その和互流入.その相互同一化’及び世界と 内我の、 運命と性格の、 现 象と作爲の 神 祕 
な統合への理解、それ故に魂の所作としての現贺の神祕への洞察-さラ言つたものは、糈神分析舉研究の始めであ0 
終りであるだらうから。 

確かに、一詩人を•天才的な學若の推赏講演漭に推擧する 1C 決定したとすれば、それはあらゆる場合に於いて双方 
に關して何事かを言ひ盡してゐるのである。それは双方に對してその特徴を明か 1C してゐる s だ。被祝贺容と詩の lit 
界、文學の世界との特殊な關係も、詩人.作凌と認識界(被覦贺衆はその0造盏•大家として認められてゐる)との 
獨特な關係もそれにょつて推論出來る。そしてこの交互關係、この相互接近に於いて、更に特殊な•注目すべき事 
は，この事が双方から久しい no 意識せられず、「無意識」の中に止〇てゐたといふ事である 0 そしてこの無意識の魂0 
領域を人類のために探究し— 11明し I 柿捉することこそ-この認11的な A ?§ CD 本來の使命であつたのである〇文织と 
精神分析の近親關係 tr 双方共に相當前から意識されて來たのである。だが今日の視祭の意味は-如くとも私の見る 
所、私の感ずる所に於いては、この兩分渺の公然の^合、この意識の宣揚、この意識に對する示威的公表にある^ J 思 
はれる。 

私は只今、この相互關係、この深き共感は•双方共に久しい問盘識せられ中にゐたと述べた 0 確かに我々 CD 今諧へ 
つ、あるこの魂、ジノムント•フロイドが—治療學としての，また一般的研究方法としての粘神分析學の饳始敦が 
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. その m 識の因雛な道を"全く一人で，金く獨自の立場から im に野者として、自然科學背として迆み、彼を慰 
,め、彼を力づけてくれる材料が、你大&文獻の中に旣に存在してゐるといふ取を金く知らなかつたといふ事は、人の 
知る所である。彼は，ーイチ H がフロイド的な栽兒を范光的に先言してゐる事も知らず、ノヴ r 1リスの浪^的，生物 
职的な夢想と fl { f 示とが精神分祈的な考へ方に屢々黯くほど接近してゐたといふ事も知らず、またキ K ルケガ—ル0心 
现^的極端へのキリスト敎的15氣が、彼に深く、布效に唔示を與へたでもあらうに•それも知ることなく •そしてま 
た、轉向と救濟に向つて努力してゐる本能带璆の#餅な交骤樂滾シベンハゥェルをも知らなかつたのである r _ 
:•:.恐らくさうで£つたに速ひない。彼は恐らくそれ等の虹感的な先人の言を知る事なく—般も獨自の方法で、そ〇 
^^%?刹：浪[^に&れしたのに違ひな力つた。彼の認識のあの洞察力は、かムる無援孤立にょつて高められたのであら 
う。故に大體、彼§な■ら •-1 イ t S ベてゐるあ Q 孤獨を⑴離して考へる S 出來ない。^_ II イチ其が 
その魅力ある論文 「禁慾 的现想とは何を意味するか』の中で述べてゐるあの孤獨である。ニイチ H がシ P I ベン ハゥ 
ェルは「眞の符學者だ」、「眞に自分|^身に信賴した魂"不動の服羞しを持ち、自分自身に對する觅氣$:持ち、孤立 
する事が出來て、前人を為上の讓をも眼中に繫ぬ SQ 如嘉■一と述べてゐ IQ 孤獨1る。 I フロイド 

の糈神的英姿が私の服^ に 入り來て以來，私は常に この 無盘 11の 心理 學漭を"この「騎士の如き男」、死と惡糜の間 
に 生きる この 騎士の而影の中に想 ひ 浮べる 1：!はしになつてゐるので fe る 

だが、それ S 後 Q 事であつた。詩人的 = 作{霜衝動一般が、殊に私 Q 性格がこの科學と近似してゐる爲 めに、 この 
事は當然もつと平く期徒せられたで—うが、资筵か後に起つたのである〇兩者がかく近似してゐるのは、次の二 
傾向のためである。第一は*鐘に對する愛、眞理愛、眞理の美と若さに對する感受性と受容性とである。 それは 大 
體心理的な感受性と明瞭 e として表はれ，遂には E 理といふ槪念さへ殆んど心理的&知從と認識と0中に沒するに至 
つた程である。第二 g 病氣へ S 鐘で—。健康にょつて病氣を S して病氣と健康と Q 間に一種 Q 近似性 Q — こ 
とへの感栉である。病氣には創造的な意義があると0體驗である0 
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さてこの眞理愛——心现學としての眞理に對するこの -m 熱的に遒德的なこの愛——に關して言へば、それは 〖 f イチ 
王の髙你な學派から發してゐる。 -1 ィチ=の眼中に於ては•眞理とは心理的眞理の事であり、認識渚とは心理學#の 
謂であつた。彼の眞现愛の衿持•高貴と知的純粹さに關する彼の考へ、また彼の知！ I への輿氣、彼の知識，の憂鬱、彼 
の自己認識、自己苛賢*——これ等は凡て心理學的な思想であゃ、心理學的性格を持つてゐる。更に私は 一！ィチ"の 
あの敎育竅的な强化と深化を忘れる翦が出來ない。その强化と深化とは彼の特殊な天禀が、その心现學的情熱の體驗 
によつて經驗した事なのである。「認識の嫌惡 J といふ言葉が『トーーーオ•クレーダへル」の中にある。それは K しく 
ニィチ-から受けた印象によるのであつて"クレ1ゲルの靑年期の骚德は* 114チ-の獨自な性格に於ける<ムレプ 
卜的な物に影髁されてゐる。——一ーイチ"の獨自な性格とは、本來は知識的に生れついてはゐないけれども、知識を 
求めてやまぬ性格である。 —— 私はとの小說で、宵年期0苦痛と憂群を，及びそれが成熟へ向ふ年齡から•より晴朗 
な、より平靜な年齡へと移り行く樣を描いた。併し眞理と知識を心理學的に理解し，それを心理學と同一視し、心理 
學的眞理意慾を眞理一般への意慾として感じ，心理學を最も獨自な大胆な意味に於ける眞理として感じようとするこ 
の傾向——こ〇傾向は恐らく自然主義的と稱せられ，文學の自然主義によつて敎育せられたものに逮ひないが、この 
傾向が私の中に殘つてゐて、それが「精神分析學」と稱する精神の自然科學へ、私の眼を開かす豫備條件となつてゐ 
たのである0 

第二は病氣 —— もつと詳しく言へば認識手段としての病氣 I への感綠であると私は述べた。この感赀も亦一ーィチ 
$から由来してゐる祺を明かにすることが出來るだらう。彼は如何に多くを病氣のお蔭で得たかを知つてゐたやうで 
ある。 i た彼は*病氣の經驗無くしてはより深い知は決して得られないと言ふ事、より高い健康は凡て病氣の1を 
經ねば獲得し得ないと云ふ眾を、書中凡ゆる所で敎へてゐる樣に見える。それ故にこの感赀も亦，ニイチ3 0體驗に 
歸しても良いのであるが、餿はこの感覺は、精神的人間一般•就中詩人の本質と•それどころか、凡ゆる人間と人間 
性^—詩人はその極端に行つた表现に過ぎない——0本質と固く結びついてゐるも Q なのだ。ヴィクト 1> •ユ—ゴ 
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I は言つてゐる。「人間性の何たるかは病弱に怯つて明かにされる」と。この言葉は、凡ての商い人 liil 性と文化とは 
氣持の繊細なものであ々-病氣の世界に通臍してゐるものだと S ふ事を’昂然たる公明さを以て齿由してゐるのだ。 
人 IIH は m 苦しい緊張と甚だしい困難 i のため！, r 惱めるが故に「病める動物」と稱せられてゐる〇この緊張と困難の 
ために、自然と精神、動物と天使の中 jj に地位せしめられて來た。人 jj 性の神秘がこの侧 m からして、砬も深く突込 
んで硏究せられたといふ事*そして病氣卽ち神經淀が、人類への認識手段として.第一位を示したといふ事は，何と 
不思謙なことであらう？ 

詩人は恐らくこれを不思議とするに^も迎かつたものであらう。詩人が一般に又倘人的に强い感受性を持つてゐる 
にも拘らず、彼の存在が精神分析的研究，7£1ィドの雄生の事業に對して共嗚的な關係にあると5ふ事を認めたのが 
Trf ;- ，"に ii 力つたのは巧ろ彼を^れさせる事であらう。彼がそれを認め rr 時は、£の^說は^早やとうから、^&る 
治療方法-—毀#褒貶はまちまちながら一^としてのみ問题にされず、寧ろ、とう re 潑舉的領域を踏み越えて了つ 
て"一つの世#速動となり、精神と科學の凡ゆる可能な分野がこの學說にょつて影驟されてゐたのである。文學研 

究藝術硏究*宗敎史'府斑以前史、神話雖.民俗學，敎竹淨、その他何でもが影^された。-それは取 U も值さ 

十斯秘の達人等の革新的な應川的な努力のお蔭である。彼等はその精神瘀擧的，^ m 的核心を中心として•この輪光 
の一般的な效张を及ほしたのであつた。のみならず私も精神分祈へ人つて來たんだなど、隨分云はれたやうである0 
が.稍神分祈が私の方へ向つて张たのである〇斯學の信奉^や代表^の各人が、 f 小 フリ L アマン 氏 j から『ヴ _1 ス 
の死人 JT 『魔の山』そして ml •セフ物語に至るまで-私の諸作に對して友情的な興味を 7 K したので、それにょつて、 
私は自分が斯學と何か關係があるんだなと言ふ取を现解し、また私の作に幾分無：泣識的な深みがあるといふ®を知つ 
た。また如何にも斯舉に相應しく、潜相的な「前愆識的」な共感を私に意識させた〇そして私社精神分析的文献を閱 
躕 して•その自然科學的 正確さを 持つた思考、 言語の 表現の 中に*私の 嘗ての精神的 經驗と 根本的に 近い ものを 幾多 
押認識したのである。 • 

フ a ィドと朱來 
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己れを語りすぎるやうだが、紳士淑女諸若•もう少し我慢して頂きたい。そして搵がフロイ r について語らずに、 
■自分の事をのみ話すやうに R えても、惡く思はな S で顶きたい。 7 P イドに就いて話す自信が私には無いのである。 
私なぞに、彼に關して何で新しい話などが出來る笹があらう。私が自分に就いて話す時•卽ち"私が靑年時代にフ P 
イドによる認識から決定的に受けた敎育的印象によつて、如何に深く如何に獨自に影響をされたかを述べる時こそ、 
私は彼の名#のために話してゐることになるのである。一度ならず私は思ひ出や吿岛の中で、あの身霞ひする様な、 
そ P て寄妙に陶醉さすと同時 te 敎育的な、例の混合した經驗を報吿した。その經驗とは、若かりし我がシ"！ペンパ 
ゥエルの^學を知つた事を意味するのであつて、後に私はブ”デンブロ t ク家といふ物語の中に、その一記念碑を立 
てたのである。何物にも恐れぬ知識への扔氣が I その同じ觅氣が分析的深®心理學の倫理性を完成したのであるが 
——自然科學的に旣に强く，武裝せる形而上學の厭 lit 主義に陷つてゐた私！ T まづ第一|€向つて來たのである。この 
形而上學は■數世紀來の信仰に對して官滅法な革命をなして、精神や理性よりも本能の上位にある事を敎へた。こ 
の形而上學は、意志を、世界や，人1111や•その他あらゆる他の造物の、棂心であり*木源であると認め、知性を^二 
義的なもの，偶然的なもの、意志の奴隸として、弱い光として認めた。だがそれは、現代の反精神的な珙說を結果し 
た所のあの反人道的惡意からなされたのでは fe い。ではなくて、理想主繼で理想主義を制せんとした一時代の、嚴格 
な眞理愛からなされたのである。十九世紀は、噓をさへ、生活0噓をさへも不可缺〇ものとして、イブセンを通じ：て 
承認しようとした程眞盘であつた。 —— そしてこの嘘が，惱ましい■世主義や苦い $ ir 的精神から， epv : 精神の側か 
ら赴認せられるのか、それとも精神や眞理に對する悄恕からされるのかは•非常な扪述である、といふ事は充分に分 
るであらう。今日では、だが、この柑逾は、誰にでもはつきりしてゐる譯ではない。 . 

さて、無意識の心理舉漭フロイドは、シ3 I ペンハゥ H ルやイブセンの世紀の嫡出子である。彼はその世紀〇眞只 
中から躍り m たのである。彼の笨命は、その內容に於いて■またその氣持に於いて、シ，—ベンバゥ h ルのそれ i , 
如何に似蒂つてゐることであらう！無意識が、 h スが•人 HS ] Q # f 神生活の中で演じ v ゐるあの怖ろしい役割をフロ 
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VF が發圮して、窓諏と精神生活を间一視してゐる古典的な心理绺に對してなした，そして现になし01あるあの瓶 
逆は、恰度ショ！ベンハゥ H ルの意志锊學が、现性や精神を信奉する凡ゆる哲唞に對してなした叛逆 i 同じ力を持つ 
てゐる。本當に、『意志及び表象としての世界 J を嘗て愛好した人は、今や7 a ィドの一 f 精神分析舉人門新講_』の 
一つである「心的人格〇分裂」といふ跄くべき論文を^て、そこに心の故郷を见 m した感?:懷くであらう〇そこには 
無贲識心现の世界があ6。それはエスといふ，言葉で言ひ現はされる。だがこの同じ言葉を、ショ|べンハヴエルも皮 
の传：=的な盘志世界のために、同槌に正當に、同機に激しく、同樣に潑師的な冷||な知的興味の强調を以て使^]し得 
たであらう。フロィドは言ふ。エスの領域は「我々の性格の tlif い、近づき難い部分である。それに關する我々の僅か 
の知識は夢の什事や神經症的症候の硏究によつて得たのである」と。彼はそれをカオス(瀨沌〕として、幾多の/ C 派の 
沸き立つてゐる鍋の如きも0だと云つてゐる。彼は曾ふ，「产ス」は！！は^結局、肉的なも ol ' c^l つて門^を M 、て 
ゐて、その肉的なものに於いて術励の種々の要求を取上げる。！だが如何なる根據に於いてかは分らない〇そして 
H スに取上げられた衝動は*そこで心现的衷现を見出す。この衝動のために、 H スは H ネルギーで充滿してゐる。だ 
がヱスは布機的 M 織を持つてゐな5。何等の綜合的意志を爾して思らぬ。た V 快不決原則 S : 鞔守して本能の要求 It 滿 
足を與へようと努力するだけである。そこには論理的な M ^ 法則は少しも M 用せず、まして矛^の命 M などは通用し 
ない of 反對の活動が並び存在して*交互に止揚したり、相殺したりする 31? が&い〇精々彼等は經濟的 制限に支配さ 
れて、 H ネルギ ー の消失を防ぐため"妥協を結ぶのである：：：しと。 

紳士淑女諸君•諸 fr も御旗知のやうに"この狀態は"我々の现代史的經驗によれば"自我そのもの、全 R2 的集刚我 
にもあてはまるので to 何と&ればパ無窓識を崇拜し"只生活を促進させる唯】の fffl; が y を識美し，原始的な も 
の"非合珂的なものを讃美するために，道德的&疾患が發生したためである。—無意識、 H スは、原始的で弗合里 
的であり•純粹に動力的なものであるから、 H スは M 値評 M を知らす■誇も、惡も、卯ち道徳 5 : 知らない〇加之♦寺 
間を"時 S 經窆知らず，また時間 Q 經る H つれて、稱神裂象 S 化するもので—を知らない。プ" 

フ P ィ ri 未來 
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イドは 言つてゐ る。 「幾多の願望0活 ffil が， H スの領域から一步も m み出すことなく，また r:D 象も抑爾されて H スの 
中に押込められた ま、 死滅す る 411 : なく 潜在してゐて 、敷 十年 BSJ も經つてから 始めて、 恰も新事件でじもあるかの如く 
活動する。それ等は分祈的什 m によつて意識に持ち來されて始めて■過去の事件である都が認められ、從つて M 値を 
先ひ、 K ネル ギ—纈綿も そこ か. lo 引揚げられる0だ」と。そして分祈の治療的處 S はこれに戡い てゐ るのだと フロィ 
ドは 附け加へてゐる。我々は以上に よつて、 分析的深胫心现羅と自我とは當然不和であらね Iffe らぬといふ ms : 
諒解す る。 _我は無意識の宗敎性に陶酢して、地獄的な動力性の狀態にさへも陷つてゐるから.た。か1る自我が分析 
などに就いては少しも知らうとはせ ず， フロイドの名前が面前で叫ばれるのを快しとせぬ事は I 餘〇に明かで あり、 
そ0理由も亦明瞭である。 ■: 

さて自我はそれ自身、そして一般的にどういふ物であるかと云ふと"それは殆んど感動的で"眞に文字 M り氣遣は 
しげである。それは 「 H ス J の•小さな•突出して，光を浴びて，見番をしてゐる部分である。——恰度3 1 ロブパ 
が大アジア洲の小さな•资閛した地方であるやうに、®我は「エスの外界に近 S 部分で、ために外界の影鄉によつて 
變化してゐる。そして刺戦を受容し HK を保護するように設愉された部分である。^へて言へば、生きた锂質を包ん 
でゐる樹皮莳の嫌なものだ。」——これは直感的な植物學的锣喩である。フロィドは一般に非常に直感的&文#を書 
いてゐる。彼はシ " I ベンハゥ H ルの機に、思®の藝術衆である。そして彼の深にョ ip ブバ的な文策家であろ。— 
I 自我と外孤との關係はフロイドによつて決定的なものとなつた。自我は H スの側にあつ て、 一"その安全のため 
に、外界0代辯背の役割を捞めてゐる。何と&ればこの力强い外#を顧應しないと*エスは、本能充足への宵目的な 
活動のために，破滅に至るかも知れないから。自我は外典を M 察しノ記慌しておいて、容觀的實在と' 内的な活動源 
嵌の附思物とを忠«に區別しようと試みる、由我はヱス〇指令 ir 從つて、發動性と行動の原！ WJ 力を支配するが欲望と 
行爲の而に思^といふ延期 InJ を挿人して，その1111經驗に相談する。そして無愆識の中で無制限に跋 E してゐる怏不快 
肪則に對してあ〇調盤的な優越權を持つてゐて，この快不快原則を規馊阶則によつて鄉正する。だが、それにも徇ら 
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ず、自我は何と弱いことか！それは無意識と外界と、フ&イドの所！ g 「趙自我」卽ち良心との Ifo に狹められて、か 
神な〇經©&，ォド<した生存を總けてゐる0それ自旮の銳^]^:;ル疲勞し切つた狀態にある〇で、自我はェスから 
H ネル-¥!を倍りて，合同してその31的を遂行せねばならない〇肉我は騎士として、また無葸識は思として^做して 
も JN いであらう。 だが、 c 我は反對に非常に腿々無想識に騎迥される。そして我々は、肉我がこの幾分非合法的なや 
り方で，場合にょつては敁も逋くまで行■く祺があると K ふ事を埘ろ附言したい。この ？ If は併しフ P ィドは、合现的道 
德性の龙め.に、云ふの*^;按へたのであつた。 

然し 7” イドの S ふこの ェスと 自我との關係は I ショ— ベンハウェルの云ふ「您志」 と「知力」との 關係にそつ 
くりではないか0 —— シ " I ペンハウ H ルの形而上斟を心理學に酬譯 した ものでは ないか？シ 。丨ぺンハウェル か 
ら形而上 S 感 ？ f •ニィチ S 於いて心 li しき刺 f 味つた以上は、_?こ Qf S ず S ゐま 
い。また 人はシ。 I ベンハウ X ル や 一ーイチ1に 鼓舞せられ て、 精神分析の領域を E 廻は した 時、 親しみと W 會の感情 
を如何 tc も深く感じねば なるまい 0 

人は また 粘神 分析的領域をこの槌に R 廻はして、嘗ての印象を新たにした 〇そしてこの 嘗ての印 欺の上に般も力强 
く般も獨特 に， 彼の精神分析的知識は働いたので ある 。フロィドを研究して後、彼の探究の 光に輝らしてシ p I ベン 
ハウ H ルの ■大論文 『侗々人の運命に於け る.% 5:岡ら しきものに 就いて』 の如き 考察を #諧すると •如何に興つた 感を受 
ける / C らう！紳士淑女諸君、私は此樾で フロィドの自然 科學的世 界とシ n I ベンハウェルの衍 學的世坭 との 最も 内 
的な般 も Is 密な接觸點 を 示さうとする。深い心と銳い心とへの M 魄といふ八 1 文が この 接觸點 を 形造つ てゐる〇シ a 1 
ベン ハウ H ルが この中で M 開して ゐる 神祕な思想は，約言すればかう である。 夢 1 C 於いて «; 我々 自身の意志は-峻厳 
に 容觀的な運命として現れる が、それを 铖附いてゐない。 そして ^の中に凡ての取件は、我々 自身から起り、し，かも 
我々の^ ffl がその夢：秘かなる舞1保 監督である。それと 同様にこの現 货に於いても ——现迸 とは" 唯一の^在た る 意 
志それ自身が我々總てと共に夢み てゐる 所の大きな夢なのだが —— 我々 の 運命は我々 Q 最も 深いもの* 我々〇篮志の 
フ：ーイドと朱來 
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所產で あるか も知れ & い 0 だ。故に我々に對して起 6 様に 3 ?える 都 件は、 ^ は我々自身が企て、. Q るのだ•といふ 0 
である。 ——紳士淑女諸君、私の槪說は非常に不充分であつたが-實は この 論文は最も力强い暗示力と、强い飛躍の 
廣さを具へたもので ある〇が、シ31ペン ハウ H ルの 利川して ゐるこの 夢の心理事は、所謂分析的な性格を持つ てゐ 
るばかりでなく.性的な趣旨を も缺 いてはゐない。—— それ故に、 この思想全體は 、深搔 心理學的思想への先鞭で あ 
义そ S 哿學的先蹶であつ て、 實に驚嘆に M する。何故 なれば、 最初 s 言を繰返すならば，自我と世界を.^在と現 
象を、*一致させる この 神祕な思想の中に、また 一昆莽觀體と a えるものや 偶然的事件と ii えるものを 精神の意！ I とし 
て 洞察する事の中 1 C 、 私は分析雖說〇最も fe 本的な棂心を認めると信ずる からで ある。 

こ X で私の心に思ひ浮ぶのは、この學派の■敏な、だが幾分忘恩的な末裔 c . G •ユングの文#である。彼はその 
意我あるチべット過去帳槪說に於いて、次の樣に言ひ現はしてゐる。「私がそれを如何に迆るかといふ m を觀察する 
事ょ〇も’それが私に如何に振り掛つて來6かを見る方が、遙かに直接で、顯著で、印象的で、そしてそれ故に納捣 
が行き#いのであるごこの大膽な狂骚な文雖は、今 H なほ或る一定の心理學派に於いて'气1ベンハウヱルを5 
へも怖ろしき橫班押しであり r 途方もない」思想 H 險であると感じた事 M が，何たる平氣さを以て直觀せられてゐる 
かを®に明瞭に示してゐる。「ふりか、る®」は一つの「作爲」であると暴露してゐるこの文牮は•フロイドの思想 
なくして考へ得られるだらうか？決して、決して考へ得られ? X い。この文^は悉くフロイドに负ふてゐる。この 
文窣は幾多の豫想の上に Jt つてゐるので"これを珣解しこれを卒業する都が出來るためには：言ひ違ひや©き問遠ひ 
や、行り m ひの金分野，痫 M への逃込み、自己懲翻慾、不幸勃發の心现、簡言すれば、無贲諏の魔力についての精神 
分析の成來や骚茲を悉く理解しなくてはならない。 tf が同様に、こ ( D 簡潔な文^は•心理學的假說をもひつくるめ 
て、シ * I ベンハウ H ル及びその不正碗な、だが夢の如く大 if な開拓的な思索なくしては不可能であるだらう。 —— 
紳士淑女諸^、恐らく今日はフロイドに對して祝祭的な方法で少しく抗議すべき時であらう。何となれば、フロイド 
は货掛を殊 M に商くは#敬してゐな S からである。自然科維者の In 確^は"^^の中に科學を见るといふ事を彼に許 
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さなかつたのである。彼は哲學を非難して言ふ。锊學は天衣無縫の世界像を彷彿せしめる事が m 來るんだと信じ込 
み、論理的な方法による認識の M 値を商く評價して，直觀を知識0源嵌だと倍じ、また萬^神論的傾问に金く捉はれ 
つ\言語の魅力を信じ、思考によつて現^;に M 鄹を與へ^ると確信してゐると。しかしこれは•嫂際、^樂の.自您れ. 
だらうか？ 一體世界は、思者及び思消の舭術的な： 51 搬游たる言語以外の何物によつて變化せられたか？私はかう 
信じてゐる。竹學は裡際、自然科舉に先んじ、またその上位に遊かれてゐるもので，凡ゆる方法や：止確さ tr 贺學の 
精神史的な意志に奉仕 U てゐる0であると。結 ；： r r そは證明せられるベかりしなり」である。何^0豫想(假定 y か 
ないと云ふことは"科學 ic とつて fd : 一つの®然たる逍德的 ml ? であり、またそれであろべきだらう。併し心理的に见 
るとこの豫想 (' 假.：5がないと云ふことはフロイドが幻想と^つけた所のものであらう0百尺竿頭 JE に二步を迆むれ 
ば、かう 言へ るであらう。科學は、哲擧に i つて委任せられ1指 n せられざる發坫 は、 未だ嘗て一つもなさなかつた 
のだと e 

降でにもうしばらく、ユンダの思想を順序として述べさしてもらひたい。彼は特に好んで——かの序言に於いても 
同极に i 分析^の硏究結媒を應用して•西歐的な思考と、 ili 泮的た秘钕との f ] SJ に悟性 cn 橋波しをしてゐる。米/ C 何 
•んも、彼の如く銳くシ a 丨べンハゥ H ル K フロィド的な認識を約営して r 凡 w > る所與(遝命)の贈與#は我々自身の 
中に仕んでゐる——この眞埋は非常に明白である {- C も拘らず、般大の m 物に於 S ても般小の事物に於 S ても未だ知ら 
れてゐなかつた。それを知る事が.非常に屢々實に必袈であり、加之•不可缺であつただらうけれども" J と言つた^ 
はゐない。彼の者へるところでは、世#が魂の本質から「與へられ」たものであることを知るためには"一つの大き 
な躪独的な傾向が恐らく必要である。何となれば人間の動物的な本質は、 0 己 5 : 所與(運命)の造出背として感じる 
事を拒むからであると。鬼洋が西歐よりも由來動物性の克服に於いて、遙かに强かつた m は眞理である。それ故に東 
洋の智難に從へば"神々 も 亦 「所 與」に恩してゐて•魂から發 生し 魂と共に一つとなつてゐる—— 神々 は人問の魂 Q - 
輝きであり光であるといふ說をきいても，我々は獠く必要はない0である。過去帳 Q 說く所によれば，死人に餞»|1と 
* 7ロイドと未來 
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して 與へられた とい ふこの知薙 は、 西歐的な糈神に取つ ては 一つの逆說であつ て '彼 0 論理に 矛盾してゐる〇何故と 
なれば、西歐の論理は主觀と容觀とを分つ てゐ て、客觀を主觀の中に移 人させる 事 も、 或 ひは 主觀を客觀 から發せし 
める 都も拒んで ゐる からで ある。 たと ひ ml ロ ッパの神祕說 はか〜る出 來心を知つ てゐて，アンヂ h ルス■ジVジゥ 

K (Angelus Silss - B ) の如きも 

我は知る•我無くして神'は.一腌も生存し犸ず、 . 

我滅する時_神は窮乏して魂を失はねばならぬ事を〇 

と言つてはゐるが"併し金體として神が純粹の所與、絕對の嫂在ではなくして、魂と f つに結びついてゐるといふ 
心理的&解釋、神性へのか X る考へ方は…四歐的な信仰心には我馒の出來ない事であらう〇 i かゝる考へ方は、そ 
れにょつて神を M1H するであらラ。併しながら信仰心は拘 mQo . lmdtmlat ) だと言は JTL てゐる。そして创此紀には 
神と人 nil との同盟•結合 ( Bllua が述べられてゐ5。この心现を私は神話的な物語『ョ—ゼフとその兄弟達 j の中 
で現はさうと試みた。さうだ。こ L で私自身の作 ag に話が觸れる事を許して m きたい0 , i 创作的文擧 i 精神分析的 
領域とが、祝祭的に伶合してゐるのだから、さう云ふ場合に自分の作に言及させて貫つても恐らく當然であらう〇私 
のこの物語の中に tr m 洋的神秘思想から來てゐると學者が云つてゐる所と正に同じ心理梁的神學！「このアブラ 
ムは謂は V 神の父である」と云ふ—が支配してゐる。と5ふ事は十分注意に似することである：> I そしてこれは 
眾に私のためにばかりではな5のである。アブラムは神を看取し*案出したのだ。彼が神のものだとした所の力强き 
特性は、怨らく神が始めから持つてゐたところであら4 了ブラムは神の生みの親ではないが'併し或る意味では生 
みの親でもある。何故かと言へば•彼は神を認識し*思考 tc 依つてそれを典體化したから〇祌の力强き特性——それ 
故に神自身^はアブラムには關係なく，帮贤上の所與であるが、间時にそれは彼の中のものでもあり彼からのもの 
でもある。彼^!身の魂の力は■或る瞬 nil には神の特性と殆んど區別がつかないで、それを Mi 合ひ、認識しつ I 一つに 
融合してゐる。そして C れとそ主が後 1 C アブ t フムと結ぶ所の同盟の起源である。この同盟は內的琪搜を表说した活叻 
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に外ならない0だ。こ 0 同盟は•双方 0 幸甌といふ最後目的のために、双方の利害關係に於いて結ばれたものとして 
描かれてゐる。人 iia の貧婼と神の貧 M とがこの同盟の中に於いて M 合はさつてゐるのだが、その組合はさ U 方は_轶 
れの训から最初かゝる北(同作用に向つて勡き出したのか"神の侧からか人 IUJ の側からかといふ都は#明出來ないやう 
な風にである。併し乍らいづれにしても，この同盟速成に於いて、神が幸福になる事と*人問が幸福にな一心事とは一 
つの二 OT 行程を現はしてゐる。それ故に固く結び造いてゐるのだといふ 31P は斷言される。さもなくして、何のために 
同盟など結ぶ必架が有る/ C らう？ 

紳士淑女諸1 T 魂が所與の贈與漭であるといふこの思想がの物語の中で一つの 4 a -. シ1な段階を M んだ事 
を私は知つてゐる。しかしこの段階が iu 洋的な贺鄹か、分析的な認識かは、この思想自身は知らないのである〇しか 
しこの思はざる一致は I 後に至つて始めてその一致は氣附かれたのであるが-人の耳固をひく物を持つ てゐ る。私 
はそれを影^と名づくべきか？それは寧ろ共感である。—-或る粮神的な近附きである。この近附きは私より精神 
分析の方が JE 常にも平くから知つてゐた。精神分析が早くから氣づいてゐたこの精神的近附きのために•かの文蜈的 
注目が惹起されたのであつて，私は早くよりそれを精神分析のお蔭であると恐謝せずにはゐられなかつた〇その敬後 
のものは『ィマ，コ IJ 誌の拔刷の送附であつた。それは7 ロイド 派の或るヰィンの擧教の勞作で、「十：一代の傳記術0 
心理^に就いて』といふのがその表！！であつた。それは全く無意就燥な表 M であつて，表越といふものが一般に内容 
を顯苦にするレッテルとして役立つものであるの 1 C , こ X には顯著にするものが殆んど示されてゐない〇萁衮はその 
論文中で言つてゐる•民話や傳說から供給され決定されてゐる古代の-素朴な生活描寫、卽ち藝術宗の傅記や、岡定 
的&樑式的卩形式的な特微、事件、及び傳龙的な秫類の傳記の公式俾統を、それ等の英雄たちの物語の中に採用し 
て"それによつて.謂は r その傅記を11{當と認めさせたのである。それによつてその傳記を腐正で•正しいとして、 
——「それが常に如何にあつたか」また「それが如何に描かれて存するか」と s ふ意味に於いて正しいとして ^ Jm 
明しようとしたのであると。何故かと言へば、人間には再認識が大切であるからである。彼は 古き ものを新らしき物 
フ L 〖イドと未來 






の屮に•類型 3 r 倘別の中に#發見した， so だらう。そしてこ、にこそ生活6凡ゆる僧賴性が横 s つてゐるのだ。生活 
は全く新らしく、一回的に、個別的に現はれてゐるので、その中に昔馴染みを再發見し^るといふ風に现れて來ない 
ならば、た V 喫驚し困惑するばかりだらう。 . —^の論文の問题は併しながら今や次の方向へ向つてゐる0 . 傳說の公 
式内容である所のものと' 藝術家の生 M 内容である所のものと0間に、卽ち類型と個別との間に境界を銳く、明確 Is 
引くことが出來るかどうかといふのである。！それは提出 S れると^時に否定される問 IM である。生活といふもの 
は，事實、形式的な要素と、個別的な要素との混合であり結合であつて、この結合にょつてこそ、個人は謂はビ公式 
的"非個人的なものへと向上し得るのであろ。多くの非個人的なもの、幾多の無意識的同一化、幾多の傳承的 H 八今式 
的なものが1藝術家のみならず人間一般の體驗をも決定してゐる。著衮は言ふ？「我々の中の多くの人々は今日でも 
尙ほ傳記的な一つの形式を、卽ち或る地位、或る階級、或る職業の運命を『生活』してゐる：…人間め生活形成の自 
曲は、我々が「生きられたる生活 J と呼んでゐる所の過去の生活と密接に結び〇いてゐる事は明白だ。」 I そして 
彼は正確 ir もョ—ゼフ物葫を例に引いて(私はそれを菩んだ ir けで"驚きはしなかつた)證明して言ふ。この tl 語の 
根本動機は、まさしく「生きられたる生活 j といふ覜念であ^/繼續としての、前人の轍を踏む事として Q 1 同一化 
としての生活であつて、この同一化は特に、ョ—ゼフの師 Hyl ッ"ルにょつて，諮_的な.莊嚴さの中に營まれてゐ 
るの •た。 何と なれば， 時間0揚棄にょつて、過去〇凡て PH リーッ 1ル達が、彼0 中 1 C 於いて現在の自我にまで集合 
して來て、その結 ET 彼は アブラハムの 般年長の下僕である H ッュル について，笵一人稱で話してゐるから。と 
ころが彼は我際はなか <そんな下愣などでは&いのだ。 

私は更に附 t 加へねばならない。この思想の結合は非常に正しい。こ0文翁はブ心理舉的興味が#話的興味へと移 
行して行く點を極めて JE 確に描いてゐる。こ?>文谅は、類型的 fc ものは神話的&ものであると S ふ事•「生きられた 
る生活」の代りに生きられたる神話とも H へるといふ事5:明白にした。が、この生きられたる#話は私の物語の叙事 
詩的 觀念 であるの 亡。私は 小說家として； 市货的=倜人的な ものから，柳話 的 n 類 M 的なものへ と涉 を ii めて來たの 
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だ。分析的領域に對する私の，親しい關係は•謂は r その際どい程度にまで踏み込んだのである。神話的興味が精神分 
祈に固有であるのは，恰度、凡ゆる詩人に心理事的興味が固有であるやぅなも0だ。稱神分祈が個々人〇幼時へと51 
つて行く S は、原始へ、神話へと遡つて行く事である。7 n ィドは a らかぅ齿白してゐる。彼が a ゆる自然科學を、 
醫學でも精神療法でも、今日まで授 spa ] か X つて硏究して來た事は•結局彼が靑年時代に持つ T ゐた人類史や、宗钬 
道德の起源に對する情熱へと、迀一!し逆轉して M つて來た姬になつたのだと。迂路を經て彼に廻り歸つて來たこの興 
味は，彼の一生の砬商潮呻代に『卜—テムとタブ！」に於いて、非常に大きく突發した。「深&心理學 」 cnefenl ぁ y - 
chologh) と S ふ成語に於いて、「深」といふ語は時問的な愆味をも持つてゐる。人間精神の深底は同時に原始時代で 
もあ P , 神話が生きてゐて生活の根本規记、根本形式が基礎づけられてゐる時代の源來的深淵でもある。何故なれば 
神話は生活の基礎づけであるから。神話は超時問的公式であり、敬虔なる形式であつて"生活は無意識からその特徵 
を再現しつ\こ〇敬虔なる形式の中へと入0込んで行くのだ。神話的 H 類型な觀 M 法の獲得は、小說家の生活に H 
•ホックを作るものである事は疑ひの餘地がない。この翮照法の獲0は、その^術的氣分の獨特 Q 高揚を意味してゐ 
る。認識と形成の新らしき晴則さを意味してゐる。か V 6 晴朗さは背 M は晚年まで保留されてゐるものな0だ。何故 
なれば、人類の生活に於いては、神話的なものは初期の原始的な段階を現はしてゐるが.個々人の生活に於いては、 
それは遲い随熱した段階を現はしてゐるからである。神話的なものによつて獲褂されるものは、现實の中に現はれる 
より高き眞现への版である。永久なるもの，常に存在するもの、普遍的なるものに就いての^ IK ましき知識である。 
形式.についての微笑ましき知識である。そしてとの形式の中で、またこの形式によつて、恐らく全く個的なものが生 
活してゐるのだ。併しこの侗的たものはそれ自身が初めてのものであ0一回きりのものであると素樸にも自惚れてゐ 
て， 彼の生活が如何に形式であり、反復であり、深く印せられたる足跡へのさまよひであるかと云ふことは感じない 
のである。性格は神話的な役割である。た e その役割はほぐ獨自な發坫や獨自な方法によつて(併しその際一種の品 
位士確實さとがあつて)演ぜられるので、單純に一回きりのものであり獨创的なものであると信ぜられるので あるか 
フ P ィド i 未來 
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この神話的 fc 役割4 T 表 rftl に現はれて目に兒ぇる所で勁作すろ役^がこれを梨しても"そのために自分が初めて e も 
のであり一一!きりのものだと云ふ感じはしない。反對に，か V る役衮は本源的な H 合法的なものを#び炎現するため 
に.また良くとも憇しくとも* 一 Afl でも下眩でも•如何なる場合でも自分のやり方で校範的に振舞ふために、ょり深 
い意識からこの神話的な役割を创造するのである。若しも彼の汊在が一回的=現在的なもの i 中に存して*るとすろ 
ならば、®際彼は何とも振舞ふ m が出來ないであらうし、肉分自身に對す5關係の中で•據所なく，術なく、常惑し 
困惑して了ふであらうし、如何なる足跡を印し v 如何なる面貌を作るべきかを知らないであらう〇併し彼が演技の確 
贤さと品位を獲得すると S ふ祺は、結局•超時閭的なものが再び彼と共に現はれて、現在となるといふ爪なのだ。そ 
の品位は神話的な品位であつて，贫しい無似値な性格 ic も尙ほ现はれ來るのである。それは自然の品位であろ。何故 
なれば無窓誠から發生するからである0 

以上は砷話的な行き方をとつて to る小没家が • 现象に對して投げた眼差である。諸針は恐らく •ごの眼^ -1 X 1 反 
なものだと考へられるであらう0何故ならば*神詁的なる涊雄|±こ1で|±觀照#の中にのみその所を持つてゐて、技 
K 照者の中には持つてゐな S からである。併し^し紳坫的な採相が4 f 觀化し*行動的な自我 n 身の中に人〇來つて、 
その中で nrw めたならば.そしてその結艰行動的 11 我が其ぱしき或ひは悲しき 1 $りを以て.そ0「#祕」その類 ^ t 
症 sa し•そしてその役剂5:地上に於いて M ずるために•卽ち基本的なものを肉 fiftCD 中に W 31 A し•神び：^體化す 6 ため 
に，そ0品位を淋ら知潞0屮に3?出したならばどうであらう0それこそ「生きられたる紳姑」だらうと甘ふ唞が1 , 1來 
る〇だが•それ11新命なもの■未だ^みられたことのないものたと僦じて U いけない〇神話に於ける生活，神^なる 
反 iif としての虫活は史的な〇生活形式である9古代人|±この様 1 C 生活したのだ。一例は4ギブト〇ク|/ォバトラ 

の形船である〇彼女は撤 y « 撤 M イシ1夕—ル=アスタルテ形態であ y . アフロディーれの人[ II ]化である。-パ n 1 

7*.\もそのパ，カス祭，ヂオ I !ソス文化の特性を刚かにするに取し•この女王の中に1デォ nyK の興愈神の完全 ■ 
なる姿を兒てゐる。ブルタ—クに依れば，女王はこの地上に於けるブフ 11 デ"ーテの 41 -时化にまで被敁した卜細人であ 
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るが，それは彼女の肉體的な^によるよりも，取ろ遙かに彼女0 Htl ティークな桢神的洗練によつて表 Ift されてゐ3 
のだと。彼女の£のアフロディ ー テ主錢•ハトしル U イシ K ) としての彼女の役削は、併し*ブルタ—クやパ nl フ * 
ンによつて始めて言ひ现はされた所の軍なる批評的 M 咨舰的なものではなくて-彼女の击觀的介在の内綷であつたの 
だ。彼女はこの役削の中で ik きてゐたのだ〇彼女の死に方がそれ^指摘してゐる？彼女は胸を滞蛇に嗍ませつ、 rl 殺 
したと H はれてゐる。しかしこの蛇はィシュタールの•エヂブト女神ィシスの動物である〇 to 女祌も鱗ある蛇の滞 
物を^てゐたやうに描かれてゐる。またィシュタ—ルが胸に蛇を棚へてゐる立慠は人の a く知る所である〇それ故に 
クレオバトラの死に方が傅說〇迎りであつたとするならば■それ ii 彼女の祌話的な向我感惝 5: 炎示したものであるか 
もしれない。彼女はまたイシスの頭飾 b である 56 想の冠を Trf り，ハトールの徽#である太陽 tf [ I を [ ill に抑んだ牝牛の刚 
角を身に飾り^けてゐなかつたか？彼女がアン ト tl ウスとの閱に生まれた子供を.へリオス ( Helios ) と ゼレ— ネ 
( seie ) と名づけたの ttm 要な‘®小を■與へてゐる〇彼女は己れが何^であ' 如何^ 

知つてゐた所の#味深丧なる —— 十：一代的な If 味に於いて「盘味深長」なる婦人であつたのだ！ 

古代的自我と、その自我の自己;15識とは、近代の七れとは典つて"排他的な所が遙かに少く •他と om 邶も迤かに 
緩かであつた。 In は r それは後方に nrr ^! いて立つてゐて、^てあ^ v しもの、中から，现在も繰返され、彼と共に、 
「神びそこに」 ^] るものを淨山取上げた。スペインの文化 tr^^ オルテガ•イ•ガセ4卜 (Ortega y GaBset) はかう 
言つてゐる。古代の人 m は lf を行ふ前に一歩後沿した、拾庞止めを刺すために後迎したトレロの燄に*古代の人 m は 
過去の中 S 範鑫し出した。そしてそ Q 揽範 H よつて庇管れ|冋時基驳し， 1 S 1 Q 中へ飛送むため 
に、恰も潜水器$:葙る樣に、その榄範〇中へ滑り込んだのである〇それ故に彼の生活は、或る狀態に於いては蘇虫で 
あり、擬古的態度であつた0だと。一"だが、この蘇生としての、 W 蘇生としての生活こそは、神話に於ける生活で 
ある。アレ中ザンダ—はミルテ-アデスの足跡の中を歩んだ〇またシ—ザーはアレキザンダ—を梭倣しようとしたの 
だと彼の古代の傅記家達は確信した。それが當つてゐるかゐないかは別として。しかしこの r 榄倣」といふ言葉はそ 
7 D イドと未來 
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の意味が今日のこ0言葉の持つ意味よ D も迤かに厲いのである。それは古代人 ft はことに親しまれてゐた所の神諸的 
间一化である。これはしかし新時代へも椾きかけ、如何なる時代にも常に可能であるのだ。ナポレオンの形態の十：一代 
的印象は ® 々强調せられてゐ る。 彼は、现代 〇 意識狀態では" TV キザンダ—に倣つて舀分をヂュビ タ 了モンの 
息子であろと自稱する事が彼に許されない事を嘆いた。しかし彼は M 洋計靈の時期には-少くともァ V キザンダーと 
自分を混向してゐた事は疑ふまでもな S 。 が後に、彼は西歐だけを取る事に決心した時 T 俺は力—ル大帝だ」と公言 
してゐた。けれどもこれは、「俺は彼を思ひ出す」といふのでも、「俺の立場は彼の m 似てゐる」と s ふのでも、 t た 
「俺は彼の様だ」といふのでもなく"單に「俺はそれである J と言ふのだと云ふことを知らねばならぬ。これが神話 
の形式であ6。 

故に人生は、何としても意義ある; g 味深畏な生活は、神話を再び血肉化する事である。か V る生活は神話に關係 
し、それを證據としてゐる。神話によつて'卽ち過去への關係によつて始めて、それは眞の意莪ある生活として眞 M 
を認められるのである。神話は生活の身分證明の棟なものだ。神話により、また神話の中に於いて始めて/空活はぞ 
の自己意識' その正當權，及び神聖さを兒出すのである。死に至るまでタレオバトラは彼女のァフロディーテ的性格 
役割を貫き撤した。 —— 人は神話を擧行する事による以上に、有意_な、殿かた生活が營み得るだらうか？ィ H ス 
とその生活をも考へて御^なさい。彼の生活は「至るところ，十 t : l 文書 Icir いてある通り j であつた。イヱスの生活の 
充啟した性格に於いて、福晋齊恶涔の文腊と、ィエスの间有の意識とを贼別する事は容易ではない。九時に於ける彼 
の十字架の霄葉「わが神わが神、なぞわれを葉て給ふや」はうはべに反して、絕望と落膽¢0爆狡では決してなく、寧 
ろ反對にか、る砹萵の救世半；的自 B 感愦であるのだ。何故なれば、こ0言葉は r 獨创」0，自發0言葉で [-1 ないから 
であ6。この言葉は詩篇逆一十二の發端にある言葉であつて、それは微頭撤尾救世主の宜吿であ％イエスはそれを 
引用したのだ。そしてこの引用語は r さうだ、私は救111:主である！」といふ m を意味してゐるのだ。それと同じにク 
レオパトラも亦、その死に臨んで說蛇を胸に擬した時には、やはり昔のものを引用したのであつて，その想味はやは 
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o r 私はそれだ」と云ふことなのである。 

紳士淑女諸君〇諸转は「式を徵行する」 ( sobrilo といふ語を私がこの關係に於いて) H ひた事を注意して顶きた 
い。それは許容し得る事であり要求される事でさへある◦この引用的生活は，卽ち神話に於ける一種の辦式である。 
この生活はそれが現代化である限り祝祭的行爲となり，祭司(擧式盏〕によつて定められたる事0戬現と&り雜武と 
&0祝祭となる。赧祭の意味は現代化としての洱歸で&いか？クリスマスの夜铽々々に世界救濟の赤坊が、惝み、 
死に"# fK するといふ運命を以て，この地上に维れ來るであらぅ。祝祭は時問の捣棄であ b * 先例であり、定まつた 
原型によつて M ぜられる所の祝祭的行爲である◦こ、に於いて起る事は、始めて起る事では&く.儀式的に，範例に 
從つて起るのである。それは现代を柿へて再歸する。恰度、祭禮が時 [!]] の中に禅歸し t その形相と時とが、極始めに 
起つた通り交互に现はれ來ると同樑に十 a 代に於いては各々の祝祭が本質的に一つの演劇的な事件であつた。一つ0假 
而劇であり、僧侶によつて行はれる所の.神々の物語の舞壺的^現であ，つた。例へば、オシリスの生活と惱みの物語の 
如き、キリスト敎的中世 if これに換ふるに、天！：と地獄と/恐■ろしき地獄の A 口とを持つた神祕劇を以てした。ゲ 
I テのファゥスト It 於いてもそれが禅歸してゐる。それは謝肉祭笑劇を、平俗なる身振劇を持つてゐた。それは生活 
に尉して神話的な■術の光を與へた。そしてこの光の中に於いて"生活は、笑劇として"祝祭的に®きのこされたる 
もの、渖剷的寶现として、滑稽劇として m はれてゐる。そしてこの滑锫劇の中に於いて"神話的&性格0)傀儡が々 
現はれて，不變なる，そして滑稽にも：冉び現代と&る所の「行爲」を繰り擴げ實现すろのである。但しこの神話的な 
慈術の光は、演技する人々の主觏自身の中へは入り込まず"その人々自身の中に於いて、遊 M 意識として、祝祭的= 
神話的意識としては现はれず.從つて『ャーコブ物語 r 殊にその「偉大なるョークス」の#の中で不思議にも現はれ 
てゐる樣な叙事詩は示されないのである。こわ「偉大&るョークズ」の中に於いては、人々は凡てその何たるか、如 
何なる足跡を迆るものなるかを知つてゐる*そして彼等の間で、例へばィザ—ク、エサゥ 、ャ ーコブの pa ] に於いて、 
齡い=滑秸な物語が神話的な祝祭笑劇として、滑稽に悲劇的に演ぜられるのである"例へば、 H サゥといふ赤い您魔が 
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愚弄せられ•ぺてんで父0覦福を指き上げられる.宫廷人はそれを E て菩ぶのである。——だからまづ，狼一にこの物 
語の主人公ョ—ゼフは•生活のか X る祭司ではないか？彼は一種の優雅な宗敎的大詐欺を以て、タンム—ッ H オシ 
リスの神話をその身體に於いて現代化するのである◦彼は_ら"引き割かれ、1 i められ、そし X 役活するキリストの 
生活を自身に「起らしめ」、そして彼の祝祭的演劇を、一般に深莳からのみ祕かに生活を決定し形造るもの•卽ち無 
意識を以て行ふのである。所與の贈與者が魂であるといふ、聪而上膠容と心理學茜とのこの祕密は、ョ|ゼフの屮に 
於いて、容易に、浈劇的に、藝術的に、晴朋に、加之、欺瞞的に、道化容的になつてゐ0。彼の中に幼兒的な性質が 
暴露されてゐる。そしてこの言葉に侬り我々は次0事を認めて"安心するのである。卽ち我々は外見は非常に離れて 
ゐる様に見えても、我々の對象、我々の祝祭的尊敬の對象からは殆んど遠ざかつてはゐない1我々はその名饗のた 
めに話す事を決して中止してはゐないといふ事$:……。 ， . 

幼兒性•子供つぼさ—こ CO 眞に精神分析的な要素が、我々凡ての生活に於いて、何といふ役割を減じてゐる事で 
あらぅ。それは人間の生活構成に於いて、しかもことに神話的同一化：模倣生活，前轍を踏む生活の形式の中で、何 
•と v > ふ强 S 關與を持つてゐる事か！父との結合•父の模做及びそれを翻跸してのよ0高くより精神的な種類の父代償 
0構成— これ 等の幼兒性が、個々人の生活^上に，如何に決定的に—如何に感化的に、■如何に形成(敎苜 ) 的に働 
きかけてゐること/ C らぅ！私は「形成(敎 W ) 的」と言つた。何故なれば"形成(敎育)と^づけられるもの i 中 
で、设も樂しく最も蔣ばして決定は*私に取つては何と言つても.あがめ且つ愛する者によるこの形成であり、感化 
である。最深の同情から選はれたる父の像と幼兒的に同一化する寧によつて受けるこの形成であ0印刻である。わけ 

ても藝術家は-この本常に遊び B して、しかも熱愤的に子供じみた人間は--か X る幼兒的な描倣が"彼(7)傅記の 

上に*彼の创造的な生活行狀の上に 、 a れたる、しかも明白なる影锻を與へる事を歌に歌ふ槊が出來るのである。し 
かも彼の生活行狀は、 M 々時 K 1 I 的に性袼的に非常に述つた條件の下に，また非常に違つた I 我々は言ふ！子供ら 
しき方法を以て，半祌の生活を新らしく蘇生せしむる事に外ならないのだ。それ故にゥュルテル及びマィステルの段 
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階や，フ，ゥスト及びデ"1ブンの¢5齡相を回想してグ|テを r 棧倣 j する事は，今日に於いても"無意識に一作家 
の生活を缚き、神話的に決定す om が出來るのである。——私は言ふ、無意識からと。たとひ■術家に於いては、無 
意識は >L ゆる瞬問に微笑め 6 货識と子供的な深き注意深さの色調を帶びてはゐるにせよ。 

この物語〇ョーゼフは，彼が演ずる限り，卽ち神の「榄倣」を以つて無觉識を演ずる限^一侗の簕術家である。 

. — だが私は、無敌諏がかく遊戯にまで喑則化 3 れる 事， 無愈識が组活刨造に對してかく浓茚的である W 心珊學と 
神話がかく物語の中で^合して? J る Ilf —— それは同時は文樂と精神分析との祝祭的^合でもあるのだ^—などを夢屮 
になつて；1 i つてゐる時，如何むる朱來的豫感•未來的.甚びの感が•私を■へるかを知らない。「朱來 J ——との語を 
私がこの講演の越に採用したのは、眾に、朱來といふ槪念が.フロイドの名前と低も好ましく、知らず/、の fin に結 
. び涪いてゐる槪念だから 1 C 外&らない◦だが"私は街樣の前で話してゐる fill に、茜しか till 違つた ff 知をしはしなかつ 
たか？「フロイドと神話 j といふ方が今まで結綸的に話した内容によると、正常&演祖であつたかも知れない、と自 
問せずにはゐられなかつた。けれども私の感情としては，名前と言葉とをかく結びつけたいのだ。そしてこの結びつ 
けを，上述の取柄を以て K 理であると認めたいのである。さうだ、こ0神話の基礎の上 tc 於ける心理の遊戯！この 
遊戯の中に於いて 7 R 1 卜的世界に親近せるかの物 rr は作られた0だ I に於いてこそ•新ら しき人 I1H 感情、來るべ 
き人道虫遜の胼芽と要索が決定せられて描はつてゐるのだといふ事を私は K に敢て信 f ると共に、全くかう確信して 
ゐるのである、卽ち、今 n 秫々の方法で構成されつ、ある新人類學のために"より賢明な，よ 0® EJ 1 な人1111性の家の 
ために、赴も m 嬰なる礎石の一つが、フロイドの 畢生の 祺業によつて持ち來た5れたのである m を 人は 認めるであら 
うと◦この释師的心现學#は' 我々が魏感してゐる所の•そして尙ほ多くの人0手によつ TK 撤〇れるであらう所の 
未來のヒ ュ—マ 11ズムの開拓^として#敬せられるであらうと私は信じて M はない。 この米來のヒュ丨 マニ ズムは昔 
のヒュ—マ 11ズムとは全く異つたもので、 それは 神經症 的 不安 や、 そのための mM の中で惱んでゐる 今日の 人類の そ 
れよりも遙かに大膽，遙かに自由晴朗、そして遙咖に技巧の圆热せる關係を•隱れたる力、無意識の力 •「エス」の 
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力に對して保持するであらう。フロイドは言つてなる。將來は恐らく、無意識の黎としての精神分折の意味は，洽療 
i してのその價侦を遙かに凌鹩してゐると判斷されるであらうと。しかし無意識の學としてもそれは治捩法である。 
.超個人的な治療法、偉大なる形式の治癍法である。諸君はそれを詩人の妄想であると取るならば取れ。 —— しかし無 
意識に對する反語的な、#術的な、しかも必然的には不敬ならざる關係を招來して、それにょつて大いなる不安•大 
いなる m 惡を解消し克服することは、それとそこの科學の人類救濟作用であるといふ風に考へる事は、夺：體として無 
意味ではない。 

分析的洞察は世界變革的である。この分析的洞察と共に一つの晴朋なる邪推が世の中に抟ち來たされ、萬物を淼薅す 
る所のその疑心を魂の隱れたろ部分とその隱謀 1-C 向けた。との疑心は一度び目酲まされたが最後再び消免去る事は決 
して出來ない。との疑心は生活に浸潤し、生活の粗野なる素樸さを埋沒して，生活から無知の情熱を取去り，英國人 
の所謂「控へ目」の趣味にまで、誇張的な表现ょりも寧ろ控へ目の表現にまで*また力を節度の中に求める所の中間 

の.尊大ならざる言葉 ( D - 文化 . ：中庸の文化にまで敎育しつ X 、その落齑きを促迆するのである。だが、この中庸 

Besheideusit の語は心得てゐる wiheidtwi — u から來るのであるといふ事、語原的にはこの語はか、る意味を持 
つてをり、この意味を越えて第二の節制、中嫌といふ意味を取るに至つた0であるといふ事を*我々は忘れてはなら 
ない。「中腑」を「分を心得る」から知る^ — といふ事は‘晴朗に冷靜 なる 平和な世界の根本基調であ D 、 この根本 
基調を共に招來するためにこそ•無意識の科學は鼓吹されるやうになるだらうといふ事を我々は承認する。 

この無窓識の科學〇中には先11容的なるものと.胬盏的なるものとが混合して入り込んでゐるために、か、る希望 
は进認せられる。フロイドは嘗てそ0夢の說を「民衆0信仰と神秘思想とからかち得た」「科學の新しき國の一片」 
と^附けた。この「かち得た：一と S ふ語の中には*舉漭の殖民地的な精神と意味が含まれてゐる 。 「H スがあつた所 
のものに、肉我はならねばならぬ」と彼は箴言的に言つてぬる。そして彼は自ら"精祌分柝的琪業をツイ I グー海 
czuidel ) の排水にも it せらるべき文化事業であると稱してゐる◦かくて®後に、我々の龊艏する C の尊敬すべき 
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•人の容貌は、老いたる7ァゥストの而貌の中へとーヴにな0'て流れ込むや5'に我々は思はれ66『漉りたる海原ひ坻 
界を狹めるために •大海を i がから阳め出さう」といふ强い慾望に驅0立てられる老フゥゥストの而貌と_ つになつて 
流れるやうな氣がする。 

「すれば私は幾百萬人に土地を r/rl いてやる m になる 0 
安全ではないが■蚴けば13山に芯らせる。 

さういふ群を目の前にしながら 

私は { Erf ' I な民と共に自叻な土地に住みたい〇〇十 / c - OJ - • 
それは"不安と m 憇から解放せられ"平和に迄成^したろ未來の域である。 (完〕 

ISS *〕 一 

一及 r 丨-ーオ•クレーグル』『ブツデンブローク家』兆にトマス•マンの小 St 】 前^は一九一四非、後^は一九0|.トゼ 
三イシユタ！ル'」 r バビロンの中心的女神、時代の0るにつれて幾多れ神々 をその 中 [: 包八 ！- , I して、逭ひ ult 取に女柳を si はす 
泡稱 i なつた。 

四アスタルテ、近東洋(トル ri ょりべルシャまで〕の中心神アシムヲのギリシャ^、アンシ y ャ、パ c ソ地方の文化 1 C 於 
けるイシユタルテに和常してゐ do この神の倍仰はエヂブトへ入り込んだ、， 

五"アブ&ディーデ O U 丨 - V 人連のヴ X 1 ヌス，緊餞*愛、魅惑-優弟の女神0 

六、 バヲーフょン〇バーゼル穴^敎授、 t 1 ! 代硏究家 C 一八！五 —— I 八八40 

七、 ハトール'一 H デア トの 天の女神でま T : 愛の女神と も 首 it れ、從つ てギリシャ人にはア7ロデイーテ i 阔じ拔に fw されて b 
?;。 こ の神| 1 3;外*卽ちミナイ半ぬかミ9ャ等で特に信仰5れた0彼女は牝牛の頭>してゐて角を拮つてゐる0 

/\ 、イシス 、 Hrr 卜の女神、天©女神として北部 h ヂ ブト ー骶に信仰 5れれ〇ギリシャ人等 UU デメーターやアフロディ 1 
テと同じやうに0?れてゐた〇彼女は哿辉、頭に牝牛の角か鉞いてゐ^〇そしてその兩角の開に太跺か希けてゐれ〇 
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九、 ミルテ 4 アデス〇アテーネの英雄、ダゥ 9 K 王のスキタィ征伐！ i 松つてドナゥ河主で行つたが、ィオ=ヤ#勁の?;めに歸 
國し?:〇マラトン11於けるぺルシ卞取破滅は彼の功縱でぁ5。^年ぺルシャ0友邦パロス岛^討つ?:が傷き、その^のれめ 
問も無< 死ん*:。 ， 

十、ゲ i ア『ファウスト』第二部の內4官 M 內の大1中 E に於け る、 主人公がの死の直前の科白の一節。 


『フロイドと未來』譯後に 

實に堂々たる大講演で流石に世界的文豪の名に値するも0である。文藝作家にしてこれだけ學 
的思考に堪え得るものは、わが^には殆ど^當らぬやうに思ばれる。文藝と糈神分析との關係の 
或る一而を十分に r £ s てゐる が、 まだ他幾多の關係面がある。 

たじフロィドが W 學の意氣を認 fc - ぬとか"哲學の科學への上位を知らないとか云ふやうな批評 
は如 あらうか。私は俄に トマス •マンに同ずることが出來ない。フロイドが科學としての稱 
神分析の限界性を說きこれを世界 li と混同すべからざることを反復强調してゐる點だけでも、そ 
の事はふ旣に明かになつてゐる暂だ。が、學問の上位とか下位とか云ふ價値體系は T I ビトラリ 
なものであらう。ポリチヵル&盘味では確に哲學は科學の上位にある。科學は政治的でないと云 
意味で Mffi があるのだ。本文表 M 上 Q 肖像はマンである。(大槻〕 
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敎育者の爲の精神分析槪論(ァナ•ミィど 


今假 1C 、子供が金然 0 分の母親の手で宵てられずに、 
此の大切な虫後ーヶ半の ns ] を乳母から乳母の手に诚る 
か，それとも何處かの托兒所で、あまり熱のない保姆の 
世話^受けて過すものとして見ませう 0 

斯綠な場八：：)幼兒期の班®的な感情結合5:缺く取 
が•其の子供の將來の生活全的に大きな影独を及ぼすも 
のと考ふべきではないでせうか。或は又少年が自分の榄 
範と仰ぎ、指^敦と考へてゐる父親が酒のみであるか、 
精神^背或は犯罪^であるとしたらどうでせう。 

若しさうだとすれば、父親と同じやうにならう とする 
努力—本來ならば敎宵上疏も大切な補助的意 as : もつ 
努力_^が此の場合には子供を一路破滅に翦くゃうな結 
姑になつて了ひます。 

兩親が別居してゐて、互ひに子供を自分の方に引答せ 
敬 W 洛の岱の精神分析槪論 


宮田 齊譯 


ようとして閲ぎ合つてゐるやうな^合には*子佻の倌賴 
と S ふものが、ぁまりに早く醜めた批判力のために押し 
溃されて-その結艰彼の感情の發 M が全 rfll 的に偎けられ 
るので $> y ます 0 

玆に(私は)、別れて住んでゐる兩龊を洱び結び合せよ 
うとして空しい努力を t げて來た八才になろ 51 の子の言 
葉を御紹介屮し度いと思ひます。「お父さんが母さんを 
嫌つてゐれば' 母さんも父さんが嫌ひに&る。さうすり 
や•二人典供のことを好きになれないし、伎だつて父さ 
んや母さんが要らなくなつて•家中がつまらなくなつち 
やふよ L ? 斯樑た事態から子供が惹き/ II す結論は大體こ 
んな具合に危險なものなのでぁります。子供はちやう 
ど ， M 主への信賴を失つて•自分の仕事 1 C 悦びを感じな 
くなつた破產會社の從業 M のやうな行動に出て參りま 
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ず。つまり/彼の仕事とも云ふべき JE しい發達を止めて 
了つて、歪んだ狀勢に應じて異常 7 J : 反應を示すもので 
ず。 

担て、本 m の私の講演は一先づ此の邊で終りといたし 
ますが、要するに私辻、人 fin の瘀も幼い時代に起つて來 
る S ろ<の事柄を、精神分析法の力によつて#生した 
姿に於て御聽取り浈いたわけであります。これ迄 fc 敍べ 
た個々の事柄に就 S ては、褙槪方の方でも•どの程度に 
信じてよいものか、或はまたどの程度迄は信じられない 
か等"いろ^^御^へもあらぅかと存じます。 

が、孰れにもせよ，精神分析は今申したやぅな發兑を 
行つて、一般人の注意を幼兒期の體驗と云ふものに向け 
る事に寅激したのであります。最後に當つて 一 つの事件 
を御報吿致しますが、之に依つて皆様方は、斯樣な理論 
的考察から霜き出された m 搜的な結^を御了鮮下さる事 
と思ひます。 

典0;件と云ふのは， ® 近獨逸の或る裁判所で離婚訴 
訟祺件の判決が下される事になりましたが、藤现が進行 
して行く中に，この夫婦の fli ] に出来たニオになる子供を 
何方に^ I き渡す可きであるか、と云ふ問 Is が起つてまゐ 
りました。處で、夫の供述に依ると、敗の妻は色々の性 
癖を持つて居て、どうも子供の敎育には不適當だと云ふ 


事であり J 方逛の言分は iKo 子はやつと二つになつた 
ばかりなのだから、敎育といふ問 ® ではなくて養護して 
やるのが當然だと言ふ事でした。其處で論爭の中心點は 
+ r 抑々子供の敎 W は何時から開始す可きであるか」とい 
ふ事になつて來て、此の點に就いて專門家の意見を聞く 
事.になりましたが、この際參考意見$:出した人々の中、 
精神分析派に M してゐる荠は一部分に過ぎず、他は大槪 
在來の學派の人であつたにも拘ら t r 兒童の敎育は出 
生笫一日ょり始まる OJ と云ふ答申衆が出來上つたので 
あります。若しこれが精#分析發見以前の出來事であつ 
たならば、恐らくこれと趣を異にした結論が出てゐたこ 
とは疑ふべくもありません。 

第11講幼兒期の本能生活 

前回〇講演で述べました事柄を皆槪がどのやうに御聽 
取り下さつたかは、固ょり知る由も&いことですが、皆 
様方は恐らく私の御話から二 mo 印象を御受けになつた 
ことであらうと思ひます。 

と屮すのは，皆樣は光づ"夙うの昔から解り切つてゐ 
る色々な^柄を、今11事々しく 1 K ■みをつけて並べ立てた 
もの^とお思ひになつた^でありませう。私が' 現代を 
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宛も、敎師が兒窩を家庭から分離した孤立の 人格と して 
觀てゐた時代と同じものであるかのやうな誤つた考へを 
持つて K り、*へた•今日では赀株の中の一番お若い方で 
さへ•何か闲難な問! M が起つて來る度飪に、先づ子供の 
{我座瓚揽を考應に入れて、兩親が 51 :しくない感化を及ぼ 
して M はしま S か.兄弟の111]のその子の立場はどんなも 
のであらうか、つまり總領であるとか或は中の子•或は 
末の子であるとかいふ立場がどんな結^を W すか、と云 
ふやうなことなどに迄考へ及んで®られると云ふ ij £ 贺を 
失念して®るのではあるまいか•と御感じになつたかも 
知れません。俾樣方は常々、學校での子供の態度行動を 
ば其の子の{取庭に於ける取扱方に照らして見て說明を與 
へょうと努力しておいになるわけであ0ますから、改め 
て私が1#演を致す迄もなく •兒衆の性格を共の子の家庭 
内での的驗に迄遡つて考へると云ふ車は、 K くに^行さ 
れて居^^なのであります 0 

また、 この やうな m 純な事柄を如何にも大げさに欧聽 
したものだと御思ひになつたかも知れません。つまり" 
私が凡ゆる 場合に、幼 兄の感情や行動に 一々 成人の 感情 
行動の表現を常嵌めて解釋し•一般に大人の行動を言ひ 
表す場合に使ふ文句を用ゐて兒宽の行動を敍述したので 
あります。例へば、子供が日頃兄弟姉妹と小競合ひをや 
敎竹若の爲の精神分析槪誨 


るのを危險極まる死の願望に變へてみたり、或はまた、 
男の子が母親に對して持つ他愛ない，政傷的な氣持を、 
性的に女性を欲求する男性の性愛 1 C 翻譯したりしたわけ 
です。父親と共同生活をして—典の强い力を常々感じて 
居る^の^が、父親0命令と自 tfl 0制限と 1 C 厭々ながら 
服從するのは、至極常り前の取なのに•私が御話した所 
に依ると"これには彼のシルラ—がドン•カル D ス*の 
中 tr 描いてゐるやう&父と子との 4 fIB がある£とになつ 
て居ります。 

*tiop csls Q 787 } シ ル ラ ー 作の T 1 ! 典戯曲。スベィン CO 太 

公ド>*力か！1ス广19 1 £;|5^と繼母エリサべ1卜との戀の 

鸫締1-取材しれ t のであるが、史焚 i は典なるといふ。 

以前にも街探は、精神分析なるものが•幼兒の感情狀 
態をギリシャの昔物語にある、父親を殺して生みの母親 
を妻にしたあの H デ"ポス王の感惝に? I へるやうな耶迄 
やつてのけるのだ等と聞かされて吃黯りたさつた琪もあ 
らうかと思ひますが、この私の講演は結局呰樣が精神分 
折に對して持つて居られた先入觀念が、金然根據のない 
ものでは ri かつたことを證明したに過ぎず，而も饼樣方 
の經驗を土孩として左様な觀念を一つの判斷に代へて了 
つたやうな事になるわけであります。 

然し，私は精神分析の採る立場を玆で論證しょうとは 
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思ひません。只•これに就いての最後の御判斷を今#ら 
く御獮豫願ひ度 S のであります。 

拉て、前に中した MP •精神分析の菏へ方と金く一致 
したあの獨逸法廷での判決に戾つて菏へて參りませう。 
一體、出生第一口からの敎育といふことは何1:意味する 
のでせうか。今 n 迄その精神現象に就ては殆んど何も解 
つてゐなかつた、ま6で幼い厭のやうな、小さ W 人間〇 
うちには，敎育すべき何ものか i : あるのでせぅか。抑々 
种有活動は何處から仕事に取掛つたらょいのでせうか。 

兒宽の内的生活と周固の人々 との 關係に就いて，私が 
述べて參つた所から推して考へ ますと、 之に對する答は 
至極簡單なやうにも思はれます。 

つまり、「幼兒敎 育の 任務は、兄弟姉妹及び父親に對 
する兒童の敵對的 願望と、 母親に 向 ふ愛欲 (02-—) と 
を 抑へ つけて、それ 等が ^ 现 されるのを防ぐ」ことにな 
るやうであります。 

が 併し、 一步突込んで K 将 して 見ると> 初期の敎育に 
就いての此の樣な定義は不充分である ii かりでなく1稍 
滑稍にすら思へて參ります。幼兒は成人の環境の中に投 
げ出された無力な#在であつて"此の現境をつくる人々 
の好意に賴つて辛うじて死滅を免かれてゐるのでありま- 
ず から •幼児の力といふものを、 周圍の^ の力と同列に 


考へることは，必十その子供の爲に宜しくない結果 fc 生 
み出すのであります。從つて、子供は自分の危險な願望 
を實現する機#と v > ふ ものを少しも持たないのでありま 
す。少年 S 判 所 や幼兒診療所で取扱つた例の 中には、 事 
實男の子が母親に對して徹底的に^と申しても自分の 
身體的發達の程度に應じて —— 父親の役を勤めたま 
た、少女が父親に依つて妻としての用に佻されたこと等 
も あるにはありますが"斯扱な場合に も， これ程の诹外 
れた願望 BC 現を行つたもの は、 決して子供自身の力や精 
神力 ( K ネルギ I 〕ではなくて、自分自身の愛欲を充す 
爲に、それに呼應して來る兒童の願望を利用した、成人 
の異常行爲が原因となつてゐるに過ぎません。現 a 生活 
に 於て は‘ 子供の攻擊に對して父親を庇 ふょりも、 父親 
の 怒りに 對して子供を護る方がず つと^^ 大切なのであ 
ります。 

斯様な次第で、幼兒期敎贺の定義と S ふ問組は采だ釋 
かれたわけではなく.その內容も明瞭ではありません。 
そこで，もぅ一度例の判決に歸つて，兒11?養謹と兒策敎 
育といふ二つの槪念を比較研究して見たならば•或は之 
に對する答へを見付け出す上に新し s 道が柘けて來るか 
も知れません。 _ 

擁譴の定■を下すことはさして六ケ敷はありません。 






— 
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玲本®の四大特色 

一、 現代日本人が諮洗たる茁を忘れてゐなぃこと 

二、 斯舉の紐樅的知詭を與へるてと 

三、 赀例はみなわが ㈣ のものを取げて興味多く说 
けること 

四、 その理論的枇诹につき明快にして吸【を灯やす 
いこと 


苐一章精神分析とは何か 

(t ) 無: d : 識の發见。 i \ mm a 粘祌分析 （ t ) 夢の 
解 H その方法と: ft 例。別刪的の夢。 ( U)MJCC 
識と粘神疝、神經龆、無窓識の特徴。相反並存 
性とは。 

第二章精神分析の科羅性 

¢11科缵とは何か0 ( I )种々な解作の可能。 

( n ) 解稗と認識〇 ( s ) 科取性の梅雜〇二恭選一 
と無意識。 （ Y ) m 掏決记。竹収物^分祈。 （ M ) 
所誚科學者の偏髡。 


第四章起心理學としての砧祌分析 

三つの見地とその綜合。（1)钡的見地。 （ iu_j 
所的]!地。（置）鞞濟的 ii 地。 

第五章粘神分析の發速 

([> シャルコー及び-:;ヤネ_ 0 ( I )ァ〇イドの 

史的地位及び特徴 。 iwmmmno ( u ) ュング 
アードラー、その他の分析取*の特微。〔皿）秘| 
際琪您と研究楢腿。 

第六聿粘祌分析硏究手引 

( T ) 我が刚に於ける硏究史及び文獻〇 a ) 術甜 

表解 (索引）。 



%仙改訂笫四版*四六版 . 「j ■扮二葉 

定價80錢*送料6錢 



沌ィのの IEf 
各デ® a 物 
I ) H 籾列氏 

U 0^0 

〇說(1(1111。 

は力。。味 

i0^m 

ス。能分汾 
ム脫本 e 改 
nu K I 死^爹 
g チ r 也羝文 

順ルビ 。 f 

ro ナ yasi 。味 
祈。。感合興 
分现說性鉛的 
神心踮兒と^. 
g の抑幼析詛 
彳的。。分首 
* Tfr-v lr]i:a 5 £a 〇。 
nI ) 现ス嵌;1]析 
BH ( I のボ饴應分 
穿 



東京精神分析學硏究所出版部 

IP — 


敎 W 奔の爲 S 精神分祝概論 


兒宽の擁護とは，兒宽の要求を充たしてやることであり してゐられるやぅに計つてやり.怪我其他の生命を脅か 
ます。乳母は子供の飢を充たしてやり、身53を淸潔にし す危險を防いでやります◦つまり"子^の必要とするこ 
てやり 尤もこの方は、子供自身の欲求といふょりは とは悉く - W 行してやつて、而も子供からは何の返報を求 
取ろ大人の希望広ょるものでせぅが I 安®に、暖かに め&い、これが擁護であります c c 朱完〕 
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「流行現象」の無意識的意圖 


(1〕流行は m 函無货識の仇花だ。 C 2〕 r 流行」®諸硏 
究をみる〇 (3) 便越者の「區別」(4〕優越階 M の代攝 * t : 
ち。(5〕 K 衆は何故 r 模倣」するか I XJC 睽•補償.退行 
の社#機制〇 (6〕 「反 對税 mj c 夕 V ド〕 を 飛 SS して民衆が 
r 社會的紐0」を斷つ時！ 

1流行は集幽無意識の仇花だ 

1936 年现在.街々では「ハ 9 キる J といふ流行語 
が溢れてゐる。その言葉の表 M 的な意味を解釋 すれば' 
リビド 15 : 锁極的に生活へ向けて ゐると 云 ふこと になる 
であらう〇 :技に「非常時」らしい J 1 猛な精神1:现はして 
ゐる 。が 併し、 これ も馊は-こ〇言葉を發生させた社# 
狀勢に封して、ハツキ y と.隱された(云ふ 常人 達さへ 
氣附かぬ)意11をもつてゐる。 ep ち"「ハリキる」こと 


高 橋 鐵 

の0さ——あらゆる生活への自嘲的意味を含んでゐる。 
「わしァ近頃一寸ハ リキ ブとるよ」と S ふ53 は、 本當 
は•絕望的な努力を無意識的に感じてゐるのだ。「奴は 
大したハリキリ*ホーィじやネ」と W ふ人物評は， B ; は社 
會的な夢を嗤つてゐるのである。 

しかもこの流 irr 語は跋 E して行く？正規な社會觀を 
敎ぇられぬ人々にまで無意識の共嗚を以つて擴つて行 

<o 

このやぅな流行現象の集画無意識観は軍に言葉ばかり 
ではなく，服飾•蕤術•遊戯•學術•宗敎_惯習などの 
文化形態にあてはまる。たとへば「暗い H 曜日」といふ 
曲が lit 界的に流行するのも•それを受け入れる社會(世 
界各阈の資本主義社砰機撾)下の集圈無意諏が胸ぅたれ 
るからである Q 
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筆笤は斯く、流行現象を一社#段階に於る文化のシム 
ボルとして • K 衆の白13夢を分析し，又.如何にして多 
くの流行が發生したかを例示してみやうと思ふ。 

2「流行」の諸硏究をみる 

资本主義經濟學の「茜父」ゾムバルトも斷言してゐる 
やう 1 C 「流行は、殊に今 n の形に於る流行は、資本中：遜 
にとつて ^ 愛の寵兒 で、 且、その木質の根Xから發生す 
6ものである 」 (Dou Mnderue Kapitali 々 muB ) にもか i 
はら中、 EI 下のところ、その硏究は不思諮にも「定雜 J 
以上のものにはなつてゐな so 

それはこの現象に斧を入れた人々(生に社#心理繆 
漭〕が 案外、 骰も大切な人々の無想！一而に 鈍く、 或ひは 
貨本主雜經濟學を矜過してゐる爲、跛行的になつて、殘 
されてゐるのであらう。 

こ、ではまづ、それらの内—股も明らかにされてゐる 
「定義」的な問越を一 W しやう。 

F ■フ4シ*ルは云ふ。「流行とは典の時々に適用され 
る諸文化形態の總 & S に對する總括概念である J と。 H ル 
スタ—の定毅も向 様で、 「(流行とは)た ^ 一時的に行 U 
れる文化内容の形態そのもの"或ひは又、此の形態の校 
倣そのことである」 

「流行 m 鍬」の無茲識的意圆 


こぅいふ定義は甚だ漠然とした廣義のもので、な fc し 
ろ流行現象そのものが「不斷に變遯すると5ふ事^は万 
人が 充分求知してゐるくせに.どうも學說は充分で& 
SJ CH ブレン ) ために， E * A , ロッスが怖かに限定的な 
命蛆を加へてゐる。「流行とは、 人々が あるも〇を選擇 
する時のその標维の循瑣的變化の系列をいふのである… 


どうも^ 1 C 妙 fc シロ モノで、 されば t そ， マ— ク '卜 
ゥエンが「流行馬鹿」と稱し*ゾムバルトが「流行1_」 
と稱したのであらう。そして、この馬皿乃至は應物的現 
象も失版 y 辨銳法的な科々の膝史をもつことは、クルド 
も不朽の^作「模倣の法則 Lslois de iimiEiollb 中 
に規定してゐる。 

(拟做--^反抗-發明〕！ 

私は、この现象過程を總て跸濟的土祭から發生する仇 
花と觀るズマルクス「唯物史觀耍約」 參照〕そして 此の 
仇花が總て隘された企 M のシム•ホルで あることについて 
社#分析を企てた。 

1優越者の「區別」， 

D ッスも述べてゐるやうに、劣者は常に優越荠の外形 
を梭倣するが"優越^はそれに對して E ぐ新しい R 別を 
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立て V 行く爲 T 劣漭の模倣が機敏なればなるほど新しい 
流行が頻發する一のだ。 

けれども，こ〇區別(卽ちクルドのいふ r 發明」 ) と 
ても•必ず何等かの意味に於て®越せる彼等支配階級の 
態度を具现したものでなければ、流行するに到らない。 

フランス革命前"宮廷を中心に、鯨骨で腰を傘のやぅ 
に 膨らませるクリノリンと いふ衣裳が 大流 行した 。これ 
は初めはその r 發明」をした貴婦人が自分の姙娠をごま 
かす爲だつたと傅へ られ てゐるが、結艰的には確かに、 
横幅を獨占する絢爛な戚嚴5:企圖してゐる。 

又、日本でも元文の頃、上方くだりの宮古路豐後橡が 
裾まで屆く長羽織に細身0刀を落しざしにして懷手のま 
下駄ばきで濶步するといふ風態を流行させた。この 
姿は唯想像するだけで S ぇ、去就に迷ふ封建時代の姿を 
そのま i 兒せられたやぅではないか。 

元祿の頃には、若衆歌舞伎が士道までも紊すため斷 IE 
下つて、ソドマィト的役若の前髮を野郞如風に刺り落さ 
れた時、その一人荻野澤之祇が紫布の左若へ鉛を入れて 
醜化した前髮を被ふと，それが忽ち武家女にまで流行し 
だして、後世まで傅はる深之丞峭子と呼ばれるやうにな 
つた。こ、に策翁は—封紐江戶〇胎內に孕まれ行く文化 
的軋礫形式を指摘することが出來る。朵誌昭和十 


年 七 八月號拙捎『間 性 伸 M 抉錄』 參照) 

世界の女性風俗に革命を起したシ " 1トスカ I 卜も" 
この軋樣形式に他ならず、千八百九十五年頃、常時の所 
謂淑女階級に流行した自轉車川の服として出现したのた 
と云はれてゐる。產業革命0波を加ぶつた近世社會が必 
然的に> 所謂斷裁美を採る女性の進出運動と結びつき、 
それが今や、跫本主義第三期の女性にとつて生命懸け0 
露出慾を滿さしめるすべと化したりするのである。 

か i る例說は殆んど際限ないので I おそらく唯 I つの 
流行事物を攻究しても而白いに違ひない。だから■こ X 
には、流行现象は必ず優越 ■# が彼等の階級的 n ムブ V ク 
スを昇華發散する I 表現であることを論斷しておくにと 
ir め 60 

4優越階級の代攝渚達 

前锅の例の中"私は、流行の發明者として俳優•音曲 
滚.女性を取げたが、譲翁諸氏の.中には、彼等が優越容 
かと 疑問を もたれる 方があるか も 知れない0 ( こ‘に亦- 
一問題がある) 

なるほど、「發明者」中には•普通から云へば，もつ 
と地位低き^さへ多いのである。 

例へば，江戶 fuM 年間，新興商人の C 儀達にまでセ A ， 
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セーシ m ンを格起した「お六卷き J の元は、淺取寺内 
の水茶屋「お福茶屋」の荼汲女おろくが黃极のぎき櫛を 
艰ねた髮に逆さにさして卷いてゐたのからださぅではな 
いか。(この異常に甲斐々冷しい運励型の髮型を一考さ 
れょ) 

又、斷髮の起 M は歐洲大戰位時、看護婦が虱を抓伐す 
るための悲慘な「發明」にあるのだと云ふ。(女性まで 
励^される帝^主^段階のすさまじさが、こ\にある！) 

そして、確かにこれらの彼女速は優越者や支配附級で 
はない。が又、致川 TO 彥氏などの「協調的」提 K のやぅ 
に「流行といふものは時代に敁も進んだ自由人がそれを 
作る」(化粧の心诹」)のではない。 

猫て本質的氟「自山人」&んてものが階級岡呼の膝 
史にある蹕はないのだ。 

では、誰が流行發明游かと云ふと、笨背はそれをハッ 
キリ指名し捋る。 Gn ち、ソーシタイン％ h グレン敎授が 
發阽した階級—代攝的^閑附絞 ys - ps , 目 gJJK . 目3 c】i 
の人だ a 

彼等は奴僕として—或ひは a 奴隸としてブルジ，アジ 
—に仕へる代りに、主人の閑暇や浪赞さえ代攝して、大 
いにブルジ，アジ—の「支拂能力を M ? 摅立てる J C ヴ H ブレ 
ン「有岡階級論」參照)のである。しかも*この流行發明 
「沭行现叙」 CO 無寂識的窓圖 


の場合 14 は消费が卽ち生産を兼ねるやうなものに成る譯 
だ。 

なぜならば、-—新しい發明は忽ちブルジ■ァ文化の 
花輪になるばかりでなく、ゾムバルトも(曾て踨谷川如 
是 g 氏も〕說く如く，诳ちに「劣者 J の大群まで颳術にか 
、つたやうに榄倣するため、それ 1 C 乘じて「藤業主義」 
がそ^舭術を助畏し，益々利潤をかき集める事になる。 

かうして流行0正•反•合は進展して行く。 

5 民衆は何故榄倣するか 

—— 攻踉•補償•返行の社命機制 

流行现象の社#的励因について、 H ルスタ—は云ふ。 
「實利によつて決定されるものには循瑣がない。しかる 
に"流行は中：に力の慾望 1 C よつて起るのである J と。 

とれはァドラ—的倘人心现擧〇一而から觀ても常然の 
ことである。が、ジムメル C 說は又，これを補足して、 
日く「同化の生じるのは、力の慾望とは反對な慾 miGIl ち 
社^的屈從の慾望によるものである」 

此の兩說を綜合すれば，つまり、流行の模倣はマゾ的 
慾望から^じ、流行の全發展系列はサド的に充されると 
云へるだらうが、それよ D も寧ろ、流行现象そのものは 
社科に對するサド.マ y ヒズムの心 J 1 !? 機制から出發する 
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と云ふ方*が明日であらう。 

又一例を引かう。それは明治十四ハ半だつた。五世菊五 
郞が「お園六三」の狂言の時、舞焱で本當に鉋で木を削 
るところを演じると、代攝的有閑階級の一人の娘がその 
鉋/ M を贳ひ受けて髮飾0にしたものである。それが俄然、 
當時の小 nsl 物界を風靡して、この菊五郞の鉋屑は「六三 
掛け」 i いふ^稱で女性といふ女性の頭を飾るやうにな 
つたさうだ0 

それから"詩人バィロンの時代に irc の熟愦詩人が 
兩手を•ホケづ卜に # A れて跛をひいてゐる姿が魅力ある潘 
として"模倣者達を恍惚たらしめたばかりで&く靑苹 rt)j 
に谂妙な流行をまき起したと云ふ話がある。否、もつと 
簡単な例としては「英國の皇太子が時計を忘れて鎖をつ 
けずにオペラへ行くと其場內の人冷は皆第一の蒜の終に 
は鎖を隱す」 c ロッス「肚曾心理® b と云ふ例さえある0 
かうなると、校倣の心理には、たしかにジムメルのい 
ふ屈從根性を認めない譯には行かない。1路骨なマゾヒズ 
ムそのものすら觀取し柯る。 

た ir 、 此のマゾ的受動性の中に、その時 0 社#情勢 1 : 

反映した無意識意圖が本能的に現れるのは當然であら 

50 

「丹下左脛 j が，はやる時代、 空想. の 豪傑 r 企平」 が 


拍手された寬文乃至元祿年間竦には——民衆はマゾ的に 
姑惚れてばかりはゐず 、寧ろ 一種のサディステ4クな破 
壊本能のシムボルに同一化し盡すのだ。 

かういふ淡い攻擊慾の錯綜は、流行語や流行歌のやう 
な觀念性〇ハサキリしたものには、屢々見受けられる。 
「どうかと思ふ」「いやじやありませんか」などといふ 
嘲笑氣分は決して個人的な感惝ではなく社#への漠然た 
る集画無意認が人々 0 心底に疼いてゐるか らこそ、 言葉 
の津波にまでなつたのである。 

或ひは又、慶應三年に大流行した「えいじやないか」 
の アナ I キス テ〜 クな潛 伏的願望、「何が さう させたか j 
の懐疑的&攻雕感など耮この例に波れない。その他"說 
敎强盜がもてはやされたり軍國的服飾がパリ邊りから世 
界に流行し出す等も M て、何か分らぬ攻擊欲を具現して 
ゐ る。 

尤も，，模倣心理はマゾ的な色彩の方が濃いだけに、大 
流行を起すのは、矢張り第一に、集 Bfl 無意識のもつ願望 
を補惯するもの(從つて、返行的な願望を滿足2せるも 
の〕が多い。 

流浪衝動•墜落 m 落願望■胎内空想•別世界空1!•湼 
槃原則 . K 母空想•被誘惑願 M •去勢 n ムブレクス •1 等 
々を滿す、股旅小說、三原山、大戰後の黑色•かれすす 
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i 


I 


き、ハィキング' キングコング"華嚴の瀧、お蔭#0、 
ガルボ f 「 不健康を樂し tr 女」シカゴの分析士力 Ly ン•ホ 
1ネー女史の命名にょる)浪子 "® 人お吉、血文字お -; T 
「唔い日曜日」エチオビヤ T 忘れちやいやょ」「あなた 
と呼べば」「ノンキな卜 I サン」名#、等々 Q 

01 ,いかなる社#でも一段附の上#期には、支靶 g 級 
の利寄と被支配階級の利赉とが比較的正比例するため 
に、流行は非常に一般化し，所謂上下おしなべて、一つ 
仇花を譜之ることがある。たとへば"ルネサンス期のズ 
u スや U 本の元祿初年及び大一止七八年頃の企銀色大流行 
の如き现象である。(これとても—廣くみれば局部的な消 
我文化には相述ない) 

このやぅに_銀狐の毛皮とか小型自動琪.小规カメ|フ 
とかの流行が一部ブルデョァヂ I を席格する反 [ M に一方 
では世紀末的仇花が九八^〇民衆の問に渦卷いて：…•流 
行まで クッキ リと對立するやぅな社#は、 ^ して如何な 
る無意識企！一を藏すかは具服の士にのみ解せられる冏姐 
ではないか0 

G 「反對模倣」 —— 民衆が 

「社#的紐帶 J を斷つ時！ 

クル K は「社#は模倣である」と云ひ「榄倣は社#的 
「流行 K 叙」の無窓豳的溢11 


紐帶 J le lien socia 】 である Ji 云つて"模倣 5: 二態樣 
に分けてゐる。「一つは、その模型 Q 通 bfc 正確に爲す 
ことで、他はその反對を正確に爲すこと C 反對模倣)で 
ある j そして社#的&觀念群の相反並存から社命が進展 
すると云つてゐス〇 

そして"その後に锉齿を發してゐるのだ。反對榄倣と 
非榄倣145 ipaou とを混合してはならない。非榄倣 
とは 1 取なる否宛的事^ではなく. 7ir ひに校倣し合はな 
いと云ふ狀態で、「父と子の K 拽の離脫.舊社#と新社 
位との nllo 臍の絡の斷絶」だと云ふ。そのい X 例が，7 
ランス革命前の社龠惝幣で、「その數平 !1 J 1 •巴 M は敁平 
朝廷の流行を追はなかつた。撒平ヴュルサィ d > TM で仙 
された刺を赏諧し&かつた」と斷じてゐる。 

これは〒シ T 眾命の前にも見られたらしい。贺川 B . 彥 
氏の者銳にょると、その頃 •# 年達は•世習0通りヵラ 
I にのりをつけることも最早しなくなつた3うである。 
つまり—舊社會の風習を一切校倣しやうともしない態度 
になつたのであらう。民衆にマゾヒズムの「社#性」が 
なくなつて總ての文化形態が自然發生的な一つのィデォ 
a ギ—に結ばれたのだ。 

「同一化11共通物^から^~~」といふロバ—トソン* 
スミスの法則に從へば、經濟的にか精神的にかいづれに 


r 
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近刊豫吿 ！！ 

四六版肯像入定恨50綫■送料典 


近頃の社會に一大センセイションを捲起した怪奇殺人犯人の心理分析的硏究は學界 
及び世人の待望して、いまだ何人もなし得ざりし事業。實に性心理•女 1 ^心理硏究 
資料 i しての國民的寶庫、一大デパートメントの觀ある阿部定の祕密は、こ ゞ に撤 
底的に剔抉せられた。(十二月甘五口發行の豫定〕 


次 

0 

容 

內 


法®學から觀る . ..金子準二 

阿部定の心珂分析 . 授 W 文治 

この 無意識 心理について…甘 一 橋 0 
お定のサダイズム雜菏……萵橋 0 


誰にでもある傾向_ 
女性の愛慾心理… • 
お定型犯罪の流行. 
幼少苹時代の調赉. 


■…諸岡 存 
::大棵逛二 
■…大视边二 
….硏究所 a 


しても、共通物質(相子•ネクタィ•小說本•何でもい 
を金國民が採り得なく&ると，彼等のとる共通物質 
は消费的&ものではなく武器そ < o ものに&る。血の同一 
化になる。 

以上、私流行現象が社命測避の上に、斑衆の主要 


な企 isi を發兑する診斷法であることを槪說した。今後、 
折にふれて、流行色の歷史的觀察ヤ、流行歌流行遊戯な 
どいろ< な方而から此の、流行現象の社#分析をはた 
したいと思ふ。 

—完— 


阿部定の精神分析的診斷* S 九所編 
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銀行公休日，^ 丄ド) 


岩倉具•滎譯. 

桃也の顏をした頌丈な男がす、けた{!1いフ-プンネルのズボンをはき.桃§ハンヶチを0>ぞかせてゐる^い上衣を 
珩て、餘りに小さ過ぎる麥わら|!1を阿彌陀に頭にのせてゐる0彼はギク|を彈く0白い布靴をはいた小さい奴さん 
はその額を破れた S 樣なフニト子の下に隱し、访を吹气それから丈の商い瘦せた方の奴さんは破れたダグ 
ダブのボタン靴をはき、リボン—長い"よぢれた，吹き流れるリボン——の樣な音を提琴から§1張り/ H す。彼^は 
來物店の向ふ側で日光を一杯に受けて"につこ5ともせず.併しまじめ腐りもし&いで■立つてゐる〇桃色フ知跋 E 
たいな手がギタ！を打ち.眞鍮のトル n 玉の指輪5:はめた、づんぐりした手が、氣のなさ i うな tffs : 無理に吹き嗚ら 
し，そして提琴引きの腕は提琴を眞二つに挽き伐らうとしてゐる〇 
群衆は集まり"ォレンヂやバナナの皮を引きちぎつて*分け合つて企べてゐる〇一 人の若い娘は海の瓶まで持つて 
ゐるが"彼女はそれを食べない or 隨分商 M いのよ！」彼女は何か恐ろしいものでもあるかの様に， その nr 愛い、先の 
i がつた果物を見つめてゐる。才—ストラリアの典隊は筅ふ。 r まあ，やつてみ&よ。一口位しきやありやしねいよ」 
併しその兵隊も娘が薇を喰べるのはいやだつたのだ。彼は娘の可愛5、"おづおづした顏を眺めてい-一鈕特になつて 
ゐた。すると娘は戶迷ひしたやうな眼$:あげて兵隊の眼を兒た•「お金を喻べるやうなものね！」兵隊は胸をつき出 

し、ニャ y とする。} K 鶴絨 Q 胸衣-古い汚れた針差のやうな-をつけた太つたお婆さんや、 1S1C 鹿ぇるボネット 

銀行公休日 
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を说せてゐる破れ傘の機&、挺せた婆3んや、垣根にでも生んた槪な帽子を冠り.先0尖つた高い靴をはき、モス9 
ンの服を箭た浩い女達や、ヵーキ—服の男達"水夫■汚い番頭連中、さつばりとした身なりをし"肩に綿を入れて a 

取り、ラ1パ•ズボンをはいた若いユダヤ人ども"靑い漭物を着て ゐる 「病院の ボーィ J 達 - やつと階〇目を浔た 

ボ—ィ たち I これ等の人々は、騷々しい、仰々しい音樂のために一瞬間、一つの大きな群となつて寄り集まつて來 
た〇子供らはふざけ、鯆遒の上でお瓦ひに押し合ひ"あちこちと肘をつき合つてゐる〇年寄り達は話してゐる'「さ 
うおらァは奴に云つたよ、手めい醫老が要るなら、引張つて来いつてな Lr 

「それで料理が出來上る迄には、おらの手のひらに逍ける程もなくなつてゐたんだ！」 

靜かにしてゐるのは襤樓$:瑢た子供等だけであつた。彼等は‘互にその手を互の背中の後ろに廻し•大きな眼をし 
て、出來るだけ音樂家達に近くにぢり寄つて、突立つてゐる。時々足が励0"腕が動く。一人の子供はすつかり感節 
し' よろよろしながら二回ほどぐる<と廻つて、おごそかに尻餅をつ$•それからまた起き上る。 

「隨分い、わね免？」と小さい娘が口に手を當て X さ、やく。 

そして霞は明るい調子に亂れ て、 それから又調子が合 ひ、 再び亂れ.そして消える' かくて群衆は崩れ散つて、 
丘の上0方にゆつくり步いて行く。 

逍路の隅では露店が殆まる" 

「くすぐり^ はいか r 1 二べンスの ^!みな しゃん くすぐり 箱を 5? ひましえんか。 くすぐつ ておや 0 X .子供 
衆。 J 針金の取つ手のある小さな柔い链。典隊達に依つてそれが飛ぶやうに賣れ る。 

「お化人形をお買ひなせえ I 二べンスのお化人形！」 

「はねる si 馬をお^ひなせえ！みん&生きてまつせ一•」 

【飛切り上等0チュ —4 ン•ガム。お X 4: ひなせえ"而白れよ，子供衆。」 

「薇薇は s か V 女の子に截薇を質つておや &、 子供 衆。 费薇はどうです•奥さんご 
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「はんね(羽丫はんね(羽)！」彼等にはとてもかなはない。愛らし^流れる様な羽，ララルド_グ1 
ン '緋色、明るい资，ヵナゾャ色。赤ん坊 S ネットにさへも羽が縫ひつけてある。 , 

そして紙製の三角昍子を M つた年取つた女が，まるで今はの際の切なる言葉の様に.あなた自身を救 ひ-或は彼5: 

1に歸4.0唯| Q 方法 T も蠢か S 2, 「漏帽を备ひ芸含し.し、おか f なせ f し！」と叫 

んでゐる〇 I 

_ 八，*~け'づ〔队力 tJ 〗 つたり風が吹いたりして、飛ぶ様な口だ。太陽がかくれると影がさつと掩ひか i る。また太陽が 
f 出すと、 fls い。切も女も W 中や' 胸や、腕—ける极に—る，彼1が挪がり、生々 して 來 

る a に感じる。 . それで彼等は抱きしめる機な身掘をし.何といふことなしに、腕を寺上ず-娘ことびか i り、袋 

笑する。 丨 t 

レモブ—卜！それの紅入つた*そつくりした棺がきれをかけたテ—ブルの 上に立つ てゐ る。そして 弱つ た煎の様 
なレモ V が S い水の中で r ドロしてゐる。 それ § いガラスの 中に あつて、ジ *? の ff 見ぇる。何故彼 
e しそれをこぼさないで飲むことが出來ないんだ らう か〇みんながこ ほし、 コッブを返す前に^後 〇 数滴はリングの 
中へ 投げられる？. 

條 S ひとピヵぶした iQS ついた h ィ5?ム G — 周りに.1がむらがる。小さ5呈ク？ム 
の啤队のまは りに、 社のまはりに、舌なめづりをする。蓋が上げられ' 木のスブ—ンが投げ管れる。ある容は—靜 
.力に咬みく/ C いて"味はうとして目 Irm ぢる〇 

r この小さ VVJ ^ にみなさんの未來を線 K させませう！」 

彼女は簡の州に-^つてゐる’皺 Q ょつた.老いろことのないィタリャ人で、彼女の黑い手を握つたり開いたりして 
ゐる。彼女 QS 、 微妙 y 彫られ菌寶め s た—ゼ、綠と金 eQK-R — 71 S いて—。そして—の中で愛 
らしい小ちは種 Q 入つた皿 Q 方に跳んで行き，中の紙片 S いばむ。 

0 行公休日 
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「あんた iss 方です。あん S 赤 5 SS 篇し VH 人？ f 持つで f 。 i ? に氣を付けなさ 
い。響—醬 ts ! 肥つ S 轉手 Q 霖1 Eif かけてて f す。その中で蠢の女が口 
をとがらし、嘉を前に乘出し一あんたの命をつき拔ける1お氣を付 S さい’. >氣£付けなさ.い！」 

「淑 k 並びに中士諸首。私の職業はせり寶屋であります。そこで若し私のいふことが本常で&かつたら私は免許說 
を取上げられて M 禁錮に處せられます0」彼は胸の上に免許說をひろげる*彼の顏から汁が流れて紙のヵラーに注ぎ 
込む、皮の E1K は光つて見ぇる。彼が帽子を脫ぐと彼の額には怒れる肉の深い皺がある。誰も時計を M はない。 

もう一度氣をつけて御覽なさい！大きな四輪馬寧が中に二人の年取つた. 1 年取つた赤ん坊を載せて榣れ乍ら丘を 
下りて來る。女はレ—スの日傘を持上げてゐる。男は杖の節に吸ひ付き I そしてその肥つた二人の老骰は# f 藍がゆら 
ぐ每にぶつかり合ふ。さうして、湯氣を立て i ゐる馬は調子をとつて丘を步み下 P つ X 道筋に添うて肥料を跡に殘し 
て行く。 

一本の，樹の下に" V オナルド敎授 が、 蜎子と^<ぎ，1を身につけ、旗を控へて立つてゐる。敎授は人々の顏を見てそ 
の運命を吿げ如らせ名ために ， n ンドン 、パ9, ブラッセルの博赞 #から、 「たつた 一日 だけ」£:、に來てゐるの だ。 
そして彼は一ーコニコ人々が彼に a て贳ひ易いやうにし乍ら、不器用の齒潑满の樣に 、立つ てゐる。一 lH $ ia ] 前にふざけ 
たり口汚く罵つてゐた大きな男達が、 六べ ンスを手渡して•彼の前に立つ。 と， その敎授のす早い手が印刷された力 
1 ドを切る につれて"彼等は急に眞而目になり"默つて"びく^^し、顏を赤くさへしてゐ る。) 彼等は"禁じられた 
庭に遊んでゐて"樹の後ろから現れ出て來たその庭の所有主に拙へられた小さい子供の樣である。 

丘の 上に 首く。何て 暑いんだらう！何てい、天氣だらう！居酒屋は開かれ" 群集が 抑し入る。お母さんは 赤 
ん坊と鋪道の端に坐り、お父さんは黑い、褐 feo ものが人つたガラスを彼女に持つて來て"それから亂骚にもう一度 
狎し分けて一了く〇ビ—ルの•挺ひが居酒屋からた ir ょひ"やか^しいべチヤクチャいふ聲が M f 2: ぇる。 

風は 鎭 まり、 太 m は前ょりも 潋ム<110つ竹る。二つのゆり戶の外忙はおいしい壏の口に集まる蠅の樣に大勢の子 
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岩倉具滎_ 


德富蘇峰先生の批評(束京日日•大阪菅新训にて) 

若し才媛の二字が‘尤も適常なる意味にて常篏まるもの煩求めば、マンス7|ルド女史(1<:&弓 
一一: esa 号 field) 0知き•正に其の|人であらぅ。彼女は實に才の美なるばかりで&く、亦た女性ら 
しき女性であった。 V 

或る意味では.飜譯は创作ょりも困雛である。殊に女史の文^は•繊細にして，色澤あり•香味あ 
り、陰 Sr あり、濃淡あり。而して：史らに言外の餘韵がある。之を日本語に職^して、女史を滿足せ 
しむる丈の伎倆は I 到底何人にも期待し^からざるところ。 

今ま岩倉其榮君 I 耑僉具祖公の曾孫•现公爵^ —の跚譯したる木書を一讀すれば、必らずしも 
我^〇现恕：迪りの出來榮えとは云はぬが，我邦文撖の水準から見れば-先づ其の好成絞を嘉す可き 
忠贺であ p 、. a つ忠賞&らんことを M めたる點は、十分に受取らる X ものがある。 


銳 fr 公休日 


供等がたかつてゐる。 , 

そして丘の上へ上へと，人々は? I やお化人形や^薇や羽を持つてやつて來る。上へ上くと，彼等は光りと熱との方 
へ登つて行き、叫び、笑ひ、キーキ11 K ひ乍ら•まるで彼等は遙か下 VO 方から何ものかに押し上げられてゐたかの搽 
そして彼等の頭上高く輝 S てゐる太陽にょつて•滿ち滿ちた、輝かしい、まぶし S 光明の中へ引上げられただ。かの 

様であつた。 . さ ぅして 遂に 何ものへ？ (3 

臍後一!——マンスフイールド獨灼のペシミスムスの^だ。如 M 1: も K 雅で尖銳 T 、 象微的表現が K によく利いてゐ ao 


定恨一圓八十錢•郵典四六版*美本〕 

東京精刺分析學研究所出版部 












牙^—ルダス•ハクスリの人ぐ」作品 (Q • E . M •ジョ ー ド) 


- - 77 C 矿- 

文人と して0 ハ クス y について は それだけにして おい 
て、ここで モラリスト 及び！想家としての彼に筆を轉じ 

これは私の一根木所信であるが' 最高級に屬する文學 
といふものは、常 r 文擧ょり以上のものである。凡庸な 
作家が世の中を観たまま ic 記錄して能- m 了れりとしてゐ 
る傍ら"文士で あろと 同時に モラリストである 作家とな 
ると*詳しく言へば、^'大なといふ形容辭を冠せられて 
然るべき域際の大作家となると、いづれも、その讀漭速 
を誘ぅて、彼の記鏹する所のものを變更す るに 必要な努 
力を彼等に致さしめんがためにのみ、この ilt の中のこと 
を記録するからだ。かく凡 Jilf な文藤作家が、好奇心に励 
■かされて"ちやうど婦人が鰱れ合つてひ £:' く取亂らかつ 
た店察の服地をいぢく P まはすやうに、個# I の事物をい 


田內長太•郞譯 

ぢくつたり，個個の人間を鑑賞したりしてゐる一方で— 
作竅となつた モラリスト は*济德的秧序 5 : 肖费 して、 その 
啟魏を®行に移さぅとする不可抗的衝動に驅られる' CO で 
ある。 この意味で、 倚大な藝術家はいづれ も 傅道衮であ 
る。その中には‘當代社會における或特別の變更を可と 
しての傳逍贪達 もある (と言つて" これらの 作家もその 
傳道者仲! In の中の錚锊たる者であるが)、してその作家 
達の目的とする所は、社#的秩序における齡害の除去5: 
主張す るに ある。ディケンズが屢 M その態度で製作し 
たへチャールズ • リードやキンゲスリもまたさぅであつ 
た。だが•さぅした狹義の傳逍漭的態度をとつた優も偉 

大な作^逵は* H ドヮード時代のリアリスト達-ウス 

ルズ"ショウ，ゴールズワ—ジ、ベ=卜である ◦これら 
の作象はょくわざわざ廻はり道をして、希望もなければ 
理想も特たぬ單調無味な、無表情な人人の生活を、際 M 
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もなく詳細に描いたものだが、それには文學をば、讀者 
の注意を促して國家の M 物に氣づかしめる藝術的一方便 
として使用したのである。そこで，讀衮が氣づいてみる 
と、その國家 QM 物に對しては、われわれが全體にその 
货任を貨ふべきだつ - f : の^。 

事冴、你大な作家はいづれも、畢党するところ或使命 
をもつてゐる人!'!] I であ-る"すなはち、彼！ T 生命の■もつ 
本能的 s 的に窓諏的表现を與へるや V この世に也み出さ 
れて、人 IIH の行狀の新しい照準線、人 fiii の Mflfl に就ての 
新しい觀念、もしくは人 H の本務に對する一脐發達した 
感念(これらは早晩人類の相績財產の一部を形成するに 
至るであらぅ〕を進んで人人に敎へてやる住に當る〇 
だ。生物^的に觀〇と，^大な作家達は lifil 的及び心的 
發腿の段階 ir おける「變秫 ' である。そして"彼等が彼 
等を超越すろ或 E 的を傳達するための運搬器であるから 
には、彼等がその窬くものに對して貴任のないのは、萬 
年筆がそれを持つ手にょつて寄かされる語に對して責任 
Q ないのと殆ど同じである。 

さぅ VV ふのが"バニヤンやスウ"フトやブレィクや卜 

ルストイやシ3ウの 如き 人人の 作品の もつ 眞の M 要意義 
である。そしてこれらの人人が II 者達に示す 所の一® 大 
きな本務' 新しい似 値、よ り發達した意識は1讀奔達が 

オールダス*ハクス V の人と作品 


承認する木務、讀者逹が受容する惯値、また現に讀者達 
が據つて以て生活してゐる意識の照準線と對照して、遊 
だ峻烈に限定せられる 故に、 それらの憚大な作凌は，常 
にまづ，现餿の世の中を痛烈に非難攻诹する。货際、彼 
等は讀容の心には彼自身にありといふ感念と他人の 
犯罪過失に對する資任感とを發生せしめんがため 1 C 製作 
r る"ここ 1 C おいてか' 彼答はその程度の盖こそあれ" 
み^諷刺凌なのである。彼等はみな.特にその初期の作 
品に^いて"まづこ oltt 問にびしびしと小 H をくらはし 
てかかるのである0 ' 

例へば、彼の Jli 洋ぺの航海日記 r ジ T スティン■ク，ビ 
ラト』0始めで、愉快な事についての世 [ HJ 一般の觀念を 
嘲つてゐる ハ クスリにそれを聽くが ょ S 。 

「船中の誰彼なしに"インドではとても r 愉快な事 i 
が ある ぞといつて楔等を脅かす。その愉快な事といふの 
は•餞馬へ行くこと，ブリッヂを やる こと"カクテルを 
飲むこと-朝の四時まで舞踏す る こと.また遊談無根 [C 
耿ることである。ところでその一方"僕等の住むこの美 
しい、 この 信ずべからざる世坭が，僕等の探撿を待つて 
ゐるのだ、 しかも人生は短い、時は恰も致命傷から流れ 
出る血のやぅ tr 止め度&く流れ去る。そしてこの世# 
には あらゆる 知識、 あらゆる■術がある ，：：，—このや 
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うな世界で、天よ•いはゆる愉快 & 事を持つことの & い 
やうに' 僙を謹らせ給へ！天は自ら助くる者を助く。 
よろしい，ィンドにおいて僕のずる事は出艰るだけ不愉 
快なものにしてみよう^ 

ハクス y の第一の關心事は人間の行爲である。人人は 
どういふ風に生活して行くか"またどういふ風に生活し 
て行くべきか、これを彼は知りたい0だ。さうしてそれ 
らの疑問に對する解答を知つてゐると時折彼に考へられ 
る範固で、製作上の3-:なる彼の目的はその解答の餘滞を 
人人に與へると VV ふにある。彼の著作は大戰の後に來た 
逍義額廢の空氣のうちにあらはれ始めた。四简年半にわ 
たる塔へ難い緊張から釋放せられて、人人は享樂生活を 
送らざるを得なかつた。さて"かうした思ひきつた生活 
態度は、 P 熟した賢人にはどう考へられたにもせよ、一 
九二0年時代の輝ける靑年達には、第十九世紀がひとり 
よが〇に該時代のモラルと稱んだ所のあの禁止や抑制の 
侮蔑的放棄を伴つたのである。すでに大戰は名くの人心 
に、现世に對する不確馊感と，來世の可能といふことに 
ついての不信とを馴致して ib た。何もかもが不確馊であ 
る所では■具體的でもあり明確でもある「我等いざ飲食 
せん、！&死ぬベければなり」の主我が熱心に抱懊され 
る、そこで背年速は、現世でモラリティが命ずるままに 


酒と接吻を遠ざけたところで、來世でそれ0償はれる見 
込が無いやぅに思はれて•皆一樣に多かれ少なかれ酒と 
接吻に親んだのだ Q ハクスリの小說 r アンテ"ク•ヘイ』 
が この 氣分を取扱つてゐる。 

思ふに-「アンティク.へ . rj 0中に描いてゐるやぅ 
な生活に對して.彼が感じた嫌惡の念が、ハクスリにそ 
の頃(一九二三年}から人間の行爲についての問 f 者 
へ始めしめたのではないか〇この『アンテ"ク•へイ J 
が*その人間の行爲についての問超5:彼のためにちやん 
i 準備してゐるのだ、してその問越にこそ、後年の彼の 
作品のすべてが、多少とも直接に關心をもつてゐるので 
ある。『アンテ"ク•へィ J 時代から1方彼は主として 
モラリストである。 

未來の科璆的社會を翦5た彼の繪をわれわれの前に揭 
げて •さあ、 この 社會が ど 〇骷で缺 けて ゐるのか、言つ 
てくれたまへ、 と ハクスリはわれわれ ic 乞ふ。その社# 
は•明かに.精神の活動5:缺いてゐる(とれは由由しい 
ことで ある)、そしてその精紳を引ずり下ろす肉體は、 
精神の敵なのである〇ハクスリは彼の小說を M じて Rn 斷 
なく.精神が屈辱的に肉體に左右5れる匕とを衷示して 
は皮肉な快を^つてゐる。わが人生におけるいとも®要 
な三事件•生誕 ■ 戀愛•死において，その支配擗を棠握 
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し"精神を奴隸にしてしまふのは肉體だといふのであ 
る0 

さて"ハクスジの作 n ° u 中のビュ9タニズムは-この 

ことは右に數度ぼのめかして來た所であるが—十中八 
九分まで彼のその肉體 m 惡に由來してゐはせぬかと思 
ふ。例へば，われわれをわが® It の快樂追求に親 W るも 
0は肉體である。だが、諸君は快樂の王阈を强襲でもつ 
て乘取る£とはできないのだ。さういふことを企てるの 
が 现代の枚木的の過誤であり、ハクスリが倦まずたゆ 
まず藤辟してゐるのが、その過誤である。『アンテ-ク • ， 
へイ J の終ゎで、ヴァイヴ 7 シュ夫人とガムブリルが夕 
クシを乘りまはす所を！！んでみるがょい〇二人はその觖 
えた心魂を慰してくれる拠樂をもとめて、友人から友人 
へ、 ナイト m 樂部から ナイト ^樂部へ と、 そはそは 移り 
步いたが、なんにも姑出さない、やがて二人はシ—ャゥ 
ォクの實驗室で一憇みしょうと行つてみて、一生理學者 
が人體に及ぼす疵^の影觸を测定するために、ガラス随 
の中でさかんに自轉車のベダルを踏んでゐるのを見るの 
である。快樂探究の生活の悲しむべき結果を道樂に暴露 
してゐる作品で、これほど人の心腳を寒からしめるもの 
は、 S まだ曾てないのだ。ハクスリはかう言つてゐるら 
しく思はれる.一^吾人の追求すべき物は"快樂ではな 

才 I ルダスクス9の 人と 作品 


くつて•正義だ，と。 

r 作ィ說「カザの窗目 J (crtoaml >vs*dl^^s 1 

〇 シリング 六べ ンス)の中に出現して—ハタスリ § 
は、 m 時 他の一切の問 M の光を失はしめてゐる I 1 SJIM 中の 
⑴匙、すなはち、 世兆平和の [!.!] 題、 に夢中と なつた 一乇 
ラリ スト ro ) 1 削で哪を拔いて ゐるものである。 「ガザの 
肓[3 」以1劇的小說ではない ——全く 極めて 珍らしいこ 

とには滞稍小說である - といふ取^はし f らく 北 C い 

て、この小說にはこれまでの彼0作 rl n n 0特色をなしたす 
ベての性質が含まれてゐる。これはある奇 n 
のうちに書かれてある。節 一 苹には、一人の中^紳士 
が、彼 Qisjr S や IQI 、 小 S 達の寫 
眞"大學生のグルーブの寫從を眺めるところを描いてあ 
る Q この作品はそれらの B 眞からの B しである〇それを 
詳しく言へば，篇屮の主要な二人物•ァント t ビ f ヴ 
ィスとへレン.アムバリの生活からとつた^: M , や事件 
が' 秩浮立つて雜列されてあるのではなく，ちやうど力 
ルタ札の一組からバラバラとこぼれ落ちたカルタ0やう 
一: T ごちやごちやと抛り出？れたままで仕 Ifl まれた"文 
學的瞬1111撮影0セリズがこの小說なのだ。 

しかし、この作品の眞の内容と E 的は、人生に對する 
平和主義的一鹿度の丹念な描寫である。もしもこの世界 
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に平和が確立されるものなら、それはまづ人人の心0中 
に確立されなければならぬ、ハクスリは彼のパンフレヴ 
卜『諸君はそれ 1 C ついて何をなさんとしてゐるか J の中 
で、新たにさう論じてゐる。換言すれば平和主義といふ 
ものは、われわれの個人的關係に於てまづ現はれなけれ 
ばならぬ一信條である。そのパンフレットの中で彼は、 
全世#にわたって實踐的平和主義若達の小さ fe 細胞を確 
立する ことを 勸吿した。さうした運動0編成、及び"一 
步進んで、自己の生活にお S てそ0平和主義的理想を表 
白しょうと S ふビ—ヴィスの企闘が、この小說〇終るま 
でには主題目と&つてゐるのだ。では，個人的平和主義 
といふものは一體何處から始まるか。 

「それは民衆を愛するといふ困難な技術の練磨に勉め 
るところから始まるとビ t ヴィスが答へる。「だが大 
抵<7> 段聚は極めて 嫌やらし S ものである"」「われわれが 
彼等を嫌惡するからこそ、彼等は極めて嫌やらしいの 
だ。もしもわれわれが彼等を好いたら、彼等は好もしい 
ものになつてゐただらう。」「それに問違はないと思ふ 
か。」「確に flil 逸つてゐないと思ふ" jr では、その後で君 
は何をするか U ! 「そこには「その後』は&い、 j とビー 
ヴィスが 答へ K う「何となら"言ふまでもなく、それは 
一生涯の仕事なんだから 。 j 


われわれはすべて(と彼は述べる)•「すべての他人を 
愛し得る。けれどもわれわれはその愛をこれまで人工的 
に制限して來たのだ。 m 惡と暴力といふ因製にょつて 
だ。その愛を一家一門や黛派の内部1 C 、また階級や國家 
の內部に制限したのだ。諸君の友人達はそれらの制限を 
除去したく思つて、なほ一;#の憎惡と#力を用ひてゐ 

る -すな II ち、その制限のそもそもの原因 5: なした手 

段とそつくり同じものを用ひてゐる〇だ OJ 
小說 Q 終りでビーヴィスはその平和主義渚の [ MH に0 
を以て當ることになる。もしも彼が尙もその平和主義を 
唱翦してやまない&ら"「闇打をくらはすぞ J といふ® 
名の脅迫狀を受取つたのだ。彼はその手紙が冗談もので 
•は&いと信ずる。この局 ffi に彼は直 M することができる 
か。世の中を改善してやらうなどといふその仕事を何で 
全部放擲しないのか。 

「どうしてお前はそんなお馬鹿さんなんだ s ? J 小 
さな猙が質問しはじめた。「どうしてお前は出しやば〇 
て、信念だとか人生觀だとかいふ re 介な荷物を W 負うん 
•たい？どうしてまた、誰かを翦切る ことのある やうな 
立ち場にその身を瓰くんだ S ? そして自然がお前にさ 
せょうと思つてゐた事柄を する やうに^ — お前の措定 
ボづクスから芝！®を見た P " その秕評をやつたりするや 
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岩倉譯『现想の家族』正誤表 


うに"どうして廻れ右をしないんだい？結局•お前© 
やつてぬる事は、どうだつてかうだつていいことぢやな 
いか。いや、ょしんばそれが大事のことであらうとも" 
含體お前に何ができるんだい？•」 

どうして「お前の指定ボックス」へ立歸つて、「演劇批 
評」5:やらないのか。これこそハクスリが"现在3:分に 
むかつて明かに訊ねてゐる問腿であり"それに對して" 
自分はもはや皮肉た竹離！；の超然たる態度に復歸するこ 
とは不可能だと答へてゐるものであろ。そこで、との ili 
近の小說は"ハクスリの思^を支配する問題を"新しい 
一形式で發揚してゐるのだ。その問 IM といふのは、永遠 
の疑問にょつて提出されるもの、人 lif ] は如何に生きるベ 
きか。彼の本務は何であるか 。 p 

燁者附1£%私は主た『ガザの苜0』は誠んでゐないので" 

* 1 :引川されて is る對話は、すべてその尨味の課出だ tj に 
i どめたこ i をお Irr りし - C お^主す。 


オールダ K * ハクス y の人と作品 
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寺 

B 

.評 


「築地」 ょハムレ" 卜根性を 捨てょ 

-シ 〆 レル及びシルレル愛好の分析 . 


高 橋 


鐵 


私は 「築地」を愛し續けて來たファンの一人と して、 今度の「群盜」■を見 
ながら、胸中に失望と嗤ひがこみあげて來た 。そして 最後にいら / C ちの梨の 
溜息を火焰 Q やうに吐いた〇實際今月0「築地」はスバラシィ喜劇である。 
すなは ち， いつまでも嬰兒症(小兒病)にからみつかれた「英雄」7 9— ド 
リブヒ•シルレル及び「築地を形成する人々」0危險な椎戯である。 ( r 東 
童」の方が、皮肉な事には、却つて大人である。) . 

なぜ、さうであるか。私は I 私が今迄自分の出來る限 P 「築地」に盡し 
て來たことは「築地」の諸君の中知つてくれる人も多いだらうが—進歩的 
な心现娛徒として"諸君ばか U でなく1«:の文化人に"公開狀のつもりで、分 
析し解明し やうと 思ふ。 

社會の進展をみる時その潮流を底から動かしてゐるものが二つある。一つ 
は、その「社#的，政治的及び粘神的の一般生活過程」を決定する生產關係 
(從って純然たる經濟嗍带)の波紋であり、もう一つは，人類が常分脫する 
事の出來ない侗々人の家庭コムブレクスである。「死せる勞働」の諮献によ 
つて人類進步の速度を鈍めるところの强權背は、いふまでもなく非である。 
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幽靈がものを云ふ 

, t 

不忠泉院主 

陶磁がもの fc 云ふと 一 K ふと氣味が M い 
やぅだが、大抵の人間 tt みなコムブレク 
スの幽笾 L： と y つかれてゐるので、 n 分 
でものを云つ?:つ tuT ゐて货は脚 
绒1:云 fi せられてゐるのであ6のが sin 例 
だ〇だから分析者が問いてゐる i 大抵の 
人の云ふこ i は a 味が惡い〇 

十一一月上句 B 、 wssf 季吉氏が诋子扶助 
法衆の缺陷を柑摘して、私生兒をその B 
典から除外したこと Q 片竽瑢を鹋じ、序 


% 
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が•それに對する階級_爭(僧しみのルッボ〕の中に1今迄*艰して、不純 
な精神傾向がまじつてゐたことはなかつたらうか。 

云換へるならば、へ—ゲルの辨縱法一正•反.合)の心輝■的遊礎には、人 
間の始原的に抱くエディボス*コムブレクス(父に對する子の、愛愤鉛綜し 
た反逆精神)が根柢の力をもつてゐるかも知れぬ。けれども、唯物辨說法の 
公式にはそのやうな「精神」が入り交ることは不純である。 

それにも拘らす幼稚なアナ—キストをはじめとして*初期の公式的マルキ 
スト及びメチャクチャな灰動^命凌には、このやうな、社#迆 M 上の必然的 
經濟闘讀の觀念過程へ幼児期から抱 S た純精神的な衆族岡带心现が忍び込ん 
でゐる0 

そして「築地」の菩劇も亦> こ、から出發してゐるに違ひ&5! 

むごい斷鹕をくつて「大衆的」に立ち直つた築地は、ソゲエート刺坡の1 
方法論を、(社會狀勢の1泥の相違を無視し)「飜案」して、十：：典现代化の方 
針を採つた。さう*まづ、「ハムレット J で$>る。「ハムレット J は大聰モダ 
ンもクラシックもない衆族腳矫心理の精巧な演劇化である〇父を rntr 子(ハ 
ムレットの楊合では、その1路骨さを逃げて，よこしまな a 父——^父對甥 ). 
母を戀人の如く釀還することが"實際の戀人よ d も m 大な息子—早く云へ 
ば、これ丈ではないか。 

「築地」はその「ハムレット」公演後、二三の例外を除いて.年中低徊し 
續けた。維新^命の志士も繰返された。娘 n ムブ L / クスの7アウスト博士の 
亡戤も现れた。そして—いよ<今度の「群盜」に至つたが、よく考えて御 
蔸なさい。(いや*それほど熟考しなくとも、素直 tc 心の中を反省すれば判 

時 評 


に自分の敕生兒 T あ S ことを贵 fa してゐ 
n が ( m 朝紙上で3、私は氏の率 if £ ひる吿 
s 感泐し同惝か禁じ得なかつたが、 
仰子保護法奥への批難には SM の蹄が 

私虫兒を扶助案の対象 XI 4 ら阶外したこ 
とはい、とはいへないが、仲し役人とし 
、は尤な點もあ toiM ふ。勝中に私决兒 
を柿えておいて、 i ? 上の扶助か®求して 
もりゝとなると"私生兒製迆£獎勵又は 
赴！！する- P うな寂味に解粹せられる l / i 來 
にならない i も限らな": ) 3う云ふ^は 
役人 i して it 稗戒するのは尤なことで、 
この制限の愁味 U 親への锭小2であって" 
子供への铧带ではむ炉つれ5だ一が、事 
饮上一柿馏む©は子供3方な&だから、 
私.%兒をその法案の M 浴下に入らしめろ 
ことに就いて常局|:砰考を求め5こミは 
結構であるが、その扑手格の故に階級的 
だのイデオ&ギーだの i やかチ，しいこと 
を云ひ出す〇はをかしい。莳虾氏自身の 
個人的堉遇が S う云はぜてゐ A のだとす 
ると、な!^3ら困る〇人問は1£義だ0公 
平だの士宏つ xt 、 大抵 t ! (少< とも分 
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然としやう)シルレルは、畢党、「劇作家になつたハムレット」に過ぎない 
のだ0 

シルレルの由々敷き事蹬はこ k に列擧するまでもな S 。 彼こそは"一言に 
して云へば•封建制の葬鐘•マーヵンチリズムの進軍太鼓を叩いた英雄であ 
る。そして彼自身が1封建制のた r 中 ( A 大名の侍®の守の家)から生れ 
て.殼から質的轉化を柴しにうまれて來たのだ。ヵントの隧 fE なラシ"ナリ 
ズム と、ゲ—テの卒直な 「リベラリズム」 との矛©の間をさ迷つて悲壯&太 
鼓を狂ほしく高嗚らせた。 

座右の「群盜」特輯の「テアトロバンフレットにある、ビスヵト—ルの說 
によると*「彼はプルヂ/革命家であ®、现代のブルヂ"ァ階級にとつても 
尙革命的であり過ぎるくらゐ^。」つまり/所謂軍命犄神の永遠の指導標では 
あらう。けれども、かういう稍神傾向は、日本 Q 新刺界で啦一つ指導的に輝 
く「築地 J が、時教今也とばかりに、頭上にかつぎあげるぼど有意義なも0 
ではあり码ない0 

シルレルの笛で何?:踊らせやうと云ふのだ？シルレルの太鼓——十八世 
紀の埃が舞ひ上る狂ひ太鼓で，進歩的な斑衆の胸がお神樂でも舳0出すと云 
ふのか。 

それは確かにシルレルの劇作法は革命的であつたに違ひない。そして、そ 
0頃の K 衆は「群盜 J 初演の第一口に「劇 m を精神柄院の様にした」に逾ひ 
ない。しかし、私は艿えた。シルレルの代表作(後述)は殆んど全部 —— 殊 
に若き日の「群盜 J は* S は^1思春期の装想である。又、それだからこ 
そ*肚會史上の思春期時代(シュトゥル丄.ウント•ドランク)に生るべき 


析せられらまでは〕個人的コムブ V クス 
から物を一 K つてゐるので"そのコムプレ 
クスの脚靈を成佛3せ乜い以上は、云ふ 
こ i もす S ことも地にはつかないやぅで 
ゎる0 

山本有一一:氏の志贺哓子辯謹について U 
時評棚に倉櫛君が痛論してゐるが、山本 
氏の母 T 1 ムブレス〇阐諶的囈詰に励か 
されて、早速執行猶餘にするなんて"司 
法常局もあん t リ定見がな S すぎ It しま 
せんか C 紡咼、檢事食檻君の云ふ aa 

y * fan ムブレクスの网 M にと y つかれ 
てゐるか£> " すること云ふこ i に金く確 
佶が n いので"一寸大きな筇で何か云は 
れると E 67 ラフヲと、喑示をかけられ 
れ他眠術被驗潘 CO やぅに妄動し出マ0 
だ J 忠贺嘀子は1少し獄|:入れておく方 
が本人のためでむぁつれ〇だ〇 ■ 

十萬圓使途論 

十苽则の众か 一 R 中 U 使ふことが出來 
るか否かと云ふことに就い^論爭してゐ 
A 或 S 夫鞒の傍に座 L てその熟烈なる K 









ものであり"歡呼を浴ぶべきものであつた Q だ0 &ぜならば、封建制と5ふ 
大家族主義の崩壊をシムボラィズするのは、シルレルの家族 コム ブレクスか 
ら#華された反逆！！神にょつて、景も激情的に仕 M まれてゐたから〇 

例示しやぅ。 シルレルは 「群盗」 に 於て、 「家」から飛 m し「凌」0 上脐 
であると ころの赀族階級に反逆した。又、父を嫌惡し DJtn ムブレクスを戤 
高に叫んだ。そして，こ i にも淡く (朱だ抑踮して)表现された戀人アマリ 
ヤ(母代俗}と ^: 父との愛を*後の 「ドン•カルロス」では1 路はに した。卽 
ち遷人が a 母(父の所^)になるといふシチュ H —づンをみょ，•又、 

1謀と戀」とに於ては、王子が戀人を我が手から奪はれた尨に彼は^:及 r 
君主 i しての父に反逆する。又•「メシナの花嫁」 1C 於ては，兄弟が j 人の 
女を HM と知ら中に^ふ。©後に、「ゥ+ルへルム•テル」：に於ても彼は領 

主(無意識心理からみた父代®)を倒す。-かぅして、シルレルは J 生" 

母或ひは母代僻のために•父や兄弟と腳つた。これがフドリツヒ•シル 
レルの「荜命精神」である。その中に、新興階級の經濟_爭が•(もしある 
としても) た 自山々々と叫ぶところのブルヂョアポ命の影法師か-乃 
至は、 m 茬期の猪突的な，解決のない正教觀から淵源する狹 fr な淼力の道で 

意。 

彼は、——及び， r 樂地 j はこの點に於て經濟闘带の純现を，：£すして、不 
合理社#&る大蛇に 31 向ふ tf の小蛇であらぅ。しかも"その反而、シルレル 
は、精神分祈學の法則の通り"母と母代傲との爲に熟情を捧げつくしてゐ 
る。上記の諸作は云ふ表でも&く"「マリアチユ了ルト J に於ては、 

K 母たる女性の跑地獄を滿腔の詩精神で辨_し、「ォルレァンの少女」に於 

時 0 


を傍瞰し T ; こ i がわつ UO 菜君 It デバ I 
卜へでも行つて欲しい筋物や家具^片端 
から H 込めば十 mM はおろか"二十览 In] 
で—么一一十萬 g で L 一日にして使へると一:ム 
ふのであつ T : が"失釕の方( I そんな- U 無 
方針に K ふ 占 すれば ja へるが、 それ It 飽 
迄も假记說であつて"我々 Q 生活の K 際 
に卽して、十萬冏か奵効に淸3!1しょぅと 
するなら ( r それ II 不吋能 だと 云ふのであ 
つた。 m 々 ffl 持してなかなかに诫らず" 
紡险 U いつつくべくと t 想はれなかつた 
が、 R 分 it それ^傍から聪い飞ゐて"夫 
麥雨人に對してかかしく4わり氣の谣に 
もなつて來た。何となれ IX 、彼铕は抗爾 
nl : ょく 働い ^ ゐる〇だが、生活はなか 
なか樂1:はな b な I 'ので"奘釕の方は夫 
S に氣 Q # と IX 思 CA 0 、平生の不平 ^ C 
の論1:托して尖耵の而 U 上に吐きかけて 
ゐるのだ i : 云ふ取が私一一ょく分つ T : し、 

夫 fr の方 I 灌釕に网怙はしてゐるのだ 
が"内分6蒞久地な L に就：>てい5\か 
嘲弄せられてゐる やぅ L 1 僻んで感じて" 
それへの辯! F ] をせん i するのが"その說 
爭の极據で あることが" 私 U は アリ アリ 
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ては母なる母國を謹る也女を狂信的に讃ぇてゐる。 

母なる母國(分析學は大地特に祖國との無意識的な同一視を M 々證明し 
た)！シルレルが m 逆家であつて且愛國篆を兼ねてゐること！ r 不思議で 
ない。全作悉く，そこにおちついてゐる。その中でも「フヰエスコ」の如き 
は主人公のふるさとゼノアへの愛と征服慾で漲つてゐる。(分析的に觀れば 
サディズムにまで發展する愛の猛しさ迄感じられる) 

元來•シルレルは、自我を對象に投入すること(同一化)のはげしい人 
で"よく自分の書いてゐ6ヒ — a 1やヒロィン Q 運命を现實のやぅに、よろ 
こんだり悲しんだりしたと傳へられてゐる。それは' 氣候にまで影驟されて 
どんよりした日などは意氣銷沈してベンもとれなかつたと云ふではないか。 

,畢竞、シルレルはブルヂョア自由主義士いふ社#革命の時代にあつて、心 
的外傷(激しく深い索族コムブレクス)の詩をかなでた天才に外ならぬ。社 
龠變革期に描ぐ思春期妄想の上層建築が設 H した代表渚に外ならぬ。アダム 

•スミスを唄ふハムレサトに外ならぬ0 

「築地」よ’溺れる築地よ、諸君菩の心の閱にあろ家族コムブレク K は、 
いつ迄•文化主義の妄想だけを胸に抱いて、ハムレットの遛を搁んでゐるの 
だ？いつまでも<自己分析の出來ぬ婴兒症の笛で、社會進展の舞がなし 
柯ると思つてゐるのか？諸君速にしてみれば、眞劍なそして貴 ffi な述動 
が，却つて言蛇を動かす無駄な寧ろ相害な濟劇と化してゐることに氣が付か 
ないのだらぅか？諸君等のハムレットも、 S まだに叫んでるじやないか？ 
- 、、TO b3 or not to Lo, That is tsqueBtion/、 

—愛するが故に货 m ' u * 一九三六 •17 一三— 


と iil すいたからだ。つ Ay 二人は譏 a 
かしてゐるの rII なく、不平 i 劣等感と 
の n ムプレクス©5孩が取紐合ひかして 
ゐるに過^ない0であつた- 

，二 • . * •. 

西洋の分析漫畫 

‘4,.4 * 1 .‘ t J i V 

H 本には^ r た分析を車識した设进など 
は现れないが、西伴 i : は流石に旣に5ぅ 
一 K ふものが、大分出てゐるらしく思はれ 
so こ ^ ( C 紹介し?;ものは、1 T 力 V ント V 
ォヴ•ザ> ヮー iKJ 誌昭和十|年十一 
月號から C 同誌致行所から銅版^借/ II し 
て〕■轉載し/:ものであるが、西洋0元の 
雜誌名は開き洩した，多分アメリカの雜 
誌であら'つ i 恩ふ〇题に u 、、 H0 has 
Inferiority cipn (「彼( I 劣筇惑か持 
つて ゐる b と ® > 5 0ィン 7 ィ t リオ V 
テ T •コム ブレクスな どぐ S ふ語は、分 
析珙徙の nil ではあ支リ用ゐないが"一舣 
人の間には(殊にアメリ方では>非常に 
■ホビユヲラィズされてゐろ£>しい。 

E 1 中、中央の料理人?: + けが、低い¢0子 
か被つ V 、他の商い W 子か被つ V ゐ名料 







91 


時言三題 


土屋秋. 


(一)人民戰線と國民戰線との對立を分析す。 

人 IV 1 : 戰線と國^職線との對立"卿^は流行病の樣に世#的傾向 1C なつて き 
た。 m 代の張切りボーィ_張切りガ I ル速は、そのモダンなものはコムニズ 
ム f ^ 人 M 運動の被拙を MIC 下げて"未來に搖駿の夢を求めつつ、裳の世界 
(個體保#本能的、經濟的、階級的世#)に張切つてをり、その クラシ， ク 
なものは 7 ?シズム的國兒遝動 0 襁褓を尻に下げて.過去に埽旌 0) 夢を求め 
っっ•夜の Ite 界(種族保存木能的、衆族的、民族的世界)に張切ってゐる〇 
播^の夢に滿らたバラダィ K tf 西の^では「父の國」 にあり、 m の M で 
は「母の國 J に t 。 現代の張切りボ-ィ、張切りガ丄達は.播 S 夢を 
追ひつつ"出產時，の苦悶を强 ： m 的に再現しょぅとしてゐる〇 X 地が自分の力 
で自分を創造するとき諸遊 M が深紅の太啄から離れる際に經驗した苦悶〇氷 
河時代において種族が經驗した自然に對する血みどろの IM 爭の苦悶。出鹿の 
時の JIII の苦悶。その血の苦悶は、個人的に又社#的に、一定の時代から次 0 
時代に移る際に「遷移の儀式」(長崎文治氏 e 說參照〕として强迫的に拭復再 

時 評 


理人たちがこれを嘲笑し t : ゐるやぅな班 
倚か示してゐ主 t : 他の料理人た sf ± 




y 


Y- 

一一^> i 

大抵は口撺な生やしてゐ5のに >m 子の 
低い-!/]だけが無^であるのも®然でない 
やぅである。悌は商い^+1共に屢々べ 
一1ス•シムボルとなるか£*0 
商い K 子を被る i 云ふことが劣筏 M の 
ない： i を意味し、 ® い^子^被ること 
が劣等感あろことを意味す5と、公式由 
に定主つてゐるねけでは必ずしもな から 


. ? 1 .一-: 
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現される。現代においてこの「遷移の儀式」は、類廢的ジャズ音樂の莊嚴なリ 
X ムに乘りメ p ディーに醉ひつ V 、 n ムニズムとフ了ッシズム i の^^による 
血の儀式とし T おごそかに迆行してゐる。これは、社會的には資木主教時代 
から次の時代に移ろ際の「遯移の悩式」であり，個人的には靑年期から趾年 
期に移る際のそれであると思ふ。血の中には生の本能と死の本能とが潜むで 
ゐる。「遷移の儀式 J は誕生の儀式であると同時に葬式である。「三つの天 
の社が地上にある。夢を一杯入れた榣籃、快樂の圆•平和に滿ちた柩ご 

CV H テル•ローゼッゲル〕 

おごそかに r 遷移の儀式 j が進行しつつある現代社會〇中で、次の機な三 
つの祈禱が「神」に捧げられてゐるのを私の心は聽く。 , 

(1〕天なる御父よ！マルクス H エンゲルスを天父とし、レーニン=スタ 
1 リン Sr その子としてのキリストとし、コムニズムを 架 ^とする n ミンテル 
ン宗の信容に 祝福を 與ヘ給へ07 1 メン！ 

(2) 天なる御 父よ！ 皇帝5:天父とし、 t ットラムッソ y n I をそ Q 
子としてキリストとし、排外(父)愛國(母〕0精神を聖靈とする西の國の 
フ5シズム宗の信者に祝福を與へ給へ。ア—メン！ 

(3) 天なる御 母よ！ 園土 ?: 天母とし、 をその子とし"愛國の精神 
を聖靈とする東の國のフ了アゾズム宗の信者に觎福を與へ給へ。ナムアミダブ 
ッ 1* 

儀式の進行につれてこれらの rr _はいよ < 激しくなつてゆく。だが精神 
分析によつて無明を解脫(無意識願望を意識化)すれば「雨あられ雪や氷と 
へだつれど、おつれば同じ谷川の水」(一休〕=「一切衆生悉有怫坪草木國 


ぅ。劣等感ぁ5が故に反刺構成的|:高い 
¢0子か被ると云ふ®合 t てないことはな 
い。た V* この場合、他の溝がみな高い帽 
子を茹てゐ5のに、彼；：け一人低い蜡 
子を晈つてゐると云ふこ iit 、 神經症的 
な i の^豫想 t £ ずには考へられ尨いこ i 
だ。この葸味でこの®迸の目ざマところ 
It 誤って U ゐない。高い帽于が俅大なべ 
- I ス S 獻徴 t して®越惩を愆昧すること 
{±、アン >- a サクソン•シゥビリオ y チ 
1 c 英人の便越〕を自信してゐる英阈人 
め好んでシルクハジ 用ゐ311徵して 
も否定出來まい。併し近頃はあま y 商い 
fH 子^被 JilK ふこと[ I 世界的に時代感 
靑として流行し tc くなつ' f : やぅだが、人 
類がそれだけ分析3れて來たのだと 1 K ふ 
Ifi t 出來るだらぅ i 思 ふ。 

禮砲のアムビバレンツ 

アメ 9力0ハドソン河を M るわが練^ 
1 J 隊に對してアメリヵの海 5 IS が^ m ^> 發 
射してゐるところを朝日の*ーユース•卜 
1キ1で見 fc が"こ VII t 愛惯同规のア 
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土悉皆成怫 J となり、煩悩は卽ち菩提となる，祈禱.求道は妄想〇-所產•妄 
想旣に無くなれば祈禱、求道、解脫等は單&る乾原橛(_かきべら)にし加 
過ぎなくなる。 

人は誰でも「道を求めて南山 1 C 到り/道$:忘れて南山ょり歸る」ことにょ 
つて始めて現^的な人!! i ] になる 

スべインにおける人民戰線と國民戰線との流血の關爭も、意識心现的には 
個體保存本能的•經濟的*階級的閼爭の政治的昂拗に相違ないのだが、無意 
識心理的には種族保存木能的•衆族的、 K 族的岡^の政沿的品拗であると思 
ふ。物聯の本 frs : 把えるにはその衷與を兩方とも觀察する必娈がある。スべ 
インの國说はナルチス的に對立する二つの陣嵆に集結して、相互に父殺しを 
やりながら母なる il 國の離ひ合ひをやつてゐる。そして、その聰即のために 
戰場の花と m る。固民は恐ろしい戰場で 1r い戀をささやき八 ti ふ。戰慄する戰 
埸！そこが無意識心理的には冋性愛心中や戀人间志の情死の陶醉場とな 
る。スベイン阈圾の前闕 CO 愦熱はいまや死の裝柬を蓊けて l/lrl り 狂つて?-)る0 

「瓦萆やつはもの i :' もが夢の あと」 C 1 1 • 11 - 一五) 

(二)橘孝三郡氏の母 n ムブレクス 

元愛郷塾々頭で、站右芻事件に迪座した結见として現在小管刑務所に服役 
中の橘孝三郞氏が、病母と病妻!:遇ふため1:假出獄を許されて故鄕に歸る逾 
上、次の機な吿白をしたことを、報知新聞の十月廿七 IH 朝刊第三而記事は報 
じてゐる。 

時 評 


ムビバレソッな見て. 1 M 白かつた ott 惡 
の場合に It 實诹‘發射ずろが"®憐の場 
合には空砲を發ナ S 。 外形だけを見てゐ 
芯 と，少 くもそ 0 表现深 式 K 1 幾® はない 
©だから而&い。大砲ばかはない。 
眾隊では 敬 SR する设合 1: 劍も拔いてその 
® か表はマ こと t ある。 

袋と地名 

大地 It 人類のお袋(仰)である?:めか 
袋 £ o ついた地名が"口本に|1(殊に柬3:{ 
以北に〕多い〇それに就いて大槻柏『リ 
ヤ王 i 缺皿』に多少の Tr 及があるが、私 
は近.«1生れ讹夼から足利へ行く途中に、 
「大袋」と〗 K ふ地名のあること^-發 ii し 
て i ろこんでゐる〇來贷附近から m 北の 
方にかけては ©£[: 大分調3£も出來たが、 
(と云つて t まだ if : 不完分だが)中部 
Hm 地方にはないのか。本誌諮密の間 
から御報丧あらむことか期待する。 

言葉の妙味 

山川菊榮氏が十 n 二十三日の m 朝『沿 




/ 
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「慰めて踟ましてや0ぺき愧が、年老いて病める劭から吏れ命數つきれ獎から逆 [1 慰 
，められ r :。 二人は廿んじて ㈣ の踏み崧になつてくれたのだ。泣い?:。保をぬヶつれ〇 
* 强い恩愛の愤に MU ず溺れょラ i し fc のだ〇しかし考へた。恩愛に溺れてはならた 
い〇人冏橘としては大祺な仕^をもつてゐる身 ucfl は恩愛 Q 捨て難き思ひを獄中幾 
夜も泣明した。出來れぱ、母を? liiarJltK : のせて野路を步きたいし、子供と手を lil んで 
野 ii 仕事がしれい。しかし僕 e 憂阈の情は、そして社僉愦勢は、そんな布を許さ尨い 
のだ C 仕事の前！ iIt 泡®も忘れ/: g 奥も尨い。もう：のま、二人 [1 逢へないかも知れ 
ぬと赀怙はみめてゐる0僕(11一人が廿んじて捧げて<れ?:踏み盜にのらう0そして愧 
も一身を君国0ために捨てょう0」 

何といふ「美しい」愛情であらうか！こ X に「大切な仕事をも〇てゐる 
身」であるナルチスト「人 fli ] 橘」の母定若が吿白されてゐる。こ i に「母を 
乳母率にのせて野路を歩きたい」と語つてゐるのは、無意識心理的には恐ら 
く「自分が乳母^ 1 C のせられて母と野路を步きたい」との幼兕的願^であら 
う。或は母をわが娘にしたいとの幼兒的恩返し空想であらう。この際乳母車 
が母胎の象徴であり•野路を歩くことが近親愛的行爲の象徴になつてゐるこ 
とは精舯分柝學上明瞭である"また「子供と手を餌んで野良仕事がしたい」 
と言つてあるが、と X では同氏自身が母と同一化して子供において自分の過 
去の姿を想起してゐる樣だ〇從つてこれも「母と手を組んで野良仕事がした 
い」との無意識願望であらう。同氏の^民的無政府主義に基く75シズムの 
無意識心理的根據はこゝに由來してゐる樣だ。 

次に「しかし僕の憂國の情は，そして社#情勢は、そんな事を許さないの 
龙。仕事の前には老母も忘れ、■病妻ルな: r と同氏，は自分の無意識願望を理 


騎品 j 糊に！ m 準訝の槪耶化』 i 云ふ題 
で寄いてゐれ i ころは、社#主^的な惑 
W から首葉を见て&£篏脫みがわるの 
で"一寸 STJE して ii たくなつた。氏はか 
3云つてゐ so 

「 el 分のにお轄子、お靴といふ农 
は ti いのに、 c 分の手紙をお手紙といつ 
た9する人•か®分多くなつてゐる〇 J 
これはれ1か1:諷法であるが、併しそ 
の無总識感倩的根據は r A 分 s 手紙 Tt 
ffl 手に向けてゐ a 以上"そ S 限り敬 mL 
なけれ JTftr らないと S ふわけであらぅと 
思ふ。他人には進，|»1けない"純粹に H 分 
一人 K ; 薄向けてゐろ靴や m 子には從つて 
おをつけないのだ。珑敬マる人に港出す 
手紙は、踬 •?:' つてぅ - f 汚れた他笺封简や 
妇籾末な文字、言語 ( i 用ひない。卽 B 手 
紙それ S 身が eEt : 郡 m に.なつて15装 I て 
ゐ 5 Q だから、それな呼ぶ名 liu に然 
「お」の字•か附<でつになろのでは常然 
でぁ5。故-卜意識論翅的には問違つてゐ 
* が、無敕識論理的には立派に筋が通つ 
てゐるの•ね。そこを MM しないで、 f:sr 
批難し t : つて始まらないこと UO 
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窟付けして10るが，前記の様な幻想的に回 SI . され V ナルチス的に張切つた無 
意識願望は現在0老母やそ0代惯としての病妻で滿足される苦がない。それ 
を滿足せしむるものは I g 人的には過去において女盛りであつた時の母の張 
切つた涕であり、民族的には±宙の母權的氏族時代における原始的母性の涕 
であらう。同氏の「啜阈の惜 J も•恐らくは_分の母及び拔族の M 始的母性 
に對する激惝ではあるまいか。この极な激侦には超自我の峻腿な背贺にょつ 
て發生する郸踔感が伴ひ•その罪隙感に基く印己懲⑸慾として E 殺如紫があ 
り，更に母の溆微としての阈:!:を父の象徴としての外 HI 及び新興附級(プロ 
レタリアート)に奪はれはせぬかとの不安が伴ふ^だ。從つてその不安は、 
同氏の妻に愛される l » tl 氏の子№5んに對して.冏性愛に独く投出的嫉妬を問 
氏が抱いてゐる事をも M 明する。 

^fj 能な人々が人^)] tl ^o ために^^してくれることは^雛いこと l-c fll 逾な 
いの/ C が、それがもし橘氏の場合における様に幼兕的 n ムブレクスに莊くも 
のであるならば•恐らく擗氏肉身と n ムブレクスされた MK ' はフ？シ9的統 
制の「乳母啡」にのせられて、肌先傅來の宙めかしい「乳房」を念まされる 
ことになるだらう。そしてこの那が國 K 生活の向上と人類社#の發展とのた 
めに資するところあるか否かは、やがて國圾の生活經驗がそれに對して JH し 
い笙活者としての批判を與へるであらうと M ふ。 C 拾迕、拾^ T 拾礎) 

(三)岡邦雄氏の竭 n ムブレクス . 

人 PJ ] のあらゆる行動(文化的、政治的•經濟的、性的)は•個人的にはそ 

0 時 


山川氏はなぼ敏けてかく淦じ- C ゐ&。 

「ま7:帘離などに出飞來るお空、お近 
なども妙なもので"こ®流儀で行く i " 

てゐ T : p " おトンボ f ゐた y し^け n ば 
たるまい。」 

氏|1このやぅ|:【妙なところ|':無喑に 
おの字^つけて叮啾がる」ことを雛じて 
ゐるのであ5-が、こ§11別11盯螂がつ 
てゐるわけではないのだ C 吖墙がつてゐ 
ろとつたところに氏の II :分主砟的感 W 
の先入見 (n ン•フレクス〕がある ia ふ 
のだ。何とたれば、叮啤がることは辟敬 
を览哝 L 、 炸敬は附級別&■想し、階級 
別は氏には不正を盘味す•るらしいから。 

ところで、これ等の极介の「お」：必 
ずしも敬龉で II なく、壤ろ親愛語であ 
る、-幼兒又は M 始民に於け5ァニミスム 
ス(茁咐冇1观覜〕な; e 味してゐる0だ。 
子供ばかは ti ぃ" m 舍ヘ行く i 、 今 
でもお婆さんたち ( t 「お字」どころか 
「お手さん」と云ひ「45 くど3ん」と S 
ひ"「お豆さん J など M : 4ふ。何もかも 
擬人的に見て、それを親愛してたので" 




# 


OS 


o イデ—に基いて行はれ、社#的にはそのィデす： I f I に基いて爲される。 
そしてイデー及びイデォロギ I ( 超自我)は個人及び社#の個！！保存本能 
的、經濟的、階級 n ゴス(自我)と種族保#本能的、衆族的、民族的パトス 
( H ス)との兩漭から規足されてゐる。 

没近左芻評論瘃の岡邦雄政があまり新らし味のない「新迸德論 J や「新戀 
愛論」 rf : 眞 IftlE くさつて盛んに提唱されて居られる機? t が、私はその根柢に 
现代社#及び岡氏の個人的な P ゴスとパトスとが潜むでゐるものと思つて注 
EE してゐた〇ところが報知新聞の十月廿二日朝刊第三而記事は「評論衆岡邦 
雄氏(四七〕が新鏺愛論を馊踐し，廿年來の妻みつ子さん S 四)と六人の 
子供のある寧 M を解消し若い愛人树本節子さん CHC と結婚するとの報は 
多くの話題と問題とを投げかけた。岡氏はみづからの理論を以て衆族の說# 
に努めて居り、衆族はあくまでも反對して翻尨させょぅと努力してゐるが、 
今や引戾すすべもなく-た V 诀#の時機を待つばかりとなつてゐる。」との卜 
.ヒックを報道してゐる〇 

岡 氏は その 「新戀愛論 」( 婦人 公論 十3號祺載、若さ女性へ©手紙) 0中で 
「俊の戀愛論には二つ〇根本テ L セがあ0ます。その第一は•戀愛と結婚と 
の同一性のテ—ゼ、 i 一は' 戀愛當事#である二人を結合する ia の M 帶とな 
るものは協同の什 7JV であるといふテ—ゼです。」と主張し、31に、「僕は戀 
愛を成立せしめる基礎條件 として、 第一に物質的條 件、 第二に肉體的條 件， 
第彐に精神的條件を擧げるものでありますごと述べて居る。しかし岡氏は、 
協同の仕事といふ槪念を單に侗體保你本能 的、 經濟 的、 階級的什第としてし 
か理解して居ない樣だ。租はこの外に種族保得本能的、家族的、民族的仕事 


山川氏の云 un ろやぅに r お」をとつて 
了ふことの方が階絞的であるのですぞ。 
诅し私は「階級的」が公式的に惡い is 
ふ風口考へてゐろほど) la : 窗ホ義 TlAr レ 
クスに取つかれてはるないので"氏 © S 
ふ意味にも理解は持つてゐる〇•た。が" 
何れ Lit せょ " If 槳の問 ® を諭ずるなら 
i * 少し心理氓的に考究してからじしない 
im 鹿げ r : 片手落11な y ますぞ G 元來" 
親愛 SS で幻った L の■、漸次に敬語とな 
つて變化 f -た機制に就いては私はえだ何 
も考ヘてゐない。 

やくざは障い 


倉橋久雄 

新 SJ に■ム T ランルーゲユといふレ*ゥユ 
I 小 M がある 〇仲 々機^的な L のを ut £ 
て娛し吏してくれる。その場限5で笑ひ 
こぼ LT 了ふ性赀のものであるが、沿し 
まれるのでその一つな 紹介し、 分析の 科 
恧 i しての疎位性1-ょ<>で、こ機贺 
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i いふ意味をそれは含むでゐると思ふ。そしてその協同の仕事は"この二つ 
'〇 仕事を葙礎にして文化的、 政治的、 仕事にまで高められてゆく必要がある 
と思ふ。次に l ^ a 氏 4 T 戀#を成立せしめる基礎條件として物質的•肉體的" 
精神的三條件を擧げて居られるが、これは戀愛を成立せしめる莊礎條件でな 
くして結婚を成立せしめる迎礎條件だと•私は思ふ。結婚はこの三條件が具 
備されなければ成立し#ないが、戀愛は擗祌的條件の J - t 備だけで成立し得る 
のだ〇岡氏が主服する「戀愛と結婚との同一性のテーゼ」は、それが「戀愛 
は結婚にまで發 M する必要がある。結婚にまで發 M し^ない戀愛は痫的な戀 
愛だ。」'といふ®味なら JE しいが1それが「戀愛と結婚とは|-]1物だ0」と 
いふ尨味なら正しくないと、私は思ふ。戀愛と結婚とは明らかに同一物では 
ない。結婚は男女がその性的結合を完成するために赞む共同生活であるが、 
戀愛は幼 M 期の部分性感的な性的經驗が條件反射されて發生する精神現象な 
の•たと思ふ。 

從 つて 私は、 戀愛は結婚生活に必要な物質的•肉體的、精神的條件が * 備 
さ JfL ることにょ つて始めて結婚にまで發展し料るもので あり、 その結婚を成 
長させ完成せしめる ためには、 その結婚の莊礎をなす物質的、肉照 的、 精神 
的 條件 に基いて個 fia 保存木能 的 •經濟 的、 階級的仕 S と 種族保#木能 的、 家 
族 的、 K 族的仕事との二つの協 ㈣ の仕事が 文化的、 政治的仕事にまで商めら 
れて ゆくことが 必婴である ことを 主張したい。 

岡氏が主張する協 M の仕事と いふのは、 ナル チス 的な經濟的 U 文化的，政 
治的仕^のことである樣だ。そしてその戀愛對象の树本節子さんは恐らく娘 

さんの代償で Id : ないかと思ふ。岡氏は四十七才である相/ C がその年頃には誰 


時 


評 


赤 M をお T > て來 t : 阈定忠次©乾 分 
達、 その中の一人が路傍に a 礼な ii 付 
tjr おい見ろム」と他のに注從し7:、 
il 人が「親分 も#いもん，たな ア」 と 
感心すれば"別のが「なにし^敎科讲 
に土でなるんだから」と： K ふ。その姐 
札には纸太に「阀记敎种锵」と彼いて 

ぁっれ。 - 

これなど機^ , v しても相常な i のであ 
らうと M はれる〇 5てその焚ひは何^か 
らどうして生れ t : か、試みに分析して见 
ょラ〇软科抑とやくざ I おょそ觀念上间 
一視すベから•さるものが巧みにからみ^ 
つてゐそこか£>主づ笑ひ tl 出てく 
る〇だが、その熒ひは八? IM の i ] i 紙に敎 
科梆の一部か見出し n ほど不快なもので 
はない O t つ iK )] かな t のである。では 
その朗かさ ( 1 何 JE から出*か〇そ n は^ 
次と云ふ飾談稱の英雄に對してもつ愛怙 
からであらう。いは V 1 忠次は幼511的^ _H 
己を滿足させてくれる"さうした^味 T 
の敢科? F の1分野をなしてゐるからであ 
らう。それと別 tcls : 科鼓、過剰な H ネル 
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しも娘コムブレ クスに基く 戀愛衝動が起き易 VV のが嵆通だ〇現过に生きる た 
めにはその衝動を犄神分析によつて克服することが必要なのだが、岡氏はそ 
の努力を回避し•お乎0ものの唯物論的「新戀愛論」によつてその衝動を现 
痛付けしてゐる钹だ。辯證法的唯物論は®缪的な道具で、それは モ！ タ ー や 
H ンジン と 同じ機なものだ。それなのに， 自ら 「唯物論#」と稱して、その 
道其と憤死する樣な氣持でそれを抱きしめ.その道具をいい氣持で自慰的に 
もてあそむでゐると、その道其にはね飛ばされて大怪我をするから御注意が 
必要だ。 

岡氏の長女平苗さん(二一〕は前記の報知新聞で次の樣な「父への抗議」 
を公開してゐる。「シ"パンの - M だれはこんなに銳角的であつたよと、雨の 
降る夜*お父嫌とよく S ろんなお話しをし合ひましたね、社會觀、生活觀， 
モラル、そぅい ふ mtc ノンタッチ だつた幼い私達弟妹を前にして 口ぐ せのよ 
’に、『人間は自分一人で生きて ゐると 思つてはいけない。社#が自分を生 
きさして ゐて くれる のだ。だから エゴィズムなん て s ふ ものは絕對に通らな 
いのだ。』と言つて5らした遠い日からのお父樣！御自分のお作りになつ 
た窠庭に對して貴任をお感じにならないのですか？精神的に•.物質的に愛 
惝が他に移つたからつて•それを遛行しよ •> となさるお父様！同 I の ft 事 
の！ HI 的をもつ二つの問に漶 S た愛情？ つておつしやるけど、それもこの社 
#に生きるための經濟的打ものではないでせうか？また御自分の行動を理 
論によつて カム 7 ラ—ジし-偶然性と必然性とを好きなように使ひ分けてい 
らっしゃろけど、そんな事でゴマ化される 程社# は甘く m 來てはをりませ 
ん。御自分の感情で愛情を好きな時に行動に移す蕻を正しいと信じていらつ 


ギ T の支出！！常惑しつ、も"赤字主た赤 
字の非常時掬算4-くまなければならない 
さうし t : 狀愆に讁卷•か肫かれ飞ゐる、さ 
うしれ敎科讲。この—つの愛僧の货的差 
異を一方を引上げ、他方を引下げること 
にょ〇同一 7 k 準(:おいたそこに快感が生 
れ、生れたものが機！？として扣手される 
必然性があ S のでわらう。勿論この二つ 
に對す59ビドーの消贺觉の差興&無視 
しれ所からも笑ひは屯れ&?忠次と敎科 
寶、この二つはかく t 離れ T : 槪念かと云 
ふ i 案外さうでない。敎科饵は®々忠次 
的である〇 L かしこれは秀吉の班法をも 
つてすれば•忠次の方で软科锥に似 T : の 
であら•っ。 

ごく蕺近のか貂介すれば、 

酉の市 i 云ふ貯板がある。そこを M 
P か V つた t 人が苗を傾げてゐたが " 
やがて纸か L つて來てサンズィかそへ 
た。酉の市變じて酒の市にたつ f : 課で 
ある。 

こ1の觀咨 /if は小布 K 階紙であるこだ 
からおょそ年屮行事といふも CO に對して 
は無關心でめると云つて±いでわら3ぃ 
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しやるけれど、多くの人達が生きて行かうとするために苦しんでゐる事はど 
んなのでせう？みんなおの-^が自分の感情を押へ合つ てこ そ苦しみと戰 
ひ&がらも生きて行かれるんではないでせうか？社會性のない行動を無理 
にしょうとする人 la] は自诚する外ないと思ひます〇まして桝木さんは生れて 
廿何苹かエゴィズムの善惡について一度も漪へた取のない程0人です。確^ 
な物 fr 的保蹤を凌族に M へる事もなくして御自分の感淸を^:行なさる事が Ili 
しい事だとおつしやるお父様1かうしたお父櫧を敢然として级きはなせな 
s 私達、そこに私達子供の生活を保銳しない现布の社命制度の矛质があるの 
ではないでせうか。さうだとすれば、お父様は新し s 戀愛に熱情をお法ぎに 
なる前にその熱怙をかうした社會の改革のためにこそ先づ洩ぐべきではない 
でせうか？かうした現在の社钤にあつて、戀愛をのみ先に卿想的に押踐な 
さることを lisl 違つてゐるとはお思ひ I - C なりませんか？こ0社#に生きて行 
かうとなさるお父嫌•何卒もう一度汉将なさつて下さい 0. 御自分のために、 
母樣のために、私連弟妹のために。」 

岡氏の「新戀愛論」ょりも娘さんの「父への抗議」の方が迤かに現^性：か 
ある J - 私は思つた。 

恐らく氏は抑 M してゐる御自分の娘コムブレクスを桝木節子さん(桝本さ 
んは岡氏に父コムブレクスを起して唐られる機だ。)に轉嫁し、それに伴ふ 
罪障感を n ミンテルン宗〇信者として視福されるところの聖なる「協同の階 
級的 f {: 事」で晒罪し/ Ji 心(超自我}の苛责を「戀愛と結婚との同一性のテ 
丨ゼ J でヵム7ラ—ジして居る樣に思はれる。私は岡氏がもつ科學苈として 

の才能を愛するが故に、岡氏(父〕と桝本さん(娘)とが•そ0近親愛に伴 

時 評 


と、では彼等が多大な關心を t つてゐる 
でめらぅ洒に酉がおきかへられれ〇い It 
V 觀念 0% 穴である ^ 一饰にして歡樂の 
宓が開かれ r : 課だから。笑ひは r : く吏し 
く生れてくるだらぅ〇緣泣い t のか#近 
に姐^かへたこ0_衍はこ、の觀沐财を 
奸第に入れることによ9坷成の商さ tt 評 
m され' C よいであらぅ0 

立小便禁制新法 

久下貞夫 

大阪關西中央新 JT - 次.の？-ぅな記 Hf が 
出てゐ t:u 

よく板塀などに、お稍荷さんの a 居" 
或 t : 犬のほか小使す S なの文字を見る 
が、取區久菸寺町四丁目附近の板#一一は 
「 H 本人*ら便するチ J と M 々しく立 
札が立つてゐる、これ II 例の村上大人の 
『日本人こ4|:あり』からヒ、\卜を#た 
らしく、こ、1な5と日本人たるもの、1 
寸小便も出來ま乜んグ。し 
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ふ罪障感を■罪するために、手に手をとつて刑務所ゆき少 m 取に乘りはせぬ 
かと心配してゐる。それは明らかに情死への道ゆきだ。それを「階級的犧 
牲 j だなどと言つてい s 氣持になつて居られる rln は天下太平だが、現實社會 
はどぅもさぅは卸してはくれないらしい〇 ( 拾登、拾茲、洽四 ) 

B 木評論十二月號誌上で「新女性觀 j の! S の 下に、 新ら しが り屋の M 氏が 
奇妙にも「新ら しきフュ i 一 〖ズ ム」を 提唱して居られ、そして「吾+の(私 
の〕 フュ ミニズムは決して 新ら しくはない、た r 事新ら しく兹に M めて提唱 
せざるを得ない狀態に今 n の社會〇 2分！〕が 在るのである。」と言つて、 抑 
厘/ X さつてゐらつしやる御自分の娘 コム ブレ クスを合理化すろために、しど 
ろもどろになつ て辯明これつ とめて 居られる。 

岡氏〇理論〇樂屋班を fj いてみると、結極は「#と女房とは新らしい」方 
がょい」といふ事に歸涪し相だ。この■は男の再生願望(輪廻願望、復活願 
望)を m してゐる。女は生理的にも亦社#的(家庭的〕にもその子供と親し 
い關係にあろから、子供と同一化して再生願望が滿足 される が、男は女の樣 
にはゆかないから.その再生願望を充すために男が浮氣になるのは本能的" 
歷史的必然性がある。だが科學はその必然性を自由性に轉化する。と言つて 
みても.それがなか<困雖なととは事贳だ。 

山本有三氏人道主義の無意識根據 

倉橋久雄 


居"鋏などを描いておくと効果があると 
云ふことを颉み 主し t ; が"右引川 H 事の 
や 3に ru 本人なら： 」 と 日本人の ナ 
ルチ K 上 K パ姝にそれか基礎として出來 
上ってゐろ赵 H 我 1: 訴ヘる 0 も一法で せ 
ぅ〇 r 大の•はかには小便す v からず」と 
云ふ锊齿文 t 時々 JI 受けます•か"これ t 
立小便かすることが犬に同 一 化すること 
であるのを®識5 せょぅとした 點では向 
じくナルチ スムス iM 0 我とに rF へ?; こ 
i になり生すが 「 d 本人な 、 b .: 」 の方 
it 、 小便する漭 0 惜惡(汚 m 街動じ於け 
5 恨惑面〕 ^打沿さんとマるに、间}化 
心理 C 興や壁の 持主と 0 IP 1 一化) に STF へ 
んとし nl ので"「犬のほか：：:」の如 
く反感か"松つて反感1:よる故意的行動 
を誘發しないであらう點にその優越性が 
わるやうです0 


新刊紹介 


▼ f 與ぴ生き*人生 I 石丸^平茨—石 
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m 朝十一月十七日ょ 0 四日 i ! H に互つて，山本有三氏は「檢事の論齿と「女 
の一生』」と [ M して暁子事件を問 IM にしてゐた。始めに山木氏は「何もそん 
な女のために餘計な口をきく必监はないのである。現代は默つてゐることが 
一#上手な世派りの逍とされてゐる」と言つておきな'から「けれども私は、 
このま、默つてゐることに、ある息苦しさを感ずる」と正 Dr に齿甶して居 
る。この息苦しさは: ts 識的には自分の作品の誤用せられたことに就 S ての辨 
明慾であらうが、無愆識的にはまた別のものがあるかも知れない。 

世の多くの暁子への N 情 ^は、 撿邵の云ふが 如く、山 本氏の同感するが如 
く r 映 3 fi 女優の裏而にある茨の M 」について多大の li 念支出をしてゐるやう 
であるが，そんな事は女優迹にとつて入所以前つとに承知の事なのであらう 
と M ふ〇何にかのゴシップにも「报影所に處女な し」 と言はれてゐる程であ 
る。 まア これはゴシップでもあるし、事の僻 ^ は知らんが。世111]好奇の的で 
ある「茨の逍 J も M るやうにして 5 M れば案外味なものであるらしい。兎に角 
それほど艶種の汎濫してゐる所であるからこそ"そこで生鹿されるものが商 
品となり 市場に販 W され ^る^なのである。 

女優としてもさうである。監得なり m 役な〇が食指を動かさない女優なん 
て、もしあるとしたなら、そん&女優の商品似値はゼロに等しいのである0 
スキャンダルの多いほど女優としての虫命もある譯だし、女の中の女として 
滿天下の桃色ファンの御氣にも召さうと云ふものである。しかし•それもフ 
ァンの心證を密しない程度に於いてであること勿論である。 

あらゆる稻類の女の集まるこの所に於いて、先決問題は監抒 m 役獲得術の 

應用練磨であらう。晓子が男性利用法に於いても相當なものであつた事は阿 

時 評 


丸 氏は昭和十一年 II は 五十歲に 達し 
れ0それ&耙念して"浒下丧畐寺境內 

.に『削造锊舉祀念碑』•か姐立せられる 
こ i になつ t : が I 出版としての耙念砷 
が正 Li この汲である。内容は四部に分 
れ、(第一部)人生とは何•そ V 、(節二 
部〕菸び生き S 方法論" c 第一!!部〕人生 
W の ®理 、(邠四部〕戀愛論、となつて 
ゐる 。氏が十數年 HEI V アヵ デミ シアこ 
ズム3獻牙の^をふリすて、社^大來 
の ni ] に分け入つて、1?]迸骄帮を以て兜 
年 t : ちな相^ I て來れ功紐はわが阀敎 
trill 上 U 於 V て時興の光を發つもの T 
わらぅ 〇二 十餘卷 に上る從來の菸郡の 
總決算 it 云ふべき本 fsrlr 特|:氏の 
力樹か入れられた L のであろことか示 
して*>石。(释隘党發秄。定價 llnllll 
十 S 

▼『ジャン e アジ H - 子供の M 徳觀』猫田 
辟志•竹一郎共落—竹 [11 氏が本 
誌上1:數冋 Li - irlp そ〇第一求の始めの 
方‘譯載してゐ t : Ir 兒诳2迸徳的判斷』 
の譯述である」袷ど*課1:近いのであ 
4 が、處々谷略し序論(:課渚のビアジ 
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部某なる も(7>を 捕へ得た C とにも察せられ 6 。 2 小映 靈曾 社のスターが j 
躍天下の諸洛士にそれぐ一言せしめ， たと へお祭り騷ぎで あつたと /I 云 
へ、新 M のスぺースを多く割かしめ*のも，云は \r 彼女が、阿部某を捕へた 
處よ〇始まつたのである。) それにしても 阿部が所謂 「色魔」 であると云 ふ 
事を事前に知らなかつたと云ふ程"躂子はそれ程う かつな女であつた らう 
か。 

筆背は嘗つてモダン m 本主催、松井翠聲司會である催に m 席した隨子を知 
つてゐる。當日は各社から多くのスタ—速が出て御挨拶なるものをやつた。 
そ〇際暁子はかう云つて滿觉の拍手喵泶を克ち#た。「外の 方のはどうで■も 
ようござんすが"私の出てゐる寫眞だけは必ず御赀になつて 下さい どそれ 
を聞いて傍に竝んで順を待つてゐた高田稔のあわてた Q もけ だし當然であ 
6。 r 私も隨子さん御 INJ 稼に」と云つて、辛うじて彼はその驥堪につかざる 
を得なかつた。たとへ冗談まぢ りに もせよ隨チの心臟の强さ0 程 も 察せられ 
ると 云ふ衮だ〇山本氏よ。「女の一生』の允子だつた らと考へて 御^ なさ 
い。片々たる挨搜を引用して と言 ふ勿れ 〇こんな 片言にでも赤裸々をその人 
自身が露 m することがない とは 云へない。かくの如き瞇子も山木氏によると 
「彼女を誘惑し、彼女をみごもらせ、彼女を捨てた男は今 どうしてゐる か LJ 
と云ふ事になるのである。山本氏を 一代 表として男なるものは甘いもの だと 
腔子が思はなければ幸である。 

腺子は果して阿部に利用されたか。寧ろ利用したのは彼女の方ではなかつ 
たか。ま〇か阿部が監 If であり*何か 1 C つけて利用 M 姐が ある 〇 ( 例へ if 彼 
の監督作 1171 に主演するが如き)事位さへ知らなかった彼女で あると 云ひ得る 


な附加し?:ものである。その社曾 
的研究の科^性 t 稍神分析的硏究の科 
學性とか比較研究して;1るのも興味あ 
A ことである。 b アジ-1;の跅究內容に 
就いて It 本誌の謂赤1:對しては今更紹 
介的な貫葉^弄す S 必要はなから、 
(谀宛哿扱、定價四[£11〕 

▼一 r 應用心现权論文 mJI 席■一?文理科大堞 
内"應川心现研究分10 ImHw 合 ffi 
用心理學會の第二冋大會の m 錄ん以て 
本 M の 内容として ゐ5。菊販七一一 1 IH 
に亙る大册で、我等分析壤徙1:も共通 
興味ある主題が多く並んでゐ 5- (中 

▼一 vs . Ii . n レンス』土思光知著 I 硏 
究社『英米文學評傅蕺齊』の1に m す 
S ものであ so 英闽詩人1:して本誌上 
に t 耑俞氏の譯文にょりその小說や a 
丈^/ it 々紹介して來た P レンスの簡堪 
な評傳で#>るから贘んで要伽を得る U 
は通济であ^。た\*ロンンスは稱神分 
V 祈 iil 捌®がない is ふやぅ fi ? Jf が l!f 
いてあるが"勿論 U レンス II 耥神分析 
か十分に现解マる ii どに硏究 t し- t ゐ 










o 


であらうか。た ir 幸か不幸か■これが限胎葫件を进んだ o ( 今では反つて怪 
我の功名となつて"隨子は漁夫の利を克ち得たが)その子を阿部が容認しな 
かつたとしても•た e それだけで阿部の罪であつただらうか、阿部にしても 
阿部としての刑111もあらうと思ふのである。 rm 胎祺件」さへなくば、この 
兩^の相:£依^關係 titnl ^ に•彼等の都^のよい所まで^んだであらうと思 
へる。私は徒らに阿部の^を持つものではないが、腿子が「かよわい女」で 
あるならば、阿部も「かよわい见」である。何故ならば、彼とてもいづれ 
は、彼 E 旮の n ムブレクスに tjl きづられて行励してゐるのであらうから io 
嗞子が私の今の氣持はと武 m 麟太郞に示した(『モダン LI 木』)詩(佐藤亦 
夫作)に「内き薇^は俗きぬ、すさぶ # Ml 兩の手あら e に、されど花の^は 
ましぬ、多くも受けし苦のために」とある。流石の武麟もこれを^されて、 
さぞ M れたことであらう。この腔子のナルチ K ムスこそ_もつと！ TM にされ 
てよいし、されるべきだ。これこそ「听胎啡件」を生んだ因の因であろだら 
うから . 〇 

その「喷胎训件」はおくとしても、とにかく臌子そ 0 人については取なる 
「かよわき女 j であると片付けるととの{女易な甘いやり方に同慂出來ない0 
である。 Ilf # 後の暁子の聰郭的態度と彼女のクリスチャンであることとが、 
彼女の煙蘇となつてゐるやうに思へる。おのれをよく知るもの蕋し當代の智 
漭、志到晓子ではあるまいか。現在の彼女はたで民衆(山本氏をリ—ダーと 
する)の救助願望の潮に乘つてゐさへすれば W 生は近いので ある0 

だから「彼は名#こそ®きたれ、ステツキを振つて自山に柯道を步いてゐ 

ても」一向にかまはない。むしろ筚者|±もつと足並を則かにと言つてやりた 

畤 評 


ないし"主？:それほど科平的な m 腿の 
所布^でもなかつたや、つであろから" 
關係•かないと一 K つたとて分 rr 4^ の方 T 
は別1:祕炸>感じないが、讲1とにか 
く蚺神分析1:閥しては二抓 Q {_ 湃まで 
あ y " 殊|:兆内101つは叨かに「稱神 
•分析と無藏蛾〗と®示してゐ&租であ 
るのに、 W 神分析と關係がないとはど 
ぅ； K ふわけであろか0 
^ への字紙 J シュチーヶル«£济* 
m ^ TO 作踩 I シュテ—ケルは 7 IJ ィ 
K の門下であつて、今[ I 別れてゐるが 
やはり分析泝で U ある〇フ E 1 ィドょ y 
は常識的" M 俗的で T 舣人には分り笏 
いが"我々1:はや』 m 純、^ひ足り 
乜い。併し一蚊人の讀物としては rr 科 
辭典式|1いろいろな兒帘叫姐が取扱つ 
てあ5ので"木迸の如き U 適切なる W 
兒案內都であらぅ。序文|:は無; n の文 
字が滩山に羅列してあるが、肝心の踮 
梆劣、發行苹月、この1??の胶袭葙の全 
源作中に於ける位 W 及び意魂について 
U 何も畓いてない o ( 刀江 ^^ rllfll 
11十鉉) 
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い。彼(おそらくは阿部某の事を云つてゐるのであらうが)は"隨子の惡し 
^片1 ffa をも^つて/ X ほも步み歩 S ねば fe らぬ事で&らうから：：。 

有三氏にとつては「何故女だけ罪せられるか，なぜ女だけ懲役に行かなけ 
ればならないか。」であらうとも、隨子の場合•それは山本氏の主觀の投出 
であるのだから•よく自分を分析して、幾多 Q 名作をものし、多大の感銘を 
與へた r 女の一生』の作者としての矜持を保たれん£とを切望する。「あの 
作は斷じて女を鞭打つ革帶ではない。革帶に代用されることは、作者の忍び 
ないところである。」&んて下らん感傷は見つとも&いからお止めなさい0 
こんなチャラッポコな甘い見方で諧盏を失望させることも止めな e い 0. 藤村 
の云ふ支那の■の如く「年とつた牛は若い車を好むものである」と苦笑して 
許りもゐられないので •AJXtcl 言した次第だ。山本氏よ。こんな事にコム 
ブレクス的な罪障感を起さないで—愛用のステヴキを振つて自由に街頭を御 
自身淵步なさ S 。 志贺腾子の正體なんてその内に判然するでせう〇要するに 
山本氏の人道主義なるものはその母 n ムブレクスに過ぎないことだけは明か 
となつた。一切の女に母としての贾格を要請(幻想)し.母らしくない行動 
をとつたと云ふ外形だけでこれを處 M しようと云ふ形式主義的母コムブレク 
ス〇人が檢事であり"同じく •一切の女に母の俤を幻想し，それが母らしくな 
い事をするのは男(父又は父に同一化してゐる自分自身)のせいだとしてゐ 
るのが山本氏である。だから山木氏の描く女はみな「惱める母」の幻(幽 E > 
であつて现冴0女では&い。尤子や®人お吉はその幽餒にはもって£:いだ0 
檢事も山本氏も母 n ムブレクスにとりつかれてゐる甘い男(幼兄〕であるこ 
とに於いては全く變萝はなぃ。た\:外見が一寸違ってゐるだけ/<:0(終> 


▼『母に與ヘる窬』シュテーケル作，淺 
羽武一課—これも冇 i 同じ K ! 淠密に 
ょつ- C 同じ生 m を取扱はれ f : もので，、 
兩哲は同じ带の課かと思つ r : が"比較 
して見*と、兩涝 U 迎つてゐるから別 
斅に逆ひない〇この帯 も、 課淆序文•レ 
厭杏の劣"そ s 他に就いて何の說明 t 
ない。課 交は い 3 i か] tt 課的であ S 。 
允ほ 1 H 夫を 要すろ で #> らぅ〇 (岡 山 
市、內山下 I 八、文獻密猙。八十錢〇 


フロイド先生 

宵像畫頒布 

一牧一圆五十錢 

本誌合本.第四卷 

昭和十一年度 
製本出來 

本研究所出版部 
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心理研究ノート § 

_ 

■■*#• 1 帶# 


(十七)大論の「笑ひ」の說明 

「大视度論」の節七に、怫陀の笑ふ所以を說明してゐ 
る中に、笑ひの解說がある。 

f 笑ふに種々の闶綠あ0。ある人は歡甚して笑ひ* 
ある人は l [ M 悲して笑ひ"あるひは人を！！んじて笑 
ひ，あるひは異事を ii て笑ひ，あるひは诳恥すべき 
事を^て笑ひ、あるひは殊方の抛俗を E て笑ひ、あ 
るひは希宿0難雄を兄て笑ふ 。 J 
同じく第四十にも、笑ひの解說がある。 

『笑ひに種々あり、ある人は妓樂〇事を兒て笑ひ、 
ある人は内に腿諶を懐いて笑ひ、ある人は慌授の故 
に笑ひ，あろ人は物を！ f ん屮るが故に笑ひ、ある人 
は事を辨じて喜ぶが故に笑ひ、ある人は作すベから 
心！！！硏究ノート 


長谷川誠也 

ざるを而も作すを n るが故に笑ひ.ある人は詐を懷 
きて：#を揚ぐるが故 1 C 笑ひ"ある人は希^の^を E 
るが故に笑ふ。』 

西洋にお S ては、ブレト I 、ア9スト I トル以來、笑 
ひに關する生现學的、心现學的•あるひは社會學的斫究 
が盛んであり，しかも興說粉みである。大論の說は.散 
设のやうに兒えるが、そのうちに 1 R 要な端^が出てゐる 
と思ふ。これらの絲口から、改めて斫究を迆めるのは、 
われく谋洋缪徙の貴任であらう。 

「人を酹んじて笑ひ」とか「橋®0故に笑ひ」とか言 
ふやうな見方は*ブレトー、アリスト t トルにもあり、 
近世においては.ホブズ說にもある。&ほ解說の中「希 
衔の難事を見て笑ふ」とあるのは、非常な難事を爲し遂 
げ#る自信から笑ふことの意味であらう。「事を辨じて 
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喜ぶが故に笑ひ」といふ、笫二〇 ylm 文の語が.この點 
をおのづから說明してゐるやぅに感ぜられる。さぅして 
この點が m 憨な研究の一つの絲口ではあるまいか0 

(十八)大日經の心相 

大日經に、佛陀が心相を fe らべて說明してゐ るところ 
がある。說明の順序を多少變 M して、次ぎに紹介す る 〇 
一、貪心、染法に隨順する0 

二、 無貪心、無染の法に隨順する。 

三、 瞋心，怒法に隨順する。 

四、 慈心/慈法に隨順して修行する。 

五、 癡心、修行不觀〇法 1 C 隨順する。 

六、 智、 V ，殊勝％上の法に隨顺する。 

七、 決定心> 尊敎命を說の如く奉行す 30 • 

八•疑心•常 r 不定等の事を收持する。 

九、暗心•疑描なき法において疑慮の解を生ずる。 

十、明心.不疑成の法において疑處£:くして修行する 
十 K 错聚心"無#|:1とするを性とする。 

十二、岡心，互に足非するを性とする〇 
十三，靜心、自己において是非を生ずる。 

十四，無論心、是非共に捨てる。 

十五、天心"心念1-隨って成就しようと E ふ。 


十六、阿修羅心.生死に處しょうと思ふ。 

十七•龍 心、 廣大の資財を思念する。 

十八、人心.利他を M 念する。 

十九 •女心，欲法に隨陋する。 

二十、自在心，我 I 切意の如くならうと思惟する。 

二十一、商人心、初めには收め聚 め， 後には分析する 
法に隨順する 

二十二，^夫心、初めに廣く聞いて後に求むる法に隨 
順する。 

二十三、河心•二邊に依り因る法に踣順する。 

二十 四、 陂池心、渴して厭き足ることなき法に踣顺す 
る0 

二十五、井心、思惟す ること 深く、 また 遊深で ある。 
二十 六、 守護心ノこの心ばかりが馊 ，餘 心は不馊で あ 

今 

二十七，偃心、.己が爲にして他に與へない法に隨順す 

る0 ' ' ) / :• : 

二十八"狗心 ，少 分を#て菸び足る。 

二十九"独心，徐ろに進む法に隨順 する。 

三十，迦栊羅心、 M 減羽翼の法に隨顺する0 

三十 PM 心' 諸の繫純を斷た うとす る0 

三十 二，歌詠心、 かやうな 法を 修行し，我當に 上#し 
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て種々 rc 神變しよぅと思ふ0 
二十三、舞心，同上 

二十四、雕鼓心•この法に修順し.我當に法鼓を艰た 
ぅと 思ふ。 

二 十五、资窀心、自ら身を護る法に隨順〇 
二 士ハ、師子心"一切の怯れ弱むことなき法を修行す 
る 0 

一一 十七、仙 GS 心，常に暗夜に思念す る。 

二十八、烏心 V 1切處に黯怖する。 ■ 
十九"羅刹 心、 蒂の中において不辨を發起する。 
四十•刺心、一切诞において惡作を發起するを 性と す 
る0 

四十一、 H 心、 H に入ることを爲す法を頸修する0 
四十 二、 風心•一切處に變じて發起するを性とする。 
四十三、水心，一切不蕃を洗濯する法に順修する。 
四十四•火心，熾盛の炎熱を性とする。 

四十 五、 泥 心、 これに類するを性とする。 

四 十六、 顯色心•同上。 

四十七、板心、致に隨ふ法に順修して•餘〇善を棄て 
る0 

四十 八、 速心•執する 所が 興なる と 北ハに 思 ふ所も 異な 
る〇 


四十 九、 棄樂心 、生 分 無き 法に順修する。 

五十、1索 心、 一切處に我縛に 住するを性とす今 
五十一、械心"二足止まりて住する 5:性と する e 
五十二、雲心、常に雨を降らす思念をなナ1> 

五十三" ETI 心、常に S の如く自身に■ぁることを修 
す。 

五十四、撾心•思念する所に役た思念を增し加へる。 
五十五、刺;/ J 心、刺除する法に依り II :まる。 

五十六、須彌等心，常に思惟して心 WI 跟なるを性とす 
る0 

五十七1涧等心、常に是の如く自身に受用して而も住 

する。 

五十八•{八等心、先には決定し、後には變改するを性 
とする。 

五十九、受也心、諸の行業を修皙して"かしこに注ず 
ることがある〇 

これに 次 VV で、『ーニ三四五、#數すれば、 おょそ 百六十 
心が ある j といふ追加の語がある。右の記述を、心理學 
的に硏究 し、 か-〇分 r して M るならば' おもしろからう 
が、それは他 13 のことにする。？しあたり興味 ある 點 
は、 種々の事物が象徴的に使用されてゐることである。 


心理硏究ノー 
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(十九)老子の母 nA ブレクス 

幽玄深奥といはれる「老子」も、精神分析の立脚點か 
ら見ると"その要旨を•案外容易に舒犸されるやぅに思 
ふ。 

全篇を通讀して*まづ感ぜられることは•著衮の母 n 
ムブ V クスである〇それは全篇を M じて母といふ字が、 
非常に重要な意味をもつて使用されてゐることから推測 
される〇犮にこれを列記しよぅ。 

無名は天地の始、有來は馮物の母 (一 京) 

谷神は死せず、これを玄牝と謂ふ。友牡の門、これ 
を天地の根と謂ふ。 C 六？；0 

この玄此といふ語は E 母 ( Groatmother ) の意味である 
といつても差支へあるまい。 

物あり、天地に先だちて生ず，寂たり■寥たり、獨 
立して改めず•周行して殆からず，以て天下の母た 
るべし。これを字して道といふ (1 一十五窃) 

天下始めあ以て天下の母たり。旣に典母を知 P 
て復た其子を知0•旣に其子5:知 y て极た共母を守 
れば、身5:沒するまで殆からず C 五十二^) 
國を庸っの母は、以て提久なるぺし(五十九筇) 
大國は下流なり•天下の交なり、天下の牝苽り。牝 


は常に靜を以て牡に勝つ"靜にして下るを爲す$:以 
てなり C 六十一^) 

とこの牡といふ語も"母性的といふ意味に解しても差支 
へなからう0 

かやうに"砾といふ字の用ゐられてゐる處を&らべて 
見ると、それがいかに m 要の意義をもつ-1:ゐるかが判明 
する。金く、母といふものは"老子の說く道の象徴であ 
ると見てもょからう〇それだけに，老子の心理には、母 
といふ觀念に執浩するところがあつたと推定される。彼 
にまつはる傳說に、彼は八十一年間、胎内に思たといふ 
のがある。表面から見れば、 M にもつかぬ話であるが、 
內面的に見れば、大いに有意義である。これは老子が一 
生の間.母といふ觀念に愛着をもつてゐたこと"卽ち母 
コムブ V クスを抱いてゐたことを暗示すると解釋され 
る。それかち^へると八十一といふ數は I おそらく老子 
の年齡であらうかと想はれる。この傳說は、いつの世に 
構成されたものか。それは私には分からないが"そもそ 
もの起原は*一生の問’母といふ形象に支配されてゐた 
彼の生活を菸喩的に傅へたことではなからうか。 

さらに、この辔には「嬰兕」といふ語の用ゐられてゐ 
る處がある0 

氣を珥らにして衆を 致む， 能く婴兒たらんかハ十牮〕 
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衆人は熙々として太牢を莩くるが如く，^、藁に登 
るが^し。我獨り泊として典れ来た兆さざる こと 嬰 
兒の来だ孩せざるが如く、梁々として歸する所無き 
が若し01十寧〕(註)孩は赤ン坊の笑ひの意0 
衆人^な以てするあり。而して我獨り頌にして mi つ 
鄙し*我獨り人に興にして•而して母に^ポるるを 
贵ぶ f 同上〕. 

典雄を知りて共№1を守れば、 X 下の Is となる。天下 
の路となれば、常德離れず、兕兒に復歸す(二十八 no 
含 i の渾きものは赤子に比す。^鏹も瓣さ tkrn 
t 摅へず，摑 B も抛たず。#弱く、舫柔かにして而 
して搌ること同し(五十五灯〕 

老子の「無爲の事に處0、不 K の敎を行ふ」といふ人 
生舰は1©兒をその象徴とするのである。かやうに^ i;d 
の生活に.珂想を認めたところを.心现學的に解釋す吃 
ば•認得の奥に「胎内^想」があるのだ、と首へる〇老 
子0無意識に游んでゐた胎内也活の疋惊が-「母に^^は 
る」と言ふ跸想的(あるひ tt 益想的〕生活を描かしめた 
ので—う。か1てくると1 S 說 if I そう意我 
深いものと Kf± なければなちぬ。主知的に兒れば、一願 
の©もな S 傳說も■心理學的に見ればI若子の人生觀そ 
のものを"^も^く說明すると言へ a だらう0 
<现硏究ノ I 卜 


(二十)「人は霞 <夫なリ」 

左傳の桓公十五年のところに"左のやうな說がある0 
祭仲、琢なり。鄭伯 これを 患へ、その婿(祭仲 〇 女婿 
のこと)雍糾をして之を紋 さし めんとす。將に之 5: 
郊(郊野)に ^ せんとす〇雍姬(祭仲の女〕 これを 
知 P 、 その母に謂つて日く、父と夫と孰れか la しき 
と〇その母の日く、人は盡く夫なり、父は I のみ〇 
なんぞ比すべけんやと。遂に祭仲に^ r げて日く I 雍 
氏その室を舍てて將に子を郊に享せんとす、吾 これ 
に惑ふ、以て吿ぐと。祭仲、薙糾を殺し"これを财 
氏〇汪(池)に尸す。(下略〕 

逍德論霜から姑るならば、この事件は•かなりの問瓸と 
なるものであらう。しかし*その立脚點から離れて見れ 
ば、 雍姬の心现過程に同情することができろ。かの女の 
無意識にあつた父 1 C 對する愛范の n ムブレクスが"母( 
の相談となり"母0心理にあつた同じやうな n ムグレク 
スが「人は詖く夫なり J の語となつて顯 m したのであ 
る。赛たる位 S にある女性は"この物語を熟考して見る 
がよからう。これぼど極端でなくとも、形式 1 C おいて 
は，これと類似の場合に臨むことがないとも限らないか 
らだ〇 


i 
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芭蕉の俳句の分析鑑賞 

_ふるさとや臍の緖に泣く年の慕 

|年蘇れぬ笠着て草鞋はきながら 

★ 齋藤發智良 

「人の 31 命はその H ディ•ホス•コムブレクスであ 
藝術は無意識界に蟠る種♦なるコムブレクスとの15藤に 
於ける苦悶の象徴でぁる」と云ふ精神分析學の命越に忠 
實なる爲には"作茗の n ムブレクスに觸れすしてその作 
品を鑑賞す〇ことは出來ない。 

前號に於て H 駕の胎内空想は分析岡明せられた。彼を 
生涯旅から旅へ導いたのは、そ〇强烈なる母への戀であ 
り、彼の藝術は巨母なる自然との交りに於て生れたと 
言ひ得る。 

「年暮れぬ笠きて蓓鞋はきながら」の^は’甲子紀行 
(野ざらし紀行)の中にあり 「4- ぞろ野ざらしの吹く頃 
江戶を川立」して東海遊を上0#賀、大和、近江を經巡 
つて美濃から尾張に出で、「こ X に草鞋を解きかしこに 
杖を 捨てして旅ながら年の基れければ J 、 珞張^ と ある 


山家で越年することになつた時の作である。「奥の細道」 
の中で 「 E 々旅にして旅を栖とす」と宕つて居る彼に於 
ては常住座臥する時も.笠の緒つけ代へて旅する時も1 
その心境は同じであつた。然し如何に麩術の爲とは云へ 
庶说の上に立つ武士の身分を捨て自ら進んで不自由な苦 
しい旅に生涯?:過さねばならなかつた事は彼のマゾヒス 
ムスの素質にも因る事ながら•何か彼の超自我をして彼 
の上に苛 K の鞭$:振はしむるコムブレクスの潛む事を想 
像させずには置かないし、又母への愛が强烈であればあ 
る程息子の近親姦顋望を妨害する父に對する憎惡の激し 
いのは當然である。 

H 蕉は伊賀の藩士であつた〇象長の權力を以て愛する 
母に盲從を强ひる父への憎惡は"對象に於ては君主•武 
士階級•社會 へと 轉位 せられ、 深さに於ては父殺しの願 
望となつた。 

彼は僚友、彌太夫の門邊に「雲と隔つ友かや雁の生別 
れ j の短册を殘して故郷を出奔した0であつたが、之は 
結局彼が父を拒け、殺した事である。己れの身命のみな 
らず家族のそれをも哲の御用に祕けることを無上の M 目 
として"そ S 爲にこそ知行を 1 T 1 き、 B エ商の土に立つ武 
士の衮 庭は， その中から無賴の徙や夭折龙を出す郡は大 
なる汚薛であ々、又その度に祿髙を減らされるのであつ 
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た。啻に藝術〇 爲の みならば、弓矢0 道を 捨てずとも文 
武兩道を 勵み# たか も知れない。然し 彼の强いテディ•ホ 
スは父を拒け主君を拒け、酎建的、武衆的生活の桎檢に 
反抗して遂に脫藩して了つた。 

彼がこ S 句を作つたのは文化風俗が絢爛と咬き誇つた 
元祿時代 1 C 人る四年程前で、旣にこの頃から江戶〇人々 
は歡樂を追ひ求める邵がその風^となつた程、世俗的に 
なりつ V ぁつた。歡樂の蔭の悲哀を知り莩樂の迚活を野 
ざらしにそよぐ祜啟 の 風设と同じに兄て片雲の風に誘は 
れる如く：激泊の旅に上つた彼の-1ヒリスムスは，無总識 
に於ける父殺しの罪に對する無意識の，：； E 己懲剝で，之が 
彼の藝術に深刻さを與へた般大の M 動力でぁるなる 
自然を苛む文化を彼の H ヂィボ K がその對象とした事は" 
彼が時流に對する反抗的態庞や超然として己れの逍を迆 
儿だ彼の生卵卽ち 

何にこの師走の町に行く鴉 
この道や行く人なしに秋の菘 
等の^によく現れて®る。 

武士としての體而を保てぬ恥辱よりは•死を選んだ當 
時に於て武士を捨てる- If は死を意味する。彼の出奔は父 
殺し願望の遂行であると同時に I その M 罪の第一步であ 
及、一生旅に於て甘受した困苦缺乏はそこに始まつた0 
笆燕の俳句の分祈鑑赏 


である。 

旅する人の樂しみは快適な道中と心地よき庇の泊りで 
あるが、死の木能に惹かれ罪陳感に追 Id れる暗い彼の旅 
にも*この賴はあつた。卽ち「今^よき宿借らん J i 
「5 tsa の足によろしきを求めん」であつて*之は此一■一か矛 
历して居る探であるが"「よき宿」は胎内への復 M を夜 
飪新 (cri 驗する所であ「足によろしき取鞋」は先を 
念がぬ旅には足拚への趿茁さでなく母なる大地と〇接觸 
を快くする爲である一翦 に銳5 K パィクを棺ぇた 登山靴 
鸽は常時あつたとしても彼としては履く 1 C 忍びなかつた 
であらう)事を知るなら咬彼のとの唯二つの M ひは彼 
の旅に對する態度を說明し得て餘りあらう。亭^ r この 
旅行觀卽ち人生觀を除外しては彼の藝術を那■解し難い。 

麩術は露出慾の#蕲せられたものであるから 、 H 蒲も 
露出慾 all ちあ#心は相常强かつたら しく、 永 s 太平に武 
動を建てる機會なく只管沿主の御機嫌を取結ぶよ〇他に 
出世の M がなかつた事も、彼の出奔の一つの励機となつ 
たに述ひない。彼が到る處に名甸を殘してゐるのは"愛 
する母に多く〇撺大な子供を與へた事であるが、一面彼 
の 1 路出慾の變形たる撒布 癖、 落脱癖を窺ひ得やう。 

こ、に課趙0兩句には’共に同じ年の菘が異る意味に 
用ひられて思る所に，問題の面白味があると思ふ0 


H2 


日月の運行と自己を同一化し* n ムブレクスしてゐた 
古代人0時代輪廻の思想•習 ffi は未だ人類の心に ti5!£ く莬 
つて居て、宇 rfr のみ羅萬象悉くは新しき年と共に生れ、 
藉れ逝く年と共に死ぬる樣に者へる。(大樹 K : 袭 f 粘神分析 
詖本』參照)卽ち暮は死の象徴であるが「年暮れぬ」は 
時の經過を表はし、旅に明け菘れした彼が只冥途の旅の 
一里塚に脚を留めて、暫し來し方を振り返つたに過 r & 
い、「死にもせぬ旅趑の媒ょ秋の募」の秋の慕と同じく 
前途には尙苦しい人生の旅路が續いて愤れの胎内は遙に 
遠ぃ。 

さて彼の H ディボスを期待して分析の光を笠と蓝鞋に 
向ける。孰れか一方でも旅の意を表はし得るのに、短い 
俳句0中に兩者を並べた0は、この光なしには軍に上 i 
下との對照にょつて意味を强めるとか.波の旅する姿を 
細く描き出す爲、位の表面的&說明しかなし得ないであ 
らぅが、その裏には深い彼0コムブレクスが秘められて 
ゐるのだ0 

「世の中は上を) i れば限りがないから笠を被つて暮ら 
す」 とよく人は云ふ。色蕪が彼程 0 才能を以て尙常费を 
求めなかったのは、先に述べた如く，父殺しの罪隙感に 
依〇懲罰蝴澴の爲であり，陽炎燃え立つ大地を遠傲なく 
照りつける太陽や落葉散〇敷く上に冷く降り法ぐ雨を防 


ぐ事は父への} X 抗であるから•笠は彼が父に對して抱い 
たアムビファレンツを示し1草鞋は母に對する感偎愛の 
象徴であるから，この一句は實に彼の性格の根柢をなす 
强烈なエディボス n ムプレクスとそれと0闘爭に終始し 
た彼の一生を物語るものである。 

X X X X 

彼の激しい無意識心理の相反相刻に依る胸苗しい迄の 
緊張は「ふるさと」の句に於て"大きな息拔きをして居 
る。强烈な ir 活か，蒸汽跟•力)とそれに比例する抑鹏汽 
鍇の閉鎖)は强大な力をユデ1ホスのビストンに與へて、 
彼を生涯旅から旅へと推迆し、諸國の山河に美しいデジ 
ャギ々の汽笛を盤かぜて居 a 。 然し汽错は m & る息拔き 
であつて決して彼の薇進力を減殺しはしない。 

一度は總てを捨てゝ出奔し魂の安息所を持たぬ彼も故 
鄕の地のみには心惹かれて埏々こ i に立 M り、その都度 
W くは故郷に住ひして居た。晚年程此の傾向が激しくな 
つたのは興味深い。 

此の句は享保四年の秋から元祿にかけての旅行記であ 
る「芳野紀行』の中 1 C あつて、この時彼は故郷で兄弟達 
と樂しい時を過して居る。 

風设そのものが旣に母胎の象微であるが、彼を啼んだ 
故郷の自然，我が家、一度は母の愛を寧ふ嫉妬の對象で 
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あつたが母を同じくする兄弟。時は年の藉であり、彼は 
老年であつた？彼が今手にして居るものは嘗ての胎内に 
於て彼と诹とを繫いだ臍の緖である。此の甸の「年の器」 
は前の「年 B れぬ」と異り、停止して防て、彼は范鞋を 
脫いで居る。胎内に於ける如く超時 IU 1 的で般平永遠に明 
ける那のない骚、卽ち死の象微である。之以上御膳立の 
揃つた胎内益想の滿足が現在にあり得る/ C らぅか？彼 
は全く胎内に很歸して歡褚の聲を辦げて居ろ。 

塚も励け我が泣く膝は秋の風 
の悲痛な叫びではないが、それと同じく激情的な^びに 
泣いて®る。歡樂の絕顶に湧く悲哀感とでも云ふか、今 
迄の緊强が念に弛ん/ C 何か賴りない、不快恤腿の惜は彼 
を金く力の無い幼兒に S 元して■譯もなく泣きたい氣持 
に陷れたものであらぅ0 

又父や主君の死は一而彼の無意識に於ける父殺しの願 
望を達成しては埏れたが、反面に於ては所謂「憤る第三 
紫」の刺找に依る快感を失はしめた。彼の H ディボスは 
消極面の對象を失ひ、高められた^障感は#敬親愛の情 
となり*彼をして益々懷古的ならしめた。諸方の锘跡や 
洱藩主故！ i 吟公の鹿等を腿々訪れて懷舊の情に耽った。 
當時の作 

さまざまの事思ひ出す撄か& 

芭纽の俳句の分祈艦貧 


の句に彼の心境を窮ふ時は•盡きぬ興を铙ぇる。 

現世に於ける•斯くも完備せる胎内の象徴を以てして 
も、結 M 代偾に依る滿足は終局的なものでなく、慾望を 
M に熾烈なものとするに過ぎない。斯くて彼は#び死の 
木能に m ひ立てられ死神である母の面彤を戀ひ a つて故 
郷を仂ひ m でたのである。彼の終：ねは元祿十月十二 
日 (断 膊で十 1 月二十 五 H) であつて「ふるさと j の^ 
を作つた時から尙數年を經て M るが 
旅に柄んで夢は粘野をかけめぐる 
の悲痛た臨終の光赀は e £ に锆時彼の腦裡に描かれて®た 
邪であらぅ。 

■術は描くも Q に非ずして現れるものであるから、做 
か二 00 俳句からその作^の n ムブ V クスが分析解明さ 
れても、それは來强附鲂や軍なる偶然ではない。郛易に 
は說明し難い HT ひ J の境地も n ムブレクスを鍵として 
その神祕の侃を開き得る樑に思はれる。 

. (昭和十一苹芭茹忌〕 

★ 無門關子 

ふるさとと言ふ言葉には母國，故郷*凌庭_母などの 
無意識心现が伴つてゐます。そして臍の緒は母胎と胎兒 
と5:結合する靱帶となつてゐます。誰でも胎兒として胎 
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內生活をしてゐた時代があり■ますが、そ0時代には胎兒 
のあらゆる生命力は£:の臍©緒に集結され てゐました 0 
それでこの臍の緒はふるさとに到るための嵌 も击い門 & 
のです。胎兒が胎内生活を無事經過致しますと，誕生に 
ょつて臍の緖を斷ち切られて乳兒としての新らしい生活 
を致さねばならなくなります。乳兒期(蒙昧期〕には母 
の乳房がふるさとに到るための門となむます。次に幼兒 
期(野蠻期}には自分の肛門や尿道が.その n となりま 
す。幼少平期(古代、中世期)は幼兒期の繼趟なのです 
が，この時代には幼兒期の門を通つてふるさとに到るこ 
とが超自我の無上命令にょつて禁制されて、この門0前 
を行きつ戾りつしなければならないのです〇壯年期(資 
本主義時代以後の時代)には性器がふるさとに 到るため 
の門と な G ますが、靑哔期(資本主義時代)は幼少年期 
から壯年期へ移る ための 轉換期になつてゐます。次に泣 
くと 言 ふことは 悲哀感情の表出行爲なのです が、この 悲 
哀感情の最も根本的なものは臍〇錯5:斷ち切られて愛す 
る母胎と別離する苦しみに伴ふ悲哀でせぅ。一年は一生 
の死出の旅への 一 M 塚の機なものですから、年の葯は晚 
年の象徴でせう。臍 S 緒に#ふ母胎との愛別離苦は E 藤 
の晚苹をも支配してゐた襁です。それで「ふるさとや臍 
の緖に泣く年の基」と言ふ芭蕉の俳 4 t ] は次の樣な意味を 


もつてゐます。卽ち「老人になつても尙ほふるさとの事 
を想ふと、胎の餅を斷ち切られた悲哀に泣きながら母の 
乳房を求めた頃の ffi が胸に迫つてくる。」柬洋人は一般 
に出產外傷が西洋人ょりも强い樣 ですが、 芭態は特にそ 
れがひどかつたらしい 0' 

母胎との愛別離苦を解脫出來なかつた苗蕉は、「年〇 
暮 J (晩年)になつても尙ほ魂が休むべきふるさとを求め 
て、 「笠治て萆鞋はきながら」全國をさ迷ひ步かねばな 
りませんでした。彼はその晚年に「旅 [ C 病み夢は枯野を 
かけめぐる」と書いてゐます#1 C 、ふるさとへの旅で^ 
氣になり身動き出來なく&つても.母胎との愛別離苦の 
哀々切々たる^は尙ほも ふるさとを 求めて枯野をかけめ 
ぐつてゐるのです。花紅柳綠の山河も芭濮にとつては祜 
野に兄えたのでせう。そしてそれは芭蔟の出產外傷と近 
親愛へのタブーとの投出のためではないでせうか 。 SS 

C 十一、十一、15 

★ 森久兵衞 

旅をする人は靜寂を求め，徘徊癖を持つてゐる。で， 
靜寂と徘徊とを愛する俳人の#體や性格にはアブノ ー マ 
ルな所がぁるやうでぁる。總ベての人は物質的成功漭た 
らん事を希望してゐる。それが健全とは云へないかも知 
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■れないが•それなきは不健全と云へょう。 

彼芭燕の如きも陪々身の家に生れて，加1 M も父は鐵砲 
銀冶(三十 否は取つて ゐるが、母は 人 も嫌がる忍術使の 
Fa 地氏の家に生れて迚もこ S 家筋では立身出世は怨柬な 
い)、その上 K 胳は子供の時に落馬し•骨を折つてゐる 
不典界だ。贫乏と不具^ —どうしてもぢつとしては居ら 
れない所だ。が彼が出^するにしても常時の藤党藩制が 
許さ&い。其處で彼は出奔して俳人となつたのだ。然し 
彼の魂は郷 M を戀ひて己まない、彼が^人町の生凌に歸 
る那は I 蠊て彼の糨かなる魂を滿足さす事になる〇然る 
に旅から旅へ龊けて、高等ルンべン然たる现餿の E 身の 
姿を‘いかに情け&く感じた邵であらう。 

然し、彼としては西行や胂莊 (？) を範としてゐる以 
上ノ自身の生活に過痴をこぼす事が出來ない。まあ行き 
常りばつたりで妤すこ士が却て禪的/ C と自ら B ! l 屈をつけ 
てみても’さて納らないのは H の腑の問 M だ，平素はと 
も あれ歲菇になるとこのバン問 M に關獨して行脚生活が 
情けなくなる◦其虛で、何時まで「笠：薪て辟鞋はきなが 
ら」股旅を"つ V 1 ける事であらうと"哭いたのでもあら 
う〇 

这燕の心理を fio ; 測す6ことを許され S ならば、自身は 
俳人たらんより武士として官祐な生活を續けたかつたか 
芭茄の#句の分析捃貧 


も知れない。彼の內心はその主藤堂探丸子の風流1 U 味を 
嘲りたかつたのだ。何故なれば I 彼が若し五千石の城代 
の家に生れて居たら•恐らくは彼自身俳人たらんょりも 
立身出世に汲々と勁んだであらぅから。併しこれは私の 
投出であつて I 彼はもつと K デ"ボス的に不健全で、五 
千石の家.の子であつても、やはり出{永したことであらぅ 
か。 (完) 


俳句分析新課題 

一、 芭蕉の幼少年沏の分昕的硏究 
前號の出越に於いて、芭蕪の句を誤記しまして、應答 
游諸沿に御迷惑をかけましたことを謝します。正誤表屮 
にもその祺は入れておきましたが、®だ失態でありまし 
た。今度もなか < l ( Lm な踮慕答案が集まり、誠に編輯 
部员一同大喜びいたしました。今度の出 M は少し M 倒で 
せぅ が， 應恶衮等が如何にも芭渑をょく知つて&られる 
仍で•ツィかぅ云ふ大問 M を提川 して M る氣になりまし 
た。敢然應募の策をとられた ことを" 切望して己みませ 
ん。採川分には薄謝を M す。應装漭はなるべく特別誌友 
に限りたいと M ひます C 編鞞部) 
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內外彙報 


佛國分析者アラ >ディ氏の來翰 

アランディ氏 ( cr , Auencly 〕 からわが延 B 英一氏宛に次の 
哿翰が到) rf したのは旣！ i 數ヶ月前の? Jf であつたが、11上紹介が 
遝れたことは申課がない。延島氏は、アヲ； vr ィ氏带中に言及 
のゴプロン氏 C 延 ft 氏涔知"文战杏〕宛 U 手紙か出して7ラン 
ス精神分析没界 em 子を祁ねてやつ7:に就いて、ゴ Kn ン氏か 
らアランディ氏に延岛氏の香翰が柊牒せ&れて、左の返 1 IF とな 
づ T : わ tt である。アラ； v ディ氏( I フランス赖神分析學分 S で、 
益大の分析逝だとゴブ tj ン氏は云つてゐる〇 (記者) 

X . 

拜啓 • 

* レテルのがブリエル_ゴブ D ン氏から來翰あ y *7ランス 
の粘神分析^遝勖に就き、諸君が W 報御澉望の疗傅へられ tL 
た。私は發刊以來八年^經た我■か！ f フランス精神分祈^锁誌』 

sHue AmcJrarfYlo か靴君が御存知のこと >搭 し i す 
が、同じく、八¥の M 霜を經 T : 我が「フランス价神分析^^/ 

(s 05 s :6 f3n$aise do rsycrnalys) が、諸君の興味を如何な 
ろ鲇で惹ぃたか詳しく亦じま y ぬ。我が舉贫々 U は約三十名で 
す。%それ4は训に我々は r 馈祌分析璆硏究所 j Qlnsft de 


FsydlalyJs 7, fiourvaast- GeripWFar どなぼし、四 

年來そこで精神分析^の f | 筵を開いて M りましたが、昨年から 
外來1^撖かもいたすこ i に tiyiL ^ o 現在岡®館^設立中で 
す。次に「站^|分析® W 驗所 」 (LaboraCIre de Bsycrlnayae ) 
が設けられ i しれ〇それは_ハ0鯓盤科大彤 g 鯓神科鄹 MII 公式 
に合併され、クロ I ド敎授 (P 3 fssour Claude ) 0下に m アン 

チ辂神病院 CASio ste* Ams , 一 . Rue cabaura parisM tv) 

で硏究か m け y 辟り主す。 

我々 Q 遝動の發 M 並び(:我々©見解 s @ 透 (1 滿足な具合で進 
んで敁リます。粉神分析^關係#が滞山發行されまし?:〇圾近 
y ルボンヌ大擧でフロイド生誕八十苹鯢贺會か他し乏しれが、 
大成功』收めました。 

餅忍が斯々のこと>問妞な指定され、ば、私は萬んでそれに 
就き詳しく情報を±>'送 y い?: L ます〇お問合せのスべインとイ 
夕9イの糖神分折巡勋に就ては•私 II 充分明 a にそれを知って 
ゐないのです。 

一九 一一 H ハ年六^廿四日(巴里〕 アラ y ディ拜 

『イマゴー』昨年度第三册 

一"フ tf イド i 未來 ( トマス•マソ〕-本誌本號に大槻、平 

塚 ！ S 戌が共譯してゐる t の、原文。 

一、本能 isf ^ とその發逑(力|ル•ラン r アゥ文ル〕—本能 
感情と情熱と猫 K との關保を硏究してゐる。咋晖3£月キイ y 
赖神分析雖贫 U 於いて他され f : る講演の苋搞。ラントアゥ H 
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ルハアムステルダムの一流分祈番。 

一 、 K H デン-ホルダの宗敎的危機と彼の夢日記(ギイン在住、 

斗ンテルスタイ V )—スエーデン © ri 然科^洛11して神學 
忿?;る KH ? m ンボルクの宗敎的危機^主 m とし、それを彼0 
炒 USB の分析 fc ょつて、硏究せんとし?:野心的な"大 a 丈で 
ある◊彼1:は安想^の傾，； I ：が强かつたと S ふことで、母胎空 
想むなかなか^ 7;r T あつた。 

一、粘神疴奔の箝也 C ギイ X 布住、ユ少ンスト•ク v —ス〕— 
M 神 IM 科の描いた餅饥の IL 本を数政 MJEsa し"この靖祌祸取的 
典味との扣欄分野か分析的に研究してゐる〇 
J 、リビド I 分烈の吟味(ギイン布往、リヒャード•ステル 
パ)——本能脫の砘立が未だ分析汛 U 於いて不十分であるに 
鑑みぺルンフ H ルドが供てその硏究を『イマゴー』站上に公 
にしれことは，旣じ本誌上に紹介したが、スフルバは511にモ 
の.ルンフ H ルド說な批砰乜んとしてこの»‘なしてゐる0 
である0 

一、新刊批評三件 

『精神分析敎育雑誌 J g | 度合第 11 

一" m 隨心现校級別0 s - イン在住、エディト•ブクスバウ 
ム.) . ^ ^ p イドの『雄阐心理 W 自我の分析』^參考として 
积校生活に於ける兒宽の社 ■# 心理を t 相互 inj 一 化、 攻幣慾， 
轉嫁作川、その他 M 々な方 EI から M 察してゐる。婦人分祈* 
であるが、なかなか紙織的な論文である e 

內外璇報 


一、三歲未滿女兒の抵食障寄 i 不氣嫌の分折(ギイン在住、マ 
ルガレーテ•シュミード ) 分析游は女兒の肛 H 性感[:翊 
つて硏究してゐ£〇 

一、兒贲分析に於ける遊戯技法0ーゥ • g 1ク布住 " H ドヮ I 
ド•リス〕—— -* 代人に於け演劇(遊劇)の恋鹚を諏じて 
兒黹の遊戯街 PJ に於ける無愆識根據を K 例か iiilr て說く。 
r 二视の防 S (ギイン花住> X ディタ•ステルパ：； I — 三践 
女5|1の阽诹機制5觏眹。 

1、冲：想1:ょる©定の货例(ギイン在住、ぺルタ.ボルンシタ 
イン〕——ゆ：想卩依つ xmw の不安を打消さんとするこれま 
た子供の防欺機制の研究" 

一"虫勢不安ょリ虫ず£思考隞带と攻幣您(平イン在住、ァナ* 

メンヘソ)1 

,試驗不安 i 試驗神鸫描(ギイン在住、エルヰン•ステンゲ 

ル) I — 

J 、擗神分析取と取校 ( ルート•ヮイス)- 

一九三セ年度『精神分析年鑑』 

一、アク a •ホ V ス！2猢す K - 或る ml 钺陬窖(ジグ*.ント•フロイ 
ド〕 

"; フロイド V 未來(トマス*マレ〕 

一、セルマ•ラーゲルレフの齑詔の創作 m 來1:就いて CH ド!7 

ルト•ヒッチマソ W 

ユト t ビア(エドワルド•グラヴ I 〕 


、 
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I 、 ユダヤ的機智の本質に就いで C テナドル•ライク： > 
!"自我刚达め(アチ-フロイド) 

一、思春期に於ける本能の不安 ( アナ • 7 ロイド〕 

一、人 ra への理 W (ハンス•ザックス) 

一、赖种分析雄辭典か& cyt ャ lr •ステルパ) 

J 、 フ P イド舉說の社#喫的及び法律學的溢蕤(ローペルト* 

ゥユルダ I ) 

r 昔の傳記の心理^(エルンスト•ク y — ス：} 

I 、不良少年のナルチスム的軸 S (アゥグスト•アイヒホルン) 

一、幼兒敎ついて(ジョン *9 ツクア >〇 

一"自我限界、 fi 我の力、及，ひ間|化 C パゥル•フ H 1デ V ソ〕 

一、本能說の發展及び問題 ( H ドワルド*ビブリング〕 

一、 フ&イド八十歲誕生日(1於ける斯氓の位散(ハイソリプヒ* 
メ V ダ〕 

二、 その他沛11三葉。 

最近國內蓽實 

►本硏究所聚贺讨0は十 i 九0夜築地小刺場に、シルレ少作 
1 T 群盗』% mil し、奴刺後銀座 ffi ヤンキ—喫茶店にて分析合 
評 ^4* 他した。 

▼『獨身 ife 活に加へた粘神分析』——フランスの小說家アンド 
レ•ビリ (Andre Eiliy ) が梆ぃれ『どんな人阳？』平板無 
飾な糊身男 CO 平凡な沈活か粘神分析し?：ら如何なるかを示 L 
た主人公は■ホール•ブルーゼ is ふ大佐で讯租の觔 


人。その平凡な生活は判然二つ に 區分せ られ てゐる 3 |つは 
數字の本^コッコッ勉强すること〇他は犬を述れて符日きま 
つ?:やうに骰歩に出るこ 1 であ 50 作淠は此の大佐の若い時 
分の C とを描き出し"ィレ y と云ふ美しい異仰妹に戀され a 
こ i にし' X 居る〇ィレンは热烈に彼に戀‘し向けれのだが、 
彼はや？しみと正しい禮儀とて受け答へするだ aT その戀を 
受けいれなかづれ。それでィレンは失紫して、他の男と結婚 
しれが"その人は世界大硪で死んでし5つ；40死別れて後家 
になつたィレンは愈々义、大佐1:對1て戀愛表现んやつて見 
せだした。それ Tt 大佐 li 侬然として柳に風で®るので*と 
う i うィレンは憔悴して死んでし生つた。だが、さて、大佐 
ははたしてこんな戀に對して木石で&つ T ; らうか、それは判 
からぬ。彼はどんな人間？ 

して主た之 n に別な或る若い女で、やつ tl : り大佐 K : 對して 
直接|-端的な热愛か示して來たが、之れに對してもやつぱリ 
大佐( I 優 I い sift 儀正しい友愛か t つてするだけで、慈み云ふ 
带には入つては行かなかつた。これは 一 eaf -' i うした事だらう 
か？大佐は木石ではない。飪週金曜：3には眾服をぬいで流行 
服4-美し <济钸つて巴里に汽啡で出か11石0彼は決して世界 
[: 女性■かあ A 事を忘れて居るので It ない。彼 II 女性を5 f 想化 
L " せられたその理想化の姿を現^で破壊 S すのが W しい t 
のだから、それで女には觸れないのであらう〇数供の本 i , 
犬との生活"そのどんな人 ra であるかの精神分析は此の小說 
の 唯一の S で、 大きな S だと佛勘西 V 笑砰判。 
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へ『 31 京堂月報』昭和十一年七 B 號、「海鳥通信」瓶ょり) 

▼ 『徳常®次郞と性愛』前田河廣一郎 m _ 波讲店 r 丈舉』 
十一月號"糖神分析的見地から0糊察批評は多くはたいが、 
分 rr 材料として興味深き論文> 

▼ ■ハ ーパート•リー ドの「シエリ辯諫その他』宵四光雄祯 
(『アルビォソ』十 m 做) —— y 丨ドは精神分析蜞的方法に 
立っ故掏及び文取の批評家であ〇が"彼のシ X ylI : 就いて 
の分祈的硏究がこ、に馈しく紹介せられてある。彼は始めは 
分 rr 舉的研究法じシムパサィザー的 M ぼ^とつ ' t ゐれが、近 
來益々 こ4 に令：辎の倍賴 をかける TnJC なつ t : やぅである 0 
リ ー ドの ヮ！ ダ ヮース 分祈評 1 : っいて ( 1 # て本柳で首及した 
ことがあつた。 

▼ r 廣舟心 5111 氓《破産した！』萵梳儆^—誠文堂『跋齿界』 
十一 Hfifi 

▼『洒落型外裝物龉 J 高榄銳描1同誌•昭和十二年一 n 號。 

►『坪内博士と棘祌分析彤 J 平保燕 fi 搞一^文學粘神』十二 
月號〇 

►『娘の rf 殺に發心して佛門に入った父親の話』大概蒞11糙1 
tir 女性の光』十一 fi 號。 

▼ F 精神分析 1 r 語學 J 大槻稿 I 1 Tn トパ』十一月 M 。 

►『ロレンスと精神分析取』の題下に大槻氏 tl 十一;1十四日" 

早稻 E 大琪英文學僉秋季大舍に於いて講演した。同時に横光 
利1、水：公八笊子、その他二氏出敁、頗る盛贫でもつれ。 

V 『秘密の耥神分析』大视衹 1『住き て行く逍』十二 H 城。 

灼外澉報 


▼『苽引で子の學資〜稼いだ母親の® E 大槻捣一•『女性の 
光 j 十 flw 耽0 

▼ 『も6贫逬生の話』大槻氏 ml 『现代』新郎號。 

▼『或る戀愛破喆谢の分祈』大概氏桢——『生きて行く逍』衙 
年挪。 

►本誌前號内容に關しては本號卷诹の廣告ル參刖あり r : し0 

長谷川氏還曆と出版耙念會 

投符川誠也氏は昭和十1平十ニカを以て粒胂せられ"それと 
P ] 時！！、岡介評®から r 泣近粘神分析 MJ か上梓せられた© 
で> U つの座? if か祝 M するれめ U ：!近親の友人後浓等谛合ひ " 
極めて ft 放內輪に、その贺筵4-*昭和十一屯十 J - llh 八 B 夜 
上酐山下「榀出し」の風她な一室に仙しれ。屮村/11湖氏發起人 
か代丧して挨拶を述べられ >嵌谷川氏これに签へて M 単に"嫌 
酿に■辭か述べられ、一夕の歡を逝して十時 tlitic 分した〇こ、 
に揭げた寫 irtfl その啡の祀念撤映である。窃眞は前列向つて右 
よ y " 馆 tn 蕤介、畏谷川誠也、恐分 A 梁、 E 內 i £ 太郎の勝氏 P 
後列右よ e 中村 M 湖、森下 m 村、 PJS 只一、前 EM 、 大槻港二 
岡村祐之、商梳鐵の賭氏。 

本研究所硏究會例會 

十一 H 例會は十六 n 夜> m 世橘赇前アメリカ y •ベ—力 y 階 
上に ms れれ。食前"例によ D 司#密から本誌前號所敕の arf 珑 
につ^\解説的講踱があつた。免後"新來齑加藤已酉三郞"梅 


身 






長谷川氏還曆と出版物紀念會 
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木米^兩氏0紹介があつた。 

食後"商橘 R : は(別項報昔の通=〇築地小剡場 [: 總見し t : o 
シルレル原作1 r ® 盜』の分析批評文な朗_して一同の批評かハ0 
II れた。一同 M 誌なきこと >なつて、御^の通り、木號時評糊 
にその^、揭げられてゐる。 

次に土 M 秋贺氏立5ヒゥ rl ズムに就いて0所感£述 V られ 
f : が、 C れは本1|前號所載同氏論文主意1:つき北垠照雄、离橋 
鐵兩氏から貫疑があつれので、それ1:酎する答辯とし T V あつ 

ち 

笛三に、塚略茨明氏「スタン y 4 •ホ I ルの思春彻硏究 J に 
ついて硏究を较表せられ440これは吏に推歆せ£>札て本號硏究 
■に捣げられてゐる〇 

次^土 M 秋 3 i ' 氏生?: 「 K 1 K ィルナ I と思務期問題 J について 
硏究卜發表せら4 T これ it : 推敲せ&れて本唬硏究槭に揭げら 
れてゐる。 

最後 U 商橋氏も思春期の問題1:ついて硏究論文>朗詉せられ 
た。本號硏究擱のものはその加笨浒被せられ?:結！である〇こ 
のやぅ|:本誌所載論丈《み尨苦心0結见で幻つて、無贵任な一 
夜 f / itr の t ので It ないので*る。 

出席^は右 ifl 及^氏の他に小林 一、 m 中说扔、大概岐奥、宵 
m 齊■两御門千代®故氏でわつ no 

なほ沿俞具榮、大久保眞太郞、立川玄一郞、识藤 iffl 朗、內膝 
梅子、松井定之、武田忠哉、富出碗介、竹田浩1郎、贫擗久雄 
田内長太郞、の跻氏からは钺話义は进面か以て鄉筇な缺席挨拶 
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があつ ?: A 


本硏究所講習會例會 


七一月例你 itllln 夜、硏宪所： i 於いて俄3れれ席浙は北 
垣 M 雄。小林一"北山隞、分捣久雄"加藤巳捋三郎"保嵴茂 
叨、大枧淡二、大槻岐奥の § K 氏。！ T 快不快 M 則を超えて』の B 
六^の中部、ナルチスムスのリビド lttu ついての®述を、大 

槻氏が搲任如 a せられた e 詉後、茶 m かと y つゝ笨软侬式0狃 
徴的览璇"神經飢織，ホル#ン叩题、ナルチスムスの銳而御级 
一!於ける W: 別的 m^ と云ふ r ひな11:]題に花が! K いて、 m る服か 
であつた0 

X 

十二月例舍は七：：：夜、冏所に於いて他？れ、『快不快拟則』浓 
六ね Q 中央部、「孕期の狀跋か#现す&必要から！つの本能が 
生じ?:」 i 考ヘたい必孤からブラトーンの yJsi 編中に出てゐる 
Ty ストファネス Qfls に T ? 及してゐ5條を大棍氏擔任にて餅^ 

fsv ノこ〇 
11011 illll 

綺誼俊、山田わか論 • r # e ゥォ IF の女性中心說のコム•フレ 
グス的益 a •诹陴時代武將の分析批評、女性の復铫心理、母性 
愛と父性愛の生物 c 殊に m の場合)的？ M 義などについて M が交 
S れ、 m る愉快な一夕であつ?:。 

出席莸は城崎茂叨"北坷照雄、土厘秋1?、釕樯久雄、延ぬ英 
一"大槻滞二、同岐美の諸氏でめっれ。 

内外 ig 報 


本誌前號正誤表 


頁 
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一 


フロイ 


賞論文詮衡決定 


(長崎文治氏像) 





第一回のフロイド賞は、昭和十一年 
度本誌所載論文中ょり設衡中のとこ 
ろ、第四卷第二號所載、 

長崎文治氏稿『母性感情 
の中に潜む僧悪』 

に擬せる、ことに決定し，賞金及び 


賞脾を贈る， 


なつた。 


東京精神分析學研究所* 

岩 

(イロ ハ順) 一一^ 

大 


ロィド賞詮衡委員 

倉 具 榮 
谷川誠也 
槻4憲 二 
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編輯後記 


猫贺新年 0 1 部：：！一同 


分析^も人なみに年诩の贺洞か就 
钎に， M つて述べます。その班合無恋識的 
は汲々飛知の上で…：。何となれば" 
これ II 一つの奸愆と Asm との表现 II 外な 
らないからであ pi す0 

x 

本誌 t 愈々誌齡第五卷に ApiLt :。 
諮泝 fi 氏の熟心なる支按 tl ょると il 云へ 
生た執加济諸釘の無私 tcs 奉仕に i -負ふ 
LQ であ9ます。今や取#及び世人の信 
望も不動の E さか加へ、今後の努力を醤 
はねば相浒吏ぬ氣持で一杯であ9乏す〇 
本號も御铳の通り U 充. H した内界か其 
へて、餅賢の机邊にまみゆること、なり 
生しれ〇何れも執纸漪に於ぃて企力か取 
tr て^かれた 1 の\みでぁろ、|と( 1 、秘 

編輯後記 


かに我等の詉 O i し.たい i ころであ51 
す。無進の方々の:; C 氣な活躍ぶ pa -见て 
下さい。 

x 

新 m 纸漪(1塚 W 茂!! fj 氏 i 森久兵術氏± 
だけであ9ますが、 3 SU 塚 W 氏は菊川茂 
财の胜名下に本誌第四怨奶二號にも彼か 
れたこ i があリ泛したので、こ VU は改 
め - C 紹介は致し主す主い〇廊久兵樹氏は 
#通^泝であり t すので、偶人的^こ i 
は分 = yi せん J 
X 

その後の新粋別誌友は在の七氏 T わ P 
f ナ O r こに御紹介巾上げます。 

▼市內自黑®…， .. . *( a 卷 i 殿 

►大阪府 ..•* 岩井久平殿 

▼神奈川縣 ：：…：：：： 外阆，彥殿 

▼火阪帘.. .. f 安海殿 

▼市内神 mK .. . 主婦之友社殿 

▼市内牛込區 . 佐々木不二力殿 

▼朝鮮. . .大野盥一郞殿 

甸號、府货な勢で特別誌友辙氏が增加 
L て行きますが、各地1-支部とし^の研 
究刚婭を組織せられんことを切におす、 


めしれく存 C 生す。硏究所から IX 出來る 

だけ^ 5 助 4 .惜み i せん。 

>< 

別艰脓杏の通-^硏究所 m 版部から 
『阿部定の精神分析的跄斷』と逝する新 
汲が十二月1]*五：11に公刊せられ灸す^內 
界が少し低險なのですが、赃密に科唞的 
rmi 度で硏究し X めるので猫 ( Ml の忌3*に觸 
れるやラな こと UK 々ないと忍ひ先マ〇 
御符轺の方 II なるベ < ifc 接、 MS 御汴文 
御53企の松/ >- 卵ひ上げます。 

推 m 嘥發行の r 精神分析 M 論 r 『分析 
强術掄』•『分析懋愛論』などが簇々 TO 版 
にな yk したが、『快不快 ffif 刖を妞えて』 
It 、 大改 rrr を题しますので、少し迦れ乏 
す。岡倉 wf /> s 『精 W 分析， M 本』も初版 
C 上製木〕が珩ど 1 K - yl れ A したので、今 
您普及版を上秭しまし?:。兩秈±も御希 
轺の方 II は"赏所出版部で取次ぃ T : し± 
す。 

人生创造 sfc 發行の『精神分析■社 frIn ! 
滿生活法』 L この度『粘神分析•社分生 
活法 J t 改 M して邱版 fcTiDi す。過般 
品切中御注文下5つてお Bf りした方があ 










124 



年年 ^ 
分分部 


五拾錢 C 郵税四 Is ) 
1 SS £料 S 
三 PS 料5 


御注文規定 

•本誌の御注文は1切前金に御邸 
ひ致し主す0 

•御送金 U むるべく安分至便な5 
报荇を仰利; fj 下3れ度く、振# 
a 座東京七八八 I 七番へ御拂込 
み下さい0 

•郵券代 In の場 <['lltl 剌%に願ひ 

主て • 

•木誌廣半 r ' l に跺しては、御照#次 

笫部 Mia : 何 II せます。 


ntM 叩本鄉，：£飽込觔坂町】—二七 

狡行所東京 m 神分析學硏究所 

按荇 U 座 mM 七八八 I 七拉 


太0 來 ■??; 觉 •?[£ 海党•大 m 館 

捌#北晓館 •( 大阪 i 音社 


昭和十|年十二月二十芄 1 . 1 印刷 
昭和十一|年} il 一 §0 

sn 刊)定價五十錢 

(郵扠四絞〕 

來京 TtJ 木鄉诞齙込耻坂町三11七 

SISKI 大枧范一一 

衆京市？ g 草？£北三筋町五五 
印刷所 一一一迎觉印刷所 


リ i し T : が、この雜誌が讀漪諸賢の手に 
政る m には再版が出來上つて cb ると思ひ 
ます。誠に相濟みませんでした。 

『精神分析』合本部四卷(昭和十一年 
度本誌)出來いたしてを y ますから、御 
希轺の方は、御注文下さるやぅ#上げま 
す。 ( 定 ml 一一圓.郵稅十五錢ヴ 

X 

別功報 i & の通 P 、 7 ロィド背諭丈が決 
定 L 、 長崎氏 fH 大生殺し j Q 論丈がそ 
め榮磬か狸得し玄し?:。畏崎氏は本誌刨 
刊以前からの關保清で、硏究所をして今 
日あらしむ厶に特別の大功あつた人であ 
り 1 す。 m 也 tfie も共 U お慶び下 S る - P 
5 に顧上げ主す 0 

★ 

次 es は『不莨少年少女の心理』を抑輯 
L ます。内綷は大骰宄記のものが確比し 
てゐ吏す0 

不良少苹問 Mi 敎竹相談-柃 Effi 樹 

少平少女の漂泊蚀"家出癖！！つ V 'て 

•…■…六機想二 


興常少年の分析硏究•… .：： 商 7 k 力太郞 
少年期の！ i みを訟斷する…商橋鐵 
幼兒に於ける现實感〇發敁段階 

(フ H レンチ 1 >:……饼藤龍如露 
その他計 3 S : 中の.^ Q として— 

マソ スフ ィ I ルド作 

f 舞邮分』 . 好愈具榮課 

ム€/ユク•精神分析と文强 

. .：…武田忠哉蹕 

雙生兒崇拝0フンク)……延 a 英一譯 
ゲ I テ作 IT 姒：土』の分析：：：土 M 软 K 
わが少渾期の flH 分祈. . 齊藤發贺良 

などが揀定せ&れてゐもす•か延 ft 氏 
の！ T 雙生兒岱拜 J 1 I 早く發去せょとの耍 
求•か讀者 S 問か0述リなので、困 yi し 
?;。35はその0興 S 到 fS を待つてゐ T : の 
でマが、到府する[ I はしまし T : •か"それ 
は！ rr ッぺルゲンゲル論』で•これ•た i 
思ひ矢したと1る、^1じランクの『ドソ 
ホアン®』 a の中じあるらしいので，ア 
テが外れまし?:〇0泷は|::1!2合ひません 
が、 i りあへず、佛譯からの 1 K 焚のま-^ 
で蛮表す sllilc 致します。 










































番八七八三京束稃振 m -ff 式株 區田神市京柬 

番一五三〇田神詔電 MU T 社舍八一町代土美 
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•文藝學の基礎理論. 


文 藝 科.學 
文藝學に於け る 樣式槪 念の 問題 
精神分析學の文藝學 への 寄與 
日本文藝學の矛盾と その 超克 
日本的 修辭學 
文藝學 としてのテ I ヌの 方法 
『文藝學』文献目錄 
★ 

言 語 音 樂 論(一) 

米國語の發生とその特徵 

書評 今泉忠義 山田 U 郎 


大西雅雄 
土方定一 
大槻彦11 
岡 一 男 
金原省吾 
名取 堯 


湯山 清 
大岩健太郎 


本親定價五十錢 — iutls 




























學問の世界性と _ 

〔: : :;:1: : :::1!:)_〕ェスぺラン^^ 


で"從來は 

を忍んで 


國 


外阈跗で 


歷 S した 

ものである。科^ 
n 本の骹而上独だ 


I は人類*體の 共 I =1 J の财踉であ 
寒 つて、决して二氏族や二阈 

P 3 W の私すべきものではない。 
☆ ……したがつて、取 INJ 上 sm 孤&新 
發 ii ヤ新创 S は、必ず 1'!; 界ヘ發班して、 
文化促迎2助けとするのが"取者の森 
務である。 

☆ ……ところが、そ SK 行上" n 本の 
彤#は"一つの大きた iil 雛に行常るの 
である。それは…… 

1の P : J 題であ！0 。 n I a ツバの 

&2 L . 昂漪雄は、 Ql : sTTm である 
言ドィツ^"ィギ y ス胳、7ラ 
ンス防饺で、その梁 fit を發表してを y " 
それによつて文化に? i 啟してゐる。 
☆: r •が"日本人 trn 本語が孤立して 
ゐるため、これで51表したのでは、世 
界に認められるわけにゆかない。そこ 


惝けないことであるが、それだけなら 
ば、文化の. M 上を M ふ^ sffi 庇として" 
桃へ得るとしても、外 sijIlstl 得 ！ T 
多大 sit ;irc な叶間を中我する こと tr 
取 II!J を愛する沭に と 〇て" rc に f ; r しん 
でも低〇あることである〇 
☆ —外^⑽ i を art み!!>るまでになる努 
力だけでも粹鉍ではないが"3{|むため 
だけに外阈 Si を^ぶこと； T まだやむ 
を抖ないであらぅ。そこで"せめて、 
似も|«雛な：：外^跗で押く』努力だけ 
でも逃れる手段はあるまいか。 C の fill 
題の m 決笟として、^#の一部に、 
f ! に容易な…，： 

0 共通狃ュスべヲントを彤說發 
国 衷 ni£i とせよ』 i いふ C とが 
際叫ばれ、现に活用されてゐる。 
邳级鉍猓崧は、饵卬浩瀚な祁赀许を" 


この言萊で出し"多くの搿取费や"现 
硏の一部の科阜濟逹は、その柒 £ t の發 
表に盛んに"これを利; n し、令世界の 
科职界から注 n されて. Q る。 

X Y ラントで發表すればエスべ 
ランチ K 卜でなくとも * ョ — 
ス ロッバの ^^ は、 4 Z 分の WIIII 
のことなら " 界泌に珂解し £: るから > 
決して扑過3れる心邴はない。 

☆ ; i _ g 學の素熒が相筘にあれば " H 
スベラントで腧文を锵$得る粹庇に迚 
することは、5 21ど m 難でないから" 

I ‘ 〇 ,- 

( M - ^ . 

^ は、すべて H スベラント糸 
0 ん で、これにょつて、人類の 
者ために"大いに Ti 獻すべきで 
ある。 

☆… .：H K ベラントの取啊法や項 ®!! f 
の遝栉については、 U 本におけるエス 
ベラント W 及、硏究の中心櫥關 Mm 法 
人 n^H K Y ラント^仿ハ朿3;{||1木鄕 
元町〕あて K : 照愈すれば I 答へてぐれ 
るはずである。 
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大學敎 © 


日高 只 


著 


四六判洋布裝 

定 fil 二■二0 
送料 〖六 








ffi 


了 メリカ 文學の移植され たこと 旣に 久しい が，我围に於て はその 金貌を傳 へ 
たものは未だ一册も無い。本 W は"現代アメリカ文擧の迓相を傅 ふると 共に 
典の i[I 來する 所を、 或は歷史 的、 地现的關係から■或は民族的，時代 的、 社 
fT 的關係から觀察して•典の金貌を傅へ.以て新し S 文學に對する視野を開 
かしめ•アメリカ 文化の眞相を把抱せ しめる と共に'他 nsi 一般文駔〇新硏究 
法を說いた懇切苻益な案內軎である。附録0 「ァメリカ文 學硏究書目」 
は•堂々五十苡に互る詳細なもので硏究者にとつて■貴 m な參考齋目である。 


西脇順三郞氏評1求®は學究的 

硏究を出來るだけ：? J 1 I 俗化し初 a 若にも H く 
理解されるやぅに紹介されてゐる。通諕後 
私の感じたことの一つは間数 S の溫蜞な人 
格にはぅふつとして接することが出来たこ 
とである。本 if は謖者の學究的態度を正直 
に表はしてゐると同時に著^, R 身のァメ y 
力滯在の®際的追愤に兜ちてることが世 IM ] 
によくあるやうな無味乾燥な文學史と異つ 
て生々とした印瓌を與へてくれる O (m 京 
朝日ブック•レヴュウより轉載〕 


5 本 nil 久雄^文 P 槪 


論 


(三十 I 版〕 


一賴三ニー-〇 


JJ JiJ- , - / - n i ■ JJ «!a Jn . T JJ1 ^T* - Jl - ^ i ^ - 7 * , € J メ 

密はこの「五^の太陽を浴びた庭一にも贤ふ Y き rr フラ s ス文®の槪況とその過程を示した w で、全篇を、《詩》 
<邸>'〈小説》、《評論〉の四 S に大別してナチュリスムよりシュルレアリスムに至る作家の wrnj 及び作口 g を紹介 
してゐる〇英文 m 硏究界と雖も今 U の時代では木^に盛られた位の知識を必要とするであらラ。 
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メレ5?ユ nl フスキィ著 

昇 蹯 夢譯 


四六判五六〇 m 
佛瞄西式慨綴 


トルストイとドストエ丨 

(その 


定该金一回六十錢 
送科十四錢 

フスキイ 

生涯と藝術) 
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Itt 翁逝去二十五周年 
記念に 際し增補新版 

改訂版序文よ y : 

恕ふにトルストィやドストエ— 
フスキィの如$怵大なる文聚は、 
時や場所の制限なし 1 T V '- つの世 
にも? K 人に愛誠せられ'11つ^時 
代に新しく iiw さるべき人々であ 
らぅ0现にソゲエート_&シヤに 
於ても我が rj 本に於ても最近|!|典 
復興の機 m に際贫して、®文藐は 
押び讀謀界に蘇 y 、 新たに TO ^ 味 
5れつ I ある〇だが、何と Tr つて 
も fr 母的、 sf - 敎的乃至文化的^察 
の ms に於て、慈術的®解 
の廣5に於て、また人生®上いろ 

いろな喵示に { M んでゐる點に於て 

求 af の聍に山づる程の賭つた！！创 

的な硏究は他にまだ出ない傑であ 

so S 者〕 
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「ルナンの 『耶蘇』 以上に 
避#-や耶蘇傅を银く餘地 
なし Ji は多くの批評家 
の fill に I 致し fclt 葉で あ— 

る 3 その流 !?2 典 *ま C と 

に耶蘇を語るにふさはしいルナン£名文は、 
跋潮氏に ± gi 兀全に邦文に移 M され、 EE に久 
しく我_詖棵界に哝傅せられてゐる〇玆に十 
三版成5に及び之を似裝 i して氓®版を刊行 
する辦にした〇今ゃ十：：典很興の辟抑き秋ゝこ 
の不朽の名菸にょ？氷遠に滞浙にして体大な 
る思想を汲み取給へ!! 


,ナン著 

廣瀨哲士譯 




















ロレンス傑作集 



岩倉具榮譯 
大槻憲二跋 

日碧 

詩 r 、 小說 に、 戯曲に"論文に"行くとして可ならざるな く、 
あらゆる 文明の虛僞を振6捨てて肉！！と魂の健全性を强調する 
ロレンス。そこ r は又えもいへぬ藝術美と雄次な原始美とがあ 
り、彼は まさ fc 二十世紀のジャン-ジャック•ダソー。その中 • 
短篇に乙 そ 却つ 1: 緊張した美しさが ある。『プロシヤ士官』 は精 
神 分析 的 傾向と 社龠的傾向を取入れ/2娘初の 傑作。 『太陽』は精 
神分析の野蠻主義と藝術美の結合した傑作。『微笑』は小篇中に 
人問 心理の褪雑性を描いた傑作。『山間の十牢架像 J は叙 M 3 A と思 
想と を交へ 犮 獨特の_を 持ち、 精神分析學の所謂「死の本能」說 
に茈人生觀 の表現。附錄の『男女相要論』は一冊の 
軍行本の金譯であつて、卽ち彼の戀愛論の粹である， 


燦々とふ9注ぐ 白日の光の下に 照 

ら出された人間稞身の美を見よ 


內容 


プロシヤ士官 


太湯 


微笑 


山間の十字架像 


附録 


男女相要論 


跋 


U レンスと糖神分析 

四六判上製二〇〇頁 

定價一圆 


東.金 
京王 
市町 
漉七 
谷番 
區地 

作 

品 

社 

振七 
替四 
口こ 
座ん 
衆七 
京番 


長篇小說 、 

リュシエンヌ 


13 J' \ 

贷澤統一郞譯 
四六判三一〇頁 
定價 一131三十錢 
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V, Jahrgang, Heft 1.Jan.—Feb,, 1937. Fr®cl eiut zweinionatlich* 

ZEITSCHRIFT FUR PSYCHOANALYSE 

Hcrausgegel)cn vom ” Tok’o lufititiiu fur PnychoanalyHJ^ 

(Sonderheffc fuer Studium ueber Pubertaet) 


Studien • 

Eigentiimliditeiten der PubeHSfc， … *. . ..*. . Kenjl Olitfiki 

Stmlium fiber die Jugeud, . . .... .Shuiitfiu Tutiya 

Uber” The Adolee^ence，’’ StanJey Halk,.Sigeaki Tukazaki 

Wii8 maclit <lie Iieutige Jugond no imgliicklich ?••*• .Totu Takahnei 

Freud und dio Zukimft ( Tf^mas M^nn) .K, Ohtf?ki u f Y m HirntBukft 

Psyclioanalyfio fiir Palagogon (^Ann% Frm !).* — Hitoei Miyata 

Die Vague und dna Unbewuebtc/. . . . ..Tele Takahafei 

LIterarische Werke 

Bank Huliday (K m Mans/idd)*- .... . Tomohide Iwakura 

AWoub Hoxley C C> E. M Joaxl) .* Tiotaro Taiiti 

Kritik und Methodik 

Ubor„ Die Kiiuber” Friedr：ch Schillers. . . . Tele TakftHati 

Tiber dio versehledenen Zoitfragen, . .*. . ^imjitsu Tutiya 

per Mutterkomplex elaes Humanitcn,.....Hfeao Kurabaei 

Cliina&ische klaBKiecIie Pp 》 clr>]ogi ら … ...Sciya Haeegawa 


AnalytiVche Studium liber einen japanfechen Dichter, Baeho 


.. . .....-Hatio Saito 

Varia 

|)as Geepenfft (Komplex) gprlcht,-. . ...Furonen*in 

XJbor das Komische ， . .....*.•“•Higao Kuiahael 

Verbot und r iabu . .... . ... Satko Kuge 


Neuigkeiten des Xn-und Auslandes 

Kin Brief von J3r. Allendy .. . ぃ 

Inhalt dcr ，, Imago 14 und , t Piidagogik ， “… ••"， 
KJelne Blitteilungen, .... . 


Prei3 dea HnzolhefteSp 50 Sen 

Tokio Paycho^ual yti^?c hor Ver]ag 
327, Dozakacho, Hongoku Tokio ISippou 



























